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七人の武器屋


飛べ！エクス・ガリバーズ!!





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　フォースの街まち角かどを、張り詰つめた夜よ風かぜが通り過ぎた。


　静かな夜。


　久しぶりの満月が、世界中の時間を止めてしまったのかと思えるくらい、フォースの街は静まり返っていた。


「……よし。これで最後だ」


　がぼっ。フォース拘こう留りゆう所じよの入り口前。大きな柱の陰かげで、オレは、目の前に横たわっている灰色のマネキン人形の頭部から、黒い、髑髏どくろの様な兜かぶとを引き抜ぬいた。


　そのままそれを頭に覆かぶせ、角度を調整する。


「くそっ……。鎧よろい着るのに、思ったより時間くっちゃったけど──」


　フォースの拘留所の中には、騎き士し警けい察さつは、たった一人しかいないらしい。


　サラディン・オズ、という男。


　万が一、みんなの牢ろうにたどり着く前にそいつとハチ合わせた時のため、オレは拘留所を守っていた〝黒騎士〟から、兜、鎧、籠こ手て、脛すね当あて、大たい剣けん、つまり装そう備び一式をかっぱらったんだけど、着慣れない鎧の装着に、思ったより手間取った。


「みんな、無ぶ事じでいてくれよ……！」


　仲間の生せい死しがかかった大一番に、緊きん張ちようと、そして集中力が高まっていく。


　一年前まで働いていた、武器屋『エクス・ガリバー』で運命共同体を誓ちかった仲間。


　イッコ。


　ジャン。


　ノン。


　ドノヴァン。


　ミニィちゃん。


　ケンジ。


　この六人が、目の前に聳そびえるフォース拘留所に、無実の罪で囚とらわれている。それも、オレがエクスカリバーを、みんなに送ったせいで……！


　助けるなら、街の簡単な拘留所にいる今しかない。


「絶対助けるから……！」


　黒い鎧をガチャガチャと鳴らしながら。


　オレは、拘留所の入り口から突とつ入にゆうを開始した！










　パート１・集しゆう結けつの七人







　二階建て、牢の数も三〇くらいしかない、簡単な造りのフォース拘留所。


　そのカビ臭くさい廊ろう下かを走る！


（みんな、どこにいるんだ──!?）


　六人がどこに捕つかまっているか、その手がかりは何一つない。


　視界に入る鉄てつ扉ぴの中を、みんながいないか一つ一つ小さな窓まどから覗のぞき込こんで確かく認にんしていくが、


（クソ、こんな悠ゆう長ちような事やってるヒマないぞ……!?）


　グズグズしてると、この牢にいるサラディン・オズとやらが、表の黒騎士がやられた事に気づくかもしれない。


　騒さわぎになる前に、なんとしてもみんなを──


「ムラマサ──来い！　主あるじの元へ、帰れ！」


　その時だった。


　前方！　角を右に曲がった方向から──聞いた事のある、凜り々りしい声が響ひびいてきた。オレは、息を呑のむ。


（ケンジ!?　今の声、ケンジじゃないのか!?）


　思った瞬しゆん間かんには──もう、オレは声が聞こえた方へと走り出していた！


「──な」


「──らぇ！」


　進む先からは、何やら言い争う声、そして何かを殴なぐりつける様な音も聞こえてくる。


　この拘留所には、エクスの面めん々めん以外、今は誰だれも入ってないらしい。つまり、この声が聞こえてくる方角には、少なくともエクスの誰かがいるハズ！


　そして、角を曲がった瞬間、視界に決定的なモノが飛び込んできた！


　一つだけ、鉄扉が開けっ放しになっている牢がある！


「すごーい！　いいね、それー。ジェノサイド・エンジェルの次にいいかもー？」


「いや、源げん磁じムラマサの方がかわいいっスよ！　だって、呼べば飛んで来るんですよ？」


　さらにその牢から聞こえてきたのは、そんな声！


　間ま違ちがいない！


　あんなにのんびりした口調で、〝ジェノサイド・エンジェル〟なんて物ぶつ騒そうな単語を口にする女子は……世界広しといえども、絶対一人しかいないだろ!?


　ノンだ！


　そして口く調ちようからして、ノンと話している相手はほぼ間違いなくケンジ！


　少なくともあの牢には、ケンジと、ノンがいる!?


　興奮したオレは猛もう然ぜんと扉とびらの開いている牢ろう獄ごくに接近！　中の様子を確認した！


　そして、奇き跡せきは起こった。


　オレが牢の中を覗き込んだと同時に、赤毛の、ふっくらした顔つきの女子がちょうど扉の外──つまりこっちへ顔を向けてたのだ。


　オレと、


　ノン。


　二人の視線が、完全にぶつかる。


（ノン……！）


　ノンの顔を見た途と端たん──なんかオレは、ホッとしすぎて、地面に崩くずれ落おちそうになった。


　一年ぶりの再会による懐なつかしさ。嬉うれしさ。


　そしてこの件に巻き込んじゃった申し訳なさ。


　いろんな感情があったけど、とにかく、現実にちゃんと動いているノンを目の前で見た瞬間、


（よかったぁ……！）


　信じられないくらいの安あん堵ど感かんが、オレの全身を貫つらぬいた。


　が。


　安堵するのは──一〇〇年くらい早かったらしい。


「ケンジー！」


　まず。一年ぶりの再会に感動していたのは、残念ながらオレ一人だった。


　オレと顔を見合わせた次の瞬間。


　てっきりオレと同じく、感動に心を震ふるわせてくれてると思っていたノンが、いきなり、ノンにしては焦あせった声で、隣となりのケンジを呼んだ！


　そして呼ばれたケンジは、ノンに言われて扉の外、オレの存在に気づくと、親の敵かたきを見るような憎にくしみ全開の眼まな差ざしで、オレを睨にらみつけてきた。ハッとなった。


（そ、そうか……！　オレ、変装中だった……！）


　ようやく自分の格かつ好こうを思い出す……どうやら二人には、完全にオレ、敵、黒くろ騎き士しだと思われてるらしい。


　うぅ、せっかく助けに来たのにいきなり睨みつけられるとは……なんかすごい報むくわれない気分……？


「痛てて……」


　と、そんな中。


　牢の中で、いきなり、ケンジのでも、ノンのでもない、男の呻うめき声ごえが響き渡わたった。


（えっ……!?）


　オレは、この牢にケンジ達以外に人間がいた事にギョッとした。


　そして、その声の主の姿を見て、オレはさらにギョッとする。


　ケンジの背はい後ごで、誰かに殴られでもしたのか、頭を押おさえながらむくっと立ち上がったのは──軍服を着た、性格の悪そうな肥ひ満まん気味の男……！


（ウ、ウソ……あ、あの軍服、騎士警のじゃないか……!?）


　て事は──この肥満男が、この牢にいる唯ゆい一いつの騎士警だっていう、サラディン・オズ？


　なんでこの騎士警がケンジ達の牢にいるんだ……!?　この男にオレが拘こう留りゆう所じよに潜せん入にゆうしてる事がバレたら、脱だつ走そう計画は完全におしまいなんだぞ……！


「予定変へん更こうだ」


　そんな中。サラディン・オズは、立ち上がるや否いなや、ケンジ達に向かって血走った目で憎にく々にくしげに吐はき捨すてた。


「お前達には牢の中で、ゆっくり僕に逆らった事を反省させてやろうと思ったが──気が変わった。今すぐここで消えてもらうよ。もみ消すのが面めん倒どうだが、これ以上不ふ愉ゆ快かいな想おもいをさせられるよりマシなんでね。


　入って来い、二八にじゆうはち」


　最後にオレ（黒騎士）の方へ視線を向けながら、いかにも高圧な声（にしても、このサラディン・オズって男の声、どこかで聞いた事あるような……？　オレ、この人と、初対面のハズなのに……？）で、サラディン・オズは言う。


　二八っていうのは、たぶん、黒騎士の事だよな……!?


　どうやらかろうじて、黒騎士の正体が、〝マーガス・アルニレックス〟だって事はバレてないらしい。


（とりあえず、いけるトコまで、黒騎士に成りすまし続けるしかない……!?）


　オレは緊張しながら、サラディン・オズの命令に従って、ケンジ達のいる牢獄の中に足を踏ふみ入れる。


　が。


「殺せ」


　足を踏み入れて一秒（！）で、オレにとんでもない指令が下された。


　殺せ、と呟つぶやいたサラディンの視線の先にはケンジとノン。


　つまり、オレにケンジとノンを始末しろという事らしい……！


（う、うわ……どうしよ……）


　いきなり従えない命令を下されたオレ（黒騎士）は固まった。


　いますぐ命令に従わないと、即そつ刻こくサラディン・オズは異変に気づく……とはいえ、ケンジ達に危害を加えるなんて、当然オレにはできない！


「お、おい」


　そんな緊張状態の中。ケンジでも、ノンでも、そして今度はサラディン・オズのですらない、渋しぶい男の声が牢の中に響き渡った。


「一つ聞かせてくれないか？　当然、私は、対象〝外〟なんだよな？」


（ハァ……!?　な、なんであの人までこんな場所に!?）


　その声の主を見た瞬間、オレは混乱。思わず声を出しそうになった！


　ウサン臭いチョビ髭ひげ。カウボーイ帽ぼうをかぶった、見た目四〇前後のオッサン。


「馬ば鹿かか。こういう場面に居い合あわせた人間が、古こ今こん東とう西ざい消されなかった例があるか？」


「な、何!?　ま、待て、私は持じ病びようの腱けん鞘しよう炎えんが」


　聞くに堪たえない言い訳をしてるこのオッサンは、ギンガ・ウチュウさん。


　キャラバンを脱走したオレから、エクスカリバーを奪うばい取ろうとしてきた（アッサリ撃げき退たいしたけど）、オレとは、ちょっと因いん縁ねんのある男……！


　クソ、さっさとみんなを脱だつ獄ごくさせたいだけなのに、なんでこの牢に、こんなに役者が揃そろってるんだ!?　どんどん状じよう況きようがややこしくなっていく！


　そして。


「くっそ……」


　そんなややこしい状況の中、今度はケンジが輪わをかけてややこしい行動を取り始めた！


　ノンに握にぎられていた手を離はなし──ケンジは、どこかで見たような緑色の鞘さやに収まった刀を構え、オレに向かって攻こう撃げき態たい勢せいを整え始めたのだ！


　オレは焦る。


（バ、バカ、気づけよ！　お前の目の前にいるのは、お前のよく知る、あのマーガスだぞ!?）


　もう悠ゆう長ちような事を言ってる余よ裕ゆうは無い。このままじゃ、ホントにケンジと斬きりあわなくちゃいけなくなる！


　オレは目だけを動かし、サラディン・オズの位置を確認。


　こうなったら、予定とは違うけど──オレに命令を下している男、サラディン・オズに、とりあえず眠ねむってもらう！


　オレは、鎧よろいの背に固定されていた、ビッグバン・ソード並みに巨きよ大だいな大たい剣けんを手に持ち、感かん触しよくを確かめた。ギリギリ投げられる重さ……いける！


　これを投とう擲てきして、サラディン・オズを、一いち撃げきで気絶させる！


　が。


「うぁぁ！」


　せっかく計画をたてたっていうのに！　オレが行動を起こすより早く、オレの計画など知ったこっちゃない様子のケンジが、結構鋭するどい踏ふみ込こみで、オレに向かって斬りかかってきた！


（ぐわ!?　ケンジ、お前、ちょっと待っててくれよ!?　くっ──）


　ガキィィィ！　オレは大剣を体の正面に回し、かろうじてケンジの斬ざん撃げきを防ぼう御ぎよ、そのまま刀を弾はじき飛ばす。


　そしてそのままオレは、カウンター気味にケンジの体を少し押し、大人しくさせる為ため、床ゆかにしりもちをつかせた。


（ハァ、ハァ、よし……準備ＯＫ）


「トドメだ、二八」


　オレとケンジの攻こう防ぼうを見てたサラディン・オズは、下げ品ひんな笑え顔がおを浮うかべ、満足そうにオレに向かって命令。オレがこのまま、ケンジにトドメをさすと信じきっているらしい。


　ナメるなよ──！　今度こそ、アスベル仕込みの投擲術で、度ど肝ぎもを抜ぬいてやる！


　オレはサラディン・オズに大剣を放るべく、大剣を自分の頭上に振ふり上げた。


　このままケンジに振り下ろすと見せかけて、油断させたサラディン・オズへ──！


　と、いよいよ作戦を実行に移そうとした、その瞬間だった。


（ゲッ!?）


　オレは、慌あわてて大剣を頭上でストップ！


（オイオイ、ノンもかよ!?）


　今度は、ケンジの隣となりに立っていたノンが、いきなり、ケンジを庇かばう様に、両手を広げてオレの前に立ちはだかってしまった。オレは複雑なため息をつかずにはいられない！


（お前ら、敵に回ると、めちゃくちゃ厄やつ介かいだよ……。勇気ありすぎ……。大だい丈じよう夫ぶだから！　ちょっとの間だけ、大人しくしててくれ！）


　オレは一いつ旦たん剣を下げ、慌てて両手で、ノンをケンジの前からグイッと動かす。


　ハァ、ハァ、よし。これで、いい加か減げん、邪じや魔まは入らないだろう。


　オレは息を切らしながら、ノンがまた立ちはだからないうちに、再び、大剣を頭上に振り上げる！


　三度目の正直！　今度こそ決める！


　そして！


「じゃあな、少年」


　振り上げた大剣が、そのままケンジに振り下ろされると確信しているサラディンが、ニタニタ笑いながらそう宣せん言げんした瞬間──


　ゴウッ！　オレは、ケンジに向かって大剣を振り下ろし始めた！


　ケンジが覚かく悟ごを決めたように、眼下でギュッと目を瞑つむる。が──その途と中ちゆうで、オレは大剣の軌き道どうを強引に変更！


　そのまま体を竜たつ巻まきの様に思い切り後ろに反転させ──そして、その反動を利用し、真後ろにいるサラディンに向かって、両手の中にあった大剣をすっぽ抜けさせる！


　ゴッ！　矢の様に放たれた大剣！


「なっ……」


　サラディン・オズが、驚きよう愕がくに目を見開いたのが一瞬見えたが、


　ズッガァァァァァァ！


　次の瞬間には。爆ばく音おんと共に大剣は、サラディン・オズの股こ間かんの下数センチの場所に突き刺さった！
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　相当恐きよう怖ふだったのだろう、狙ねらい通どおりサラディン・オズは、そのままかくんっと白目をむいて気絶した。


　よしっ！


「何が……どうなってるんだ？」


「ケンジー」


　ケンジとノンは、ケンジに振り下ろされたハズの大剣が、サラディンの股間の下へ突つき刺ささってるのを発見し、困こん惑わくしながら話し合っている。


　ふう。とりあえず、作戦成功……。


　これで、少なくとも、ケンジとノンは、脱獄させる事ができそうだ……。


「ギリギリ間にあったな。ケンジ、ノン」


　オレはいくらかホッとしながら、ようやく、声を出して、二人に呼びかけた。


「ノ、ノン姉さん!?」


「いま……マーガスの声、しなかったー!?」


　早さつ速そく大おお騒さわぎを始めるケンジとノン。


　いや、ていうか、長い付き合いなんだから、お前らはそろそろ気づいてくれよ……？　あからさまに、この黒くろ騎き士し、怪あやしいじゃないか……。


「貴っ様ァァァァ！」


　その時だった！　オレが微び妙みようにショックを受けてると、予想外の事が起こった。


（えっ!?）


　なんと、いま気絶したばかりのサラディン・オズが──カッと目を見開き、半はん狂きよう乱らんになって喚わめき散ちらしながら、猛もう然ぜんと意識を取り戻もどしたのだ！


　ウソ!?　もう意識を取り戻したの!?　あんまり長い時間気絶しない人!?


　何か細工をするヒマもなかった。


　いきなりあんな事をされた以上、当然、サラディンも黒騎士の異変に気づいたのだろう。サラディンは、血走った目で、まっさきに黒騎士（オレ）を睨にらみつけ、叫さけんだ！


「貴様！　サラディン二八ではないな!?」


「えっ!?」


　驚おどろきの声をあげたのは、ケンジとノン。


「いつの間に入いれ替かわった!?　姿を見せろ、このコソ泥どろ！」


　なおもオレに喚き散らしてくるサラディン・オズ。


　クソ、完全にバレた……！　こうなった以上……もはや隠かくし通すのは無理か……。


　カッシャァァァン。


　そしてオレは仕方なく、頭につけていた髑髏どくろの兜かぶとを、そのまま床に脱ぬぎ捨てる。


　オレの顔を見た瞬しゆん間かん。


　全員同時に息を呑のんだのを、オレは感じとっていた。








「マー……ガス？」


　ケンジとノンが、呆ぼう然ぜんとオレを見つめるのを感じる。


　でもオレは、もはや邪じや魔まになった、鎧や籠こ手てなど黒騎士装備を全すべて取とり外はずしながら──久しぶりに出会った二人じゃなく、部屋の隅すみで、もう驚きから回復し、むしろ嬉うれしそうに歪ゆがんだ笑顔を浮かべている、オリーブグリーンの男に目を奪われていた。


「こうしてちゃんと挨あい拶さつするのは初めてだな。マーガス・アルニレックス」


　オレが鎧をすべて取り外すのを何な故ぜかわざわざ待ってから。


　余よ裕ゆうのある笑みを浮かべて──そのサラディン・オズは、オレに話しかけてきた。


「ちゃんとした挨拶……なら、ちゃんとしない挨拶なら……？」


　だいたいの予想はつき始めてたけど。あえて、オレはサラディン・オズに探さぐりを入れてみる。


　瞬間、サラディン・オズは、ニヤリとおかしそうに笑い、


「おや。もう忘れたのかい？　僕が仕し掛かけた爆ばく弾だんの味を……」


「やっぱり……アンタだったのか……！」


　オレは呆然と呟つぶやいた。


　どうりで、牢ろうに入って、サラディン・オズの声を聞いた時、声に聞き覚えがあったハズだ……！


　いまの言葉で、ようやく確信した。


　アスベルフロウの麓ふもとの山小屋を吹ふき飛ばし、その後マジックドールの大たい群ぐんでオレを殺してエクスカリバーを奪うばおうとしていた、マジックドールの指し揮き官かん。


　あの時の指揮官が、今、目の前にいる、サラディン・オズ……！　そりゃ、聞いた事ある声に決まってる！


（待てよ？）


　そして、その事実に気づいた途と端たん。


　オレの頭の中で、何かがはじけたように、いろんな事が繫つながり始はじめた。


（そういえば、オレに聖せい剣けんを強ごう奪だつされたと手配書で証言していた人物の名前は、サラディン・オズ……？）


（イシちゃんを騙だましてエクスカリバーを奪おうとしたり、学年代表ジャケットに盗とう聴ちよう器きを仕込んだり、オレ達をキャラバンに無理やり拘こう束そくしたりしたアスベルのスポンサーも、オズ……！）


「まさか……あんたが、今回の騒そう動どうの黒幕、か……!?」


　瞬間的に辿たどり着いてしまった自分の結論に、自分自身、半はん信しん半はん疑ぎに、擦かすれるような声で呟いたが……


「フフ。ハハハ。ハハハハハハッ！」


　すると。その瞬間。


　サラディン・オズは突とつ然ぜん、こらえきれない、という風に肩かたを激しく震ふるわせながら笑い始めた。


「今いま頃ごろ気づいたのか……？」


「え……？」


「おめでたい男だな、アルニレックス。だが答えそのものは一〇〇点だ。お前達のジャケットに盗聴器を仕掛けたのも。山小屋でお前を殺そうとしたのも。エクス・ガリバーに濡ぬれ衣ぎぬを着せて、指名手配犯に仕立てあげさせたのも！　すべてこの小こ悪あく党とう、サラディン・オズの仕し業わざさ！」


「な……」


　いきなり自信満々に犯行を認められてオレは絶句したが、そんなオレを見て、サラディンは満足そうに笑い、


「だが──それがどうした？」


　オレをさらに絶句させた。


「僕は国こく際さい騎士警察のスポンサー、オズの血を引く人間なんだぜ？　特別指揮官の肩書きすら都つ合ごうできるほど、僕は騎士警に強い影えい響きよう力りよくを持っている。事実や真実など、僕の前では無意味なものだ。いくらでも自由に捻ねじ曲まげられるからな。──たとえば、本当は襲おそわれた被ひ害がい者しやの君を、聖剣強奪犯にしたてあげてみたり、な」


　ニヤ、と悪あく趣しゆ味みな笑顔を浮かべるサラディン・オズ。


　ク、クソ……なんてヤツだ。コイツが、黒幕……！


「さて。せっかくきてもらったのに悪いが、僕も忙いそがしいんでね。そろそろ──死んでもらおうか」


　サラディン・オズが、ドスの利きいた声で凄すごんだ瞬間。


　ドドドドド──！　次の瞬間、オレ達のいる牢の外から、大軍の足音が聞こえてきた。


「そ、そんな……」


　鉄てつ扉ぴの方を向いた時には、既すでにもう遅おそかった。


　開けっ放しだった鉄扉の前、オレ達のいる牢前の廊ろう下かに、オリーブグリーンの軍服を着た、マジックドールの姿が数十体集結している。


　一瞬にして絶望的になった形勢に、オレ達は言葉を失なくした！　いつの間に……!?


「フハハハハ！　惜おしかったな、アルニレックス。このまま仲間を助け出し、外に出られれば、君は完全にヒーローだったが……幸いな事に、僕もそこまで無能ではないのでね。君が鎧よろいを脱ぬいでいる間に、応おう援えんを呼ばせてもらったよ」


　固まるオレ達に、サラディン・オズは手中のスイッチの様な物を取り出し見せびらかした。どうやらあれで、マジックドールを呼び寄せたらしい……！


　そしてサラディン・オズはニヤニヤ笑いながら、動けないオレ達を尻しり目めに、開いている鉄扉からゆっくり廊下に出て──マジックドール達の後ろに回りこんだ。


「終わりだよ、エクス・ガリバー……。騎士警相手によくやったが、それもここまで。僕は、騎士警察の特別指揮権けん限げんにより、君達を処しよ刑けいする」


「くそ……ケンジ、ノン……下がってろ！」


　オレはポーチから吹雪ふぶきのダーツと地じ獄ごくの薔ば薇らを取り出し、ケンジとノンの前に立つ。


　が、いちおう武器は出したものの、勝負にならない事は明白だった。


　小屋で襲われた時の事を考えれば、サラディン・オズの持つマジックドールの数は、一〇〇や二〇〇じゃ済まない──。そして前回と違ちがって、ここには逃にげ場が無い。


　いっきに雪な崩だれ込まれて、囲かこまれた瞬しゆん間かん、オレ達は殺される……！


「殺せ、マジックドール！　アルニレックスは、脱だつ獄ごく幇ほう助じよ！　残りのメンバーは、脱獄未み遂すい！　以上の罪状で、奴やつらは死刑だ！　行け！」


　そして絶望的な戦いは始まった！


　サラディン・オズの号ごう令れいした瞬間！


　マジックドールが弾はじかれたように動き出す！


（クソ、このまま黙だまってやられてたまるか……！　命に代かえても、ノンとケンジの逃げ道だけはなんとか作るんだ──！）


　オレはくるくると吹雪のダーツと地獄の薔薇を手の上で回し、構える！


　そして、覚かく悟ごを決めたオレ目指して、先頭のマジックドールが鉄扉を通り過ぎ、オレ達の牢へ一歩足を踏ふみ入れ、戦せん闘とうが始まりかけた──


　その瞬間。





　ピシシッ！


　なぜかいきなり頭上で──亀き裂れつが走る音が鳴り響ひびいた。





「へ……？」


「え？」


　予期せぬ上からの物音に、オレ、ノン、ケンジだけじゃなく、サラディン・オズ、そしてマジックドールまでもが、驚おどろいて頭上を見上げた──


　──その瞬間！


　バッキャアアアア！


　突然！　天てん変ぺん地ち異いでも起こったように、天てん井じようの一いつ角かくが爆ばく砕さいした！


「な、何ィ!?　ぐふわぁぁぁ!?」


　ドッゴゴゴゴ！


　崩くずれ落ちる瓦が礫れきが、いままさにオレ達に襲い掛かろうとしていたマジックドール、そしてサラディン・オズに流星の様に降り注ぐ！　埋うめ尽つくす！


「な、な、な……!?」


　いきなりの展開に、呆然と立ち尽くす、オレ、ケンジ、ノン。


　そして、濛もう々もうと土つち煙けむりが猛もう烈れつに舞まい上がる中。


「ケンジ！　ノン！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


　すたん、すたん、すたん、すたん、


　四つの影かげが、オレ達の牢に降り立った！


　長い黒くろ髪かみ、勝気な黒目をした少女。


　つるっぱげにメガネの青年。


　金きん髪ぱつで小こ柄がら、恐おそろしくキュートな容姿をした少女。


　そして、二メートル近い長身を誇ほこる、でも優やさしそうな雰ふん囲い気きの、大男。


　ウソだろ……!?


　その四人が誰かを悟さとった瞬間──


　オレは、叫ばずにはいられなかった！


「イッコ！　ジャン！　ドノヴァン！　ミニィちゃんも！」


「え!?」


　そしてその叫びで、オレの存在に気づいた四人も、完全に面めん食くらったような顔でこっちを見て──


「マーガス!?」


　四人同時に叫んでいる。


　フォース拘こう留りゆう所じよの、カビ臭くさい拘留室の一室で。


　七人の武器屋が、一年ぶりに、全員集結する──！





　　　　※




「うおおおおおおお!?　ハァ!?　マーガス!?」


「うおおおおおおお!?　ハァ!?　ジャァン!?」


　一番最初に我に返ったつるっぱげの幼なじみジャンと、オレは、お互たがいの顔を指差しながら絶ぜつ叫きようした！


「マーガスさん☆」


「マーガス!?」


　ミニィちゃんとドノヴァンも、嬉うれしそうに駆かけ寄ってきてくれる。


「ア、アンタ、何やってんのよ!?　え!?　これ、幻げん覚かく!?」


　イッコに至いたっては、何な故ぜかぎゅう、とオレの頰ほおをつねりながら、半信半疑に言った。


　いや、幻覚だと思うんなら、自分の頰つねってくれよ……？


　とも思ったんだけど。


「無ぶ事じだったのね……」


　白い手でオレの頰をつねりながらみせたイッコの表情が、今まで見た事もないくらい、穏おだやかで女の子らしい顔だったから……なんかオレは、ドキドキして、何も言うことができなかった。


　あ、あれ、イッコって、こんな顔する女ひとだったっけ？　もしかしてオレ、すっごい心配かけちゃってたのかなぁ……。


「でも、イッコ姉さん達、どうやってここにきたんスか？」


　と、ケンジが後ろで不思議そうに降りてきた四人に聞いている。


「ん？　あぁ、ミニィが助けてくれたのよ。ね？　ミニィ」


　イッコはオレの頰から手を離はなし、自分の後ろにいるミニィちゃんの方へ向き直った。


「はい☆　ミニィ、ジャンジャンと同じ牢だったんですけど、下から、すっごい物音聞こえてきて、」


「あ、それ、オレが大たい剣けんを壁かべに突つき刺さした音かも……」


　オレは、壁に突き刺さったままの、黒くろ騎き士しの大剣を指差しながら言う。


　ミニィちゃんは頷うなずいて、


「それを聞いて、ミニィ、じっとしてられなくなっちゃって☆　どのみちミニィ達、チャンスがあったらみんなを助けて、逃げ出すつもりでしたから☆」


　バッキャァァアア！


　言いながらミニィちゃんは、オレ達のいる牢の壁を、当たり前のように粉ふん砕さい。


　そ、そうか……髑髏どくろ石せつ拳けん。ミニィちゃんには、岩を砕くだける、髑髏石拳があったんだ。


　あれ？　て事はオレ、もしかして来る必要なかったのか……？　髑髏石拳さえあれば、楽勝で脱獄できるし……。あ、でも、オレがいなきゃ、黒騎士がここに来てたか……。


「でも、ミニィさん、なんで床ゆかの下のマジックドールの正確な位置が分かったんスか？」


　ケンジが、瓦が礫れきに埋もれたマジックドールを見ながら聞いている。


「マジックドール？　何ソレ？　ミニィ、なんとなく、音が聞こえた場所に、髑髏石拳使っただけだよ？」


　小こ首くびを傾かしげながら、ミニィちゃんは答える。どうやら、マジックドールに瓦礫の流星を喰くらわせたのは、完全に偶ぐう然ぜんだったらしい。ていうか、それって一歩間違えば、オレ達も生いき埋うめになったって事なんじゃ……？


「それよりマーガス！　アンタ、一体何に巻き込まれてるのよ？」


　と。イッコが、思い出したように聞いてきた。


「そうスよ……！　アンタ、いきなり指名手配犯になってるし。ダークセイバーで事情聞　いたら、血まみれで倒たおれてたとか言うし。どういう事なんスか……？」


　ケンジも頷く。


「うーん……話せば長くなるんだけど……それがさ」


　と、オレがようやくみんなに事情説明を始めようとした──その瞬間だった！


　ドドドドドド──！


　ミニィちゃんが崩した瓦礫の山の向こうから、押おし寄せてくる大軍の足音が聞こえ始めた。ヤバイ、マジックドールの応援が、駆けつけてきたんだ！


「せ、説明は後にしよう！　ここにいたら、殺される！　ミニィちゃん、オレが方角言うから、そこに穴開けてもらっていい!?　外に出るから」





　　　　※




　バッキャァァ！


　というワケで粉砕される、拘留所の壁！


　しかし、自分で頼んでおいて何だけど……。


　オレは、まじまじと壁を破は壊かいし続けるミニィちゃんの後ろ姿を見つめていた。


　ミニィちゃん、頼りになるなぁ。


　ミニィちゃんと髑髏石拳と言えば、東の大陸出身、アスベルでのルームメイト、サイモンに聞いて初めて知った話があるんだけど。


　髑髏石拳って、実は燈とうの国生まれの人間以外では、中々コツが摑つかめず、普ふ通つうは取しゆ得とくに八年以上の時間がかかるらしい……。


　だからミニィちゃんが、二か月の修学旅行中に覚えてきたって話をサイモンにしたら、「馬ば鹿かな……!?　天才だぞ、その女」


　って普通に驚きよう愕がくされたんだよなぁ……。


　バッキャアアア！


　そうこうしてる間に、ミニィちゃんが、また一枚壁を粉砕！


　そして！


「マーガスさん☆　お外です！」


　ミニィちゃんは、全員が待ち望んでいた言葉を口にした！


「おお！」


　開いた壁の穴を潜くぐり抜ぬけると──そこはもう、拘留所の外だった。


　小さな砦とりでの様な拘留所の北側から、オレ達は外に這はい出でる事に成功。


　深夜のフォースの、冷たい空気が肺に入る。大おお騒さわぎのオレ達とは対照的に、街は相変わらず、完全に眠ねむりについていた。


「で!?　マーガス、次はどうするの!?」


「へ？　次？」


　先頭のイッコに聞かれ、オレはきょとん、と答える。


「そ、そうよ！　脱だつ獄ごくしたのはいいけど、これからどうすんのよ!?　どっかに逃にげないと、結局また捕つかまっちゃうでしょ!?」


「あ、そうか……」


（ヤバ……！）


　完全にオレ、突とつ入にゆうして、みんなを助け出すところまでしか作戦考えてなかった……！


　全員が、次のオレの言葉を待つべく、じーっとオレの顔を見てる……。


　ど、どどど、どうしよう。


　脱獄した以上、フォースから逃げださなきゃだけど……歩いて逃げたって、ソッコー追いつかれて拘留所に逆ぎやく戻もどりなのは確実。


　何か、逃とう亡ぼう用の足がいるじゃないか……！


「……え？」


　と、オレが自分の痛つう恨こんのミスに気づいた──その時だった。


　ポウッ。


　オレの目前に、いきなり、燐りん光こうをたたえた、小さな〝赤い炎ほのお〟が出しゆつ現げんした。


「な、なんだ、これ!?」


　ポウッ。ポウッ。さらに炎は次々と、まるでオレをどこかへ案内したいように、少しずつ遠ざかりなら、幾いくつも出現していく。


「なんか、マーガスを呼んでるみたいだね……？」


　隣となりでドノヴァンがボソッと呟つぶやいている。


（まさか、トッドか……？）


　なんとなく、そんな気がした。


　オレの周りに、こんな芸当できる奴やつは、トッドしかいない……！


「よし。とりあえず、この炎についていってみよう！」


　オレは炎がトッドの導みちびきだと信じ。六人を引き連れ、炎の後を追って走る！


「マーガスさん！　みなさんも！」


　そして、何度か目に曲がり角を曲がった場所には、オレの期待した通りの人物が立っていた！


「トッド！」


　暗い路ろ地じの中央、人差し指から出ている小さな炎で自分の顔を照てらしているのは、赤髪の少年、トッド！


　さらに！


「みなさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「ウックク」


　心配そうにオレ達の下に駆かけ寄ってきたのは、一二歳さいの少女サエちゃん。


　その後ろから神しん秘ぴ的てきな女性クロエさんが、足音を立てずゆっくり歩いてくる。


「さ、三人とも、来てくれたのか!?」


　オレは、ちょっと感動しながらトッドに言った。


「ええ。やっぱり、じっとなんてしてられませんから。リーダーは興味ないとか言って、来なかったですけど……。でも、良かった。救きゆう出しゆつ作戦、成功したんですね？」


　トッドが、オレの後ろにいる六人を見ながら嬉うれしそうに言っている。イッコ達もＶサインで応こたえていた。


（なぁ、それよりトッド。迷めい惑わくばっかりかけて悪いんだけど、相談が……）


　と、オレは、トッドに小声で話しかけたんだけど、


「大丈夫。ちゃんと準備してありますから！」


　オレが相談し終わる前に、トッドはニッコリ笑って、いきなりそう応えた。


「へ？　準備？」


「はい。これを見て下さい」


　そう言ってトッドが示したのは、自分の隣にある──布をかぶったちょっと大きめな屋台の様な物。


「な、なんだ……コレ？」


「ふっふっふ。サエ！」


「はい！　トッドさん！」


　バッ！　トッドに言われるや否いなや、屋台（？）にかかっていた布を取り払はらうサエちゃん。


「ああっ!?」


　その瞬しゆん間かん、エクス・ガリバーの七人が、同時に声を上げた。


　布の下から現れたのは、二足歩行の竜が食パンの様な形をした荷に台だいを引いている乗り物、竜りゆう車しや！


「それ、アタシ達の竜車じゃない！」


　しかも、興奮気味に言ってるイッコの様子からすると、どうやらこの竜車、イッコ達がフランからこの街まで来るときに使っていた竜車らしい。


「リーダーの権力を使って、騎き士し警けいから取り返しておきました！　フォースから出るには、足がいるでしょ？」


　ニコッと笑え顔がおを浮うかべ、オレに言ってくるトッド。


「トッド……お前って、何て気のつく奴なんだ……！」


　ギュっ。オレは、思わずトッドの両手を握にぎり締しめ、感謝した。


　トッド。今回の件でいろいろ世話になった借りは、そのうち、絶対返すからな……！


「さぁ、それじゃ、慌あわただしいけど早さつ速そく出発しましょう！　追いつかれる前に、さっさとフォースを出なくっちゃ。みんな、竜車に乗って！」


「おっしゃ！」


　イッコの命令で、慌しく竜車に乗り込み始める、オレ達エクスの面々。ああ、このイッコの命令で動くカンジ、すっごい久しぶりな気がする。


「そういやマーガス、アンタ、竜車運転できる？」


　と、竜車に乗り込む途と中ちゆう、突然イッコが聞いてきた。


「うーん、アスベルでやったけど、あんまり自信ないなぁ……まだ単たん位い取れてないし」


「んじゃ、またアタシが運転か……！　ったく、誰か免めん許きよ取りなさいよ」


　というワケで、イッコが操そう縦じゆう席せき、残りのメンバーが荷台に乗り込み、あっという間に出発準備完かん了りよう。


　オレ達、荷台側に乗り込んだ六人のメンバーは、荷台から顔を出し、トッド、サエちゃん、クロエさんと、最後の挨あい拶さつを交かわす。


「ケンジ君！　絶対、また来てね！　私、ケンジ君に、まだまだ相談したい事たくさんあるの！」


　サエちゃんが、泣きそうな顔でケンジに呼びかけてる。ケンジは、何やら苦く渋じゆうに満みちた表情で、


「わ、わかった……。まぁ、お前も、いろいろ、頑がん張ばれ」


「うん！　ありがとう！　うまくいったら、ケンジ君のおかげだよ！　結けつ婚こん式しきには呼ぶからね!?」


「…………」


　スッ──。サエちゃんの言葉を聞いた瞬間、ケンジは疲つかれたように、無む言ごんで荷台の中に引っ込んでいった。


　結婚式……？　何の話をしてるんだ、一体……。


「ウックク」


　と、ケンジとサエちゃんの会話に気を取られていると、今度はクロエさんの押おし殺したような笑いが聞こえてきた。


「あの少年も、案外、面おも白しろい星を持っているわね。タイプ的に、どこか、アナタに似た星を持っている……」


　クロエさんは白い指でオレを指しながら、相変わらず、ワケの分からない事を言っている。オレとケンジが似てる……？　全然似てないぞ？


「ウックク。アナタ達は、本当に面白い。七人揃そろった瞬間、アナタ達の星の流れが、劇げき的てきに良くなった……いまなら少しは先が見えるかしら？」


　そう言うとクロエさんは、どこからともなく、小さな水すい晶しよう玉だまを取り出した。


　右手に握り締められた水晶玉が、ボォォ……途と端たんに青白く、淡あわい光を放ち始める。


「ウックク……微かすかに見える。……地上ではないどこかへの旅……。運命のパートナーとの出会い……。探し人との再会……。


　どちらに傾かたむくか分からない愛の天てん秤びんの決着……。そして長年考え続けてきた疑問への答え……」


　クロエさんがそこまで言ったところで、フッ、水晶玉は光を失い、クロエさんも水晶玉を袖そでの中にしまった。な、なんか、凄すごい意味深なキーワードばっかりでてきたけど……残念ながら、全然意味がわかんない。


　エクスの面々の何人かは、クロエさんの言葉に何かピンと来るものがあったのか、神しん妙みような顔つきになっているけど……。


　クロエさんは、そんなオレ達を見て、


「いろいろな事に決着がつく旅になるわ。忘れないで。大事なのは、自分の星を曇くもらせない事。曇りなく輝かがやく星にのみ、星は未来を与あたえる……」


　それだけ言い残すと、クロエさんはもう、ウンともスンとも言わなくなった。挨拶は終了したらしい。


　不思議な人……。でも、言ってる事は全然意味不明なんだけど、なんか妙に心に残るものがあるんだよなぁ……。


「さぁ、そろそろ出発するわよ！」


　運転席から、イッコが叫さけぶ声。竜車がゆっくり動き出す。


「みなさん！　僕、みなさんがまたダークセイバーに来るの、待ってますからね！　また一いつ緒しよに武器売りましょう！」


　トッドが、動き出した竜車について来る様に、小走りに走り出す。


「おお！　また天下一武器屋祭、一位と二位のコンビネーションを見せてやろうぜ！」


　ジャンが嬉うれしそうに答えた。


「エクス・ガリバーに幸運を！」


「ダークセイバーにも幸運を！　またなっ！」


　加速した竜りゆう車しやは、徐じよ々じよにトッドを引き離はなし、そしてそのまま夜のフォースの街を疾しつ走そう！


　オレ達はそのまま、商しよう業ぎよう都と市しフォースの夜でも開けっ放しのゲートから、フォースの外へと飛び出す事に成功した！　どうやらまだオレ達の脱だつ獄ごくは、知れ渡わたってはいないらしい。


　オレは遠ざかっていくフォースの街並、そしてその中心に聳そびえる山脈の様な黒い塔とうを、最後に見ようと一度だけ振ふり返った。


　と──その時だった。


「あれ!?　ウソォ!?」


　オレは──とんでもない物を目もく撃げきしてしまった。


　月光の下、圧あつ倒とう的てきな存在感で佇たたずむダークセイバー……！


　そして、その中央、一番高い塔の頂上……。そこに、槍やりのように尖とがった屋根を右手で握り締め、こちらを見下ろすように立っている、不ぶ気き味みな人ひと影かげが一つ。


「レ、レイムーヴ……！」


　あまりに遠すぎて、オレの視力でも、親指くらいの大きさにしか見えないけど……間ま違ちがいなかった。な、何やってんだ、あの人!?　興味はないとか言って、一応、確かく認にんしてる……？


　何時間かけて登ったのか知らないけど、あんなとこ登るくらいなら、普ふ通つうに見送りに来ればいいのに……天才のする事は、やっぱり分からん。


「どうかしたんか？　マーガス？」


　隣となりのジャンが、不ふ審しんに思って聞いてきたが、


「あ、いや……別に……」


　なんか、どう説明したらいいのかよくわからん。オレは口を閉とざした。


　まぁいいや……あの光景は、オレの胸にしまっておこう。










　パート２・放ほう浪ろうの七人







　フォースを出たオレ達は、とにかく少しでもフォースから離れるため、北へ向かって竜車を走らせていた。


　そんな、疾しつ走そうする竜車の薄うす暗ぐらい荷台の中。


「えー。んじゃ、全員、準備いいか？」


　一人だけ立ったままのジャンが、みんなに、かしこまった声で確認してる。


「いいですよ☆」


「いつでもいけるっス」


　運転手のイッコ以外、ミニィちゃん、ケンジ、ノン、ドノヴァン、全員が、満まん面めんの笑えみでジャンの言葉に頷うなずいている。


「おっしゃ。んじゃ、行くぞ！　マーガス！　テメェ！　どんだけ心配かけるんだ、この野や郎ろう！」


　ジャンが腕うでを振り上げた瞬しゆん間かん──


　他の四人も腕を振り上げ──


　そして、次の瞬間、白く、柔やわらかい物体が、五つ同時にオレの顔面に向かって飛ひ来らいした！


　ヌチャ！　ベトト！　ぐちゃり！


　ベッタベタの、甘あまったるい物体が、軽い衝しよう撃げきと共にオレの顔を埋うめ尽つくす。


「く……くそ！」


　オレは、顔についた物体を、必死に取り除いた。あーもう、ベタベタする……！


　いま、ジャン達が投げたのは、














一年ぶりに会ったみなさんは、恐おそらく、思う存分喜びを爆ばく発はつさせたいと思うハズなので、水と食料の他ほかに、パイを用意しておきました！　使って下さい！　トッド














　という、トッドがわざわざ用意してくれた小さなパイだった。


　ていうか、さっきはトッドの用意がいい所に感動したけど、用意よすぎだろ、トッド!?　普通、パイ投げのパイなんか、指名手配犯の乗る竜車に準備するか!?




[image: ]


「ドノヴァン。アタシの分投げといて」


「了りよう解かい」


　ブンッ！　イッコに言われるや否いやや、ドノヴァンがもう一つパイを投げてくる。


　避さけようと思えば避けられるけどぉ。まぁ、オレがみんなを巻き込んだのは事実だしぃ。オレはヤケクソ気味に腕を組くんで、べチャ！　為なすがまま、ドノヴァンの投げたパイも喰らってやった。


「はぁー、スッキリした」


　全員、スッキリした顔をしてる。あーそうかい、そりゃよかったね。


　オレは、顔についたパイを、片かたっ端ぱしからやけ食いし始める。クソ、なんか、意外にウマいし……。


「でも、マーガスー。私達、ホントに心配したんだからねー？」


　と、いつもより、ホントに少し怒おこった口調で、ノン。


「うっ……ゴ、ゴメン」


「んじゃ、まぁ、スッキリしたトコロで。そろそろ、なんだってこんな騒そう動どう巻き起こしてんのか、説明してくれよ……」


　ジャンに言われたので、


「わ、わかった……。でも、いろいろありすぎたし、うまく説明できるかなぁ」


　というワケで、オレはここに至るまでの経けい緯いを、エクスの六人に説明し始めた。





　まず、前人未到領域ノース・エンデで、前人未到領域ノース・エンデの意い思し『イシちゃん』と出会い、彼女に、エクスカリバーを託たくされ、中の精神体『ウラヌス』を天空郷へ送り届ける、と約束した事。


　↓


　しかし、エクスカリバーを受け取り、前人未到領域ノース・エンデ探たく索さくキャラバンに帰った途と端たん、オレ達はオズの命令で不当に拘こう束そくされ、エクスカリバーも没ぼつ収しゆうされてしまった事。


　↓


　だからイシちゃんとの約束を守るため、探索キャラバンを脱走、エクスカリバーを持って前人未到領域ノース・エンデの外へ逃にげ出した事。


　↓


　が、脱走したはいいものの、脱走先でサラディン・オズに待ち伏ぶせされ、負ふ傷しよう。


　もうエクスカリバーを守りきれない、と思って、辿たどり着いたフォースの街から、エクス・ガリバーへエクスカリバーを託した事。


　↓


　その後トッド達に助けられて、一命を取り止め、みんなに会うためにフランを目指し始めたが──入れ違ちがいで、みんながフォースのダークセイバーに到とう着ちやくしてた事を知り、トンボ帰り。


　そして全員が牢ろうに閉じ込められたのを見たオレは、またまたダークセイバーのチカラを借り、救出作戦を決行した──！





　できる限り正確に、三〇分くらいかけて、その経緯をオレは全員に伝えた。


　すると。


「お前……相変わらずお人ひと好よしな事やってんなぁ……？」


　話を聞き終えたジャンが、呆あきれたように漏もらした感想は、まず、そんなんだった。


「は？　お人好し？」


「だってよぉ。要は、その、ノース・エンデのイシちゃんとかいうのと交かわした約束守る為ためだけに、せっかく入ったアスベルから脱走したり、殺されかけたり、指名手配犯になったりしてんだろ？　普ふ通つう、リスク考えたら、そんな剣けんさっさと渡わたしちまうって……」


「そ、そうかぁ……？」


　でもそんな事言ったら、オレとの約束のために指名手配犯になってくれたお前達の方が、一〇〇倍お人好しで、いい奴やつだと思うけどなぁ……？


「でも、マーガスらしいよー。なんか、私、ホッとしたー。やっぱりマーガスは、剣を盗とったりしてなかったんだねー？」


　ノンが嬉うれしそうに言っている。さらにノンは、


「ケンジ、良かったねー。ケンジの信じた通りだったねー」


　と、ケンジに水を向けた。


「そうそう。マーガス、アンタ、ケンジに感謝しときなさいよ？　アンタから預あずかったエクスカリバー、誰だれよりも必死に守ってたの、ケンジなんだから」


　イッコも断だん言げん。


「へ？　ケンジが？　そうなの？」


　オレがケンジを見ると、件くだんのケンジは、ちょっと焦あせったように、


「べ、別に、必死に守ったとか、そんなんじゃないスよ。オレそんな熱ねつ血けつキャラじゃないし、それに、」


　ワケの分からない言い訳を始める。


　でもその焦りぶりが、逆にケンジがどれだけオレの為に奮ふん闘とうしてくれたのかの証しよう拠こな気がして……オレは、すごい嬉しくなった。


「ケンジ。ありがとな。信じてくれて」


　オレは、ケンジに心から頭を下げた。


　そしてオレはみんなにも、頭を下げる。


「みんなも。ありがとう。それから、ゴメン。いきなり、こんなややこしい話に巻き込んじゃって……」


　オレの知らないところでみんなには、すごい迷めい惑わくかけてるハズなんだ……。


「いいよ、もう」


　が、ジャンが、即そく答とう。


「そういうのは、さっきのパイ投げで、全部チャラにしといてやるよ。だよな、みんな」


「うん！」


　ジャンの言葉に、全員が、すぐに頷うなずく。


「うぅー……ありがとう」


　オレは、みんなの優やさしさで泣きそうになってるのを隠かくすように、最後にもう一度だけ頭を下げて、お礼を言うのだった。





「でも、これで、やっとこさ状じよう況きようがシンプルになったわね」


　と。運転席で言ったのは、イッコ。


「マーガス。アンタによると──今回の騒動、黒幕は、あのサラディン・オズなのよね？」


　聞かれたので、オレは頷く。


「うん……間違いない。そう考えるといろいろ辻つじ褄つま合うし。なにより、アイツ、調子に乗ってぜんぶ自分でペラペラホントの事喋しやべってたから……」


「だったら、そろそろ反はん撃げき開始といきたいわね……！」


　凄すごみのある声で、イッコは呟つぶやいた。


「やられっぱなしはエクスの性しように合わないし……！　アイツが黒幕だって事をなんとか世せ間けんに証明して、アタシ達の指名手配を解除する──！」


「うん……！　その方針に、異い議ぎはナシ」


　イッコの言葉に全員頷く。確かに反撃しないと、永久に逃とう亡ぼう者しやだからな……。


「でも、一体どうすればいいんですかねぇ……？　普通にやったって、サラディンさんは、捕つかまらないんでしょ？」


　ミニィちゃんが言う。


「うん。オレ、ずっと逃にげ続けてるうちに、思い知らされたよ……。アイツ、騎き士し警察の中でかなり大きな権力持ってるみたい。どんな証拠があったって、アイツを身内の騎士警察に捕まえさせるのは、かなり難しいと思う……」


「本来黒幕を捕まえてくれる組織を、本人が指揮してんだから……厄やつ介かいだよなぁ……」


　うーむ、と唸うなるオレ達七人。


　せっかく七人揃そろって、反撃ムードも高まってたんだけど、なんか、一いつ瞬しゆんで竜りゆう車しやの中が辛しん気き臭くさい雰ふん囲い気きになり始めた。


　そうなんだよ。今回ばかりは、一ひと筋すじ縄なわじゃいかない相手なんだよ……！


「……ちょっといいスか」


　と、そんな困ったムードが漂ただよい始めた竜車の中で。


　口を開いたのは、普段結構無口な男、ケンジ。


「？　どうした？　ケンジ」


「いや……実はサラディン・オズが黒幕だって事を証明する方法に、オレ、もしかしたら心当たりがあるかも、なんスけど……」


「はぁっ!?」


「何ィ!?」


　アッサリケンジの口から放はなたれた、まさかの発言に、竜車内の全員が血相を変えた！


「い、いや。まだ分かんないスよ!?　分かんないスけど。……オレ、拘こう留りゆう所じよの中で、ちょっと引っかかった話を聞いたんスよ」


「引っかかった話？」


「ていうか、聞いたって誰によ……？　アンタの牢ろうにいたのは、アンタと、ノンだけでしょ……？」


　運転席から、不思議そうにイッコがケンジに聞く。


「いや……。実は、オレとノン姉さんの牢には、オレ達以外にもう一人捕まってる人がいたんス。オレ達から竜車を奪うばった、あのシャバオが──」


　ギギギギギギギィ！


　ケンジがイッコにそう答えた瞬間、いきなり竜車が急きゆう停てい車しや、荷台の六人はゴロゴロ床ゆかを転がった！


「ぐわっ!?」


「な、何だ!?　何やってんだ、イッコ!?」


　オレ達は、焦って運転席のイッコに言う。


「ゴ、ゴメン。いや、なんか、草むらから飛び出してきたのよ。猫ねこかしら？」


　何食わぬ声で言うイッコ。さらにイッコは、


「ち、ちなみにケンジ。その、シャバオ。アタシ達が踏ふみ込んだ時にはいなかったけど……どこへいったのかしら？」


「へ？　あ、あぁ。そういえば、いつの間にか姿なかったスね。まぁ、あの人の事だから、どさくさに紛まぎれて逃げたんでしょうけど……」


「……そう」


　さほど興味もないふうに、短く呟いて答えるイッコ。


　ガタゴトガタゴト、そして、そのまま竜車を再発進させる。


「…………？」


　イッコの妙みような様子に、なんとなくオレ達は、無言でイッコの背中を見つめ続けた。


「な、何見てんのよ！　いいから、ケンジ、話続けて！　牢に、あのシャバオヤジがいたんでしょ!?　それで!?」


「は、はぁ……」


　ケンジは、一瞬、腑ふに落ちないような表情を浮うかべたが、


「まぁ、いいスけど……。とにかく、牢に、あのシャバオがいて、ですね……」


「あのさ。ちょっと待って」


　また話の腰こしを折るようで悪いけど、オレは挙きよ手しゆ。


「シャバオって？　あの、牢にいた、カウボーイ帽ぼうのオッサンの事？　あの人、オレには、ギンガ・ウチュウって名乗ってたんだけど……」


「そりゃ偽ぎ名めいだな。俺おれ達たちと会った時は、あの親父おやじ、英えい雄ゆう王おうロト・へブンって名乗ってたし」


　と、ジャン。


「ロ、ロト・へブン……？」


　な、なんて大だい胆たん不ふ敵てきな偽名を……！


「ま、それも当然偽名で、本当の名前はシャバオ。借しやつ金きん王おうシャバオって言うんだと」


「へぇ～」


　変わった名前だな。


「……話、続けていいんスか？」


　ケンジが、若じやつ干かんイライラした声で言う。


「あ、うん、はい。ドウゾ！」


「で、とにかく、ですね！　牢に、シャバオがいて、ですね！　あの人、天空郷について独自にいろいろ調べてたみたいで……オレ達に、ある話をしてくれたんス」


「ある話？」


　聞き返すと、ケンジは頷き。


「シャバオはこう言ってました。アトラには、千年かかっても使い切れない財宝があるが、そんなものは、目くらましに過ぎない。天空郷で一番価値のある物──それは、薬なんだ、と」


「薬……？」


「そういえば、言ってたねー？」


　ノンが思い出したように言う。


「なんか、天空郷にしかない、すっごいお薬がいろいろあるんだよねー？　お料理がうまくなる薬とかー」


「そうです。身長が一・五倍になる薬。因いん果が律りつを組み替かえて、彼かれ氏しができるようになる薬。頭の回転を早くする薬。ウソがつけなくなる薬。目をよくする薬。いろんな薬があると、シャバオは言ってました」


　神妙な声で、ケンジ。


「な、なるほど……。で？」


「その話のどこに……サラディン・オズが、黒幕だって証明する方法が隠かくれてんだ？」


　オレとジャンは、不思議そうにケンジに尋たずねる。


「いや、オレも、シャバオにこの話を聞いた時は、別にピンと来ませんでした。でも、一つだけ……今の話の中に、オレ達に、ピッタリな薬がありませんか？」


「ピッタリな薬？」


「ええ。いいですか？　騎士警察の特別指揮官であるサラディン・オズを捕まえるのは、相当難しい。いくら外で証しよう拠こを集めても、握にぎりつぶされたら、無意味だし。


　ただ……もしアイツが自分で罪を白はく状じようしたら……状じよう況きようは変わってくると思いませんか？」


　少しだけ声のトーンを落とし、意味不明な事を言うケンジ。


「アイツが……罪を自じ白はく？」


「そんな都つ合ごうのいい事……あるわけねぇじゃねぇか」


　オレとジャンは、少し呆あきれ気味に言う。


　が。


「そうか……！」


　呟つぶやいたのはイッコ。


　そして。見ると、オレとジャン以外の荷台の面々も、ケンジの言葉に、何かに気づいたような、驚おどろきの表情を浮かべている。


「な、なんだよ。イッコ、どういう事？」


　オレとジャンは、イッコに聞く。


「だ、だからさ。とにかく、アタシ達が、自分達の無実を証明するには、サラディン・オズ本人に自白させる。それが一番手っ取り早いってのは分かるでしょ？」


「う、うん……。でも、だから、そんな事あり得ないだろ？」


「だから、そこで、秘ひ薬やくの出番なんじゃない！　さっき言ってたでしょ？　ケンジが、天空郷には、秘薬がゴロゴロ転がってるって。どんな薬があるって言ってた？」


「どんなって……」


　オレとジャンは顔を見合わせる。


「なんか、身長が伸のびる薬とか、彼氏ができる薬とかよぉ」


「あと、目が良くなる薬とか、頭の回転が良くなる薬とか、ウソがつけなくなる薬とか……。ウソがつけなくなる薬……？」


　そこまでイッコに喋しやべらされて──オレ達は、ようやくハッとなる。


「そうか……ウソがつけなくなる薬……！」


「その薬さえ飲ませれば、サラディン・オズに自白させる事もできるのか……!?　そもそも、オレがアイツから剣けんを盗とったってのが、まるっきりウソなんだから……！」


　オレ達が驚きよう愕がくして呟くと、


「薬を飲ませて、後は、騎士警内の信用できる人間──デクさんにでも、ウソのつけないサラディン・オズを引き渡わたせば──形勢は逆転すると思いませんか？」


　自信満々に、ケンジは宣言。


「うーむ……」


「でも、いくらなんでも、そんな都合よくいくかあ……？」


　さすがにそう思わざるを得なかった。


　そもそも、本当に〝ウソがつけなくなる薬〟なんて実在するか、不明だし。


　本当に存在してたとしても、その〝ウソがつけなくなる薬〟が、そう簡単に手に入るとも思えない。


　だいたい、手に入れたとして、あのサラディン・オズに、どうやって飲ませればいいんだ……？


「でも、その薬があるかどうかはともかく。次の目的地を、天空郷にするのは悪くないかもね」


　意外な事を言ったのは、イッコ。


「マーガス。アンタ、どっちみち、ウラヌスを天空郷へ連れて帰るつもりだったんでしょ？」


「え？　あ、うん」


「だったらさ。どのみち、アタシ達七人は、世界中どこいってもお尋たずね者ものなんだし……。雲の上に活かつ路ろを見み出いだすのもアリなんじゃない？」


「なるほど……？」


　オレ達は、顔を見合わせた。


　次の目的地は、天空郷。


　で、もし本当にあるなら、その〝ウソがつけなくなる薬〟を持ち帰る。


　そんなに悪くない流れかもしれない……？


「って……ちょっと待てよ？」


　と、オレは、一いつ瞬しゆん天空郷行きに賛成しかかったんだけど。


　すんでのところで、その計画の致ち命めい的てきな欠点に気がついた。


「よく考えたら、みんな、天空郷へ行くとか普ふ通つうに言ってるけど──どうやって行くんだよ？」


　そうだよ。そんな簡単に、天空郷なんて辿たどり着けるハズないじゃないか。


　行けるなら、エクスカリバーを持って一人で逃とう亡ぼう生活してる間に、とっくに行かせて貰もらってるよ。


　が。


「そんなの、ウラヌスちゃんに聞けば、分かるじゃないですか☆」


　平然とミニィちゃんが言ったので──オレは困こん惑わくした。


「い、いやいや、ミニィちゃん。精せい神しん体たいウラヌスは、目覚めさせる方法すら不明なんだ。そんな甘あまくは……」


「ああっ！……そ、そうか」


　と、その時。


　オレとミニィちゃんを見ていたジャンが絶望的な声を上げた。


「マーガス……お前、ウラヌスが目覚めた事、知らねーんだよな……!?」


「目覚め……はぁっ!?　えっ!?　精神体ウラヌス、目覚めたの!?」


　オレは驚きよう愕がくした。


「ど、どうやって!?」


　だって、オレと、サイモン、アカネ、三人のレンジャー候こう補ほ生せいと、それから前人未到領域ノース・エンデの意思、イシちゃんの四人がかりでも、精神体を目覚めさせる方法の糸口すら見つからなかったんだぞ!?


「いや、錆さびを落としたら、普通に目覚めましたけど」


　横でケンジが事もなげに言ってる。


　えぇ……そ、そんなシンプルな方法で……!?　な、なんでオレら、気づかなかったんだ……!?　やばい、オレのメンツが……。


「んな事言ってる場合じゃねぇって。ヤベェ……ヤベェじゃねぇか。修しゆ羅ら場ばになるぞ、これは……」


　と、ジャンは、引き続き絶望的な雰ふん囲い気きで頭を抱かかえながら立ち上がって、何かを思い出したようにウロウロ竜りゆう車しやの中を歩き回り始めた。そして、


「マーガス。一応もっかい確かく認にんしとくけどよ。最初に、一番先に、誰より早く、エクスカリバーを引き抜ぬいた人物は……お前、なんだな？」


　念を押おすように、もう一度オレに聞いてくる。


「うん、まぁ、そうだよ？　前人未到領域ノース・エンデのヘソで、オレが、抜いたんだ」


　普通に答えるオレ。


　するとジャンは、ますます困ったように頭を抱えた。


　そして、ワケの分からない事を聞いてくる。


「マーガス……お前、ウラヌスが、何しに地上へ来たか……その目的知ってっか……？」


　ジャンがそう呟くと。


「あ……」


　みんなも何かを思い出したのか、確実に、竜車の中が微び妙みような雰囲気に包まれた。


　空気が重くなった。オレはちょっと怖こわくなりながらも、ジャンに聞き返す。


「も、目的？　いや、オレ、精神体ウラヌスと会った事ないし。イシちゃんもそこまでは聞いてなかったみたいだから……知らないけど？」


「…………」


　オレがそう答えると、竜車内のメンバーは、ますます黙だまりこくってしまった。


　な、なんだよ……？


「何この空気……!?　どういう事……？」


「まぁ、それは……当人同士で話し合って、確かめてくれ」


　気味悪いほどマジメな声でジャン。


「マーガス──できるだけ、穏おん便びんに収おさめろよ？」


　そう言うとジャンは、オレがイシちゃんから預かり、そしてケンジ達が守ってくれたエクスカリバーをケンジから受け取り──


「起きろ、ウラヌス。もう隠かくれてなくていいぞ～」


　コンコン、と、ドアをノックするように、白はく桃とう色いろの刀とう身しんに、拳こぶしの裏を当てる。


　な、なんだ……!?　何が始まるんだ……!?





「うむむぅ……？　何用じゃ？」


　そして、身構えるオレの目の前で──信じがたい出来事が起こり始めた。


　にゅるん、とエクスカリバーから──いきなり竜車の中に、半はん透とう明めいの少女が半身を現す。オレは恐きよう怖ふのあまり固まった。


　ま、まさか……この娘こがウラヌスなのか!?


　その半透明の少女は、少し寝ねぼけたような眼めで荷台の中を見回した後、


「あれ……？　ジャン様……？　お主達も、何な故ぜここに……!?　む!?　わ、妾わらわはあの太っちょに連れ去られたのでは!?」


　急に目を大きく見開いて、自分の置かれている状じよう況きように驚おどろき始めた。


　見た目年ねん齢れいは、まだ八つか九つくらいだろうか？


　ボリュームのある暗い銀ぎん髪ぱつ、切れ長で、墨すみ色いろの瞳ひとみ。よく見ると半透明ながら、どっか、気品みたいなのが漂ただよった、けっこう可愛かわいらしい少女だった。


　その少女にジャンは、


「ああ、その事なら安心しろ。なんのかんのとあって、俺達、エクスカリバー持って、拘こう留りゆう所じよを脱だつ出しゆつしたからよ」


　ジャンがウラヌスに経けい緯いを説明。


「だ、脱出……。で、では……妾は分解されずに済すむのか!?」


「ん？　あぁ、まぁ、そうだな。ま、俺達も、もうあんな奴やつにエクスカリバー渡わたすつもりねぇし。とりあえず、安心していいんじゃねーの？」


「ジャ……ジャン様ぁぁ！」


　その瞬間。


　感かん極きわまったらしい半透明少女は、オレの目前で、いきなりジャンに飛びついた。え!?


　すかっ！　しかもその半透明少女は、なんとジャンを貫かん通つうし、さらに竜車の布ぬの壁かべをも貫通して、そのまま竜車の外へ飛び出していってしまう！


「オ、オイィィ!?　あの子、どっか飛び出しちゃったぞ!?」


　オレはあまりにシュールな展開に叫さけんだが、


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。アイツ、エクスカリバーから半径三メートル以上は離はなれられねぇから。自動的に戻もどってくるよ」


　ジャンがもう完全に慣れきった調子で答える。自動的……？


　そしてジャンの予想通り、数秒もしないうちに、


「う～む。殿との方に抱だきつく事もできんとは……難なん儀ぎな体じゃ」


　半透明の少女が、スゥ、と布壁をすり抜け、忌いま々いましげな顔で荷台に戻ってくる。


　うーむ……非現実的なヤツ……。


「む？　ソチは誰じゃ？　見かけん顔じゃが」


　そして。荷台に戻ってきた半透明少女は、目ざとくオレを見つけたらしい。偉えらそうな口調でオレに聞いてきた。


「オ、オレ？　オレは、マーガスだけど……」


「おおっ!?　そちがマーガス!?」


　名乗った瞬しゆん間かん、半透明少女は満面の笑えみを浮うかべた。


「話には聞いておる。面々がずっと探していた男じゃな？　そうか、無事、合流できたのか！　よかったのう！　そうか、そうか！」


　まるでわが事のように、手を叩たたき、興奮して喜ぶ半透明少女。


「え、えっと。君が……ウラヌスちゃん……なんだよね？」


　オレは、半信半疑に尋たずねる。


　するとウラヌスちゃんは、満足気に頷うなずいてから、


「おお、紹しよう介かいがまだであったな。その通り。妾の名は、ウラヌス・オム・セーヌ・アトラ。アトラ王家の王女で、今は、エクス・ガリバーの面々に厄やつ介かいになっておる！」


　ふんぞりかえりながら、自己紹介するウラヌスちゃん。


　う、うーむ、エクスカリバーの精神体、こんなコムスメだったのか。なんか、思ってたより、あんまり神秘的じゃない……。


「それでだ、ウラヌス。お前さんを起こしたのは他ほかでもねぇ。お前に、発表する事があるからなんだよ」


　オレ達のやり取りを見守っていたジャンが、ウラヌスちゃんに言う。


「発表……？　ふむ。発表とは？」


「まぁ、簡単に言うなら……。お前が探してた、最初にエクスカリバーを引き抜いた人間が見つかったんだ」


「な、何!?　どこにおる!?」


　ジャンの言葉を聞いた瞬間、急に取り乱し始めるウラヌスちゃん。


　最初に剣けんを抜いた人間って……オレの事だよなぁ？


「えーと……それ、たぶん、オレの事だけど……？」


　オレは、自分の事だと悟さとり、手をあげる。


「お……おお!?　そうか……！　最初に剣を引き抜いたのは、お主だったのか……！」


　ウラヌスちゃんは、感かん慨がい深く呟つぶやくと、


「ジャン様……。マーガスに、エクスカリバーを……」


　さっきまでとはちょっと違ちがう、厳おごそかな口調で、ジャンに言った。


　意図を理解したらしいジャンは、両手にむきだしのエクスカリバーを水平に乗せて、無む言ごんでオレの前に差し出してくる。


　受け取れって事……？


　オレは仕方なく、右手で、ジャンの手の上のエクスカリバーの柄つかをしっかりと握にぎり締しめる。


　ピァァァァァァァァ！


　その瞬間！


　突とつ然ぜん、オレの手の中のエクスカリバーが、白く輝かがやき始めた！


「な、なんだぁ!?」


　嵐あらしのように吹ふき荒あれる強きよう烈れつな光に、オレは困こん惑わく。


「す、すげぇ。オレやジャンが握った時は、何も起きなかったのに……」


　驚いた声をあげているのはケンジ。


「その輝き、間違いない！　ようやく、探し当てた……！」


　ウラヌスが、感動的に呟いているが……どうなってんの!?


　ピァァァァァァァ！


　光は強さを増していく！


「う・お・お・お!?　お・わ・わ・わ!?」


　なんか、剣を握ってる右手じゃなく、反対の左手が熱い!?　光の洪こう水ずいに飲み込まれて、息苦しいし！


　ピァァァァァァァ！


「う・う・う……お・お・お・おぁ!?　げ、限界だぁ！」


　熱いし、苦しいし、思わず、エクスカリバーを握っていた右手を離はなそうとした──まさにその瞬間だった。


　カッ！


　最後に一瞬だけ激しく光り……輝きは、唐とう突とつに収まった。


「お、終わった……？　あれ？」


　そして、オレは、自分の右手に違い和わ感かんを覚える。


「あれ!?　エクスカリバーがなくなってる!?」


　そう。あんなに硬かたく握り締めていたハズのエクスカリバーが、光が収まった瞬間、忽こつ然ぜんと姿を消していた。


「安心せい。左手の、薬指をみてみるがよいぞ？」


　元通り薄うす暗ぐらくなった荷台の中で、満足げな笑みを浮かべているウラヌスちゃんが言う。


「左手の薬指……？」


　言われるがまま、剣を握っていなかった方の手、左手の、左から二番目の指に視線を落とすオレ。


「え……!?　えぇっ!?」


　そして、自分の薬指の姿を確かく認にんした瞬間──オレは目を疑い、困惑の声をあげた！


　オレの薬指。そこには、ハートの形をした、小さな白桃色の宝石をたくさん集めた〝指ゆび輪わ〟が、いつの間にかハマッていた。


「こ、これは？　一体、どういう……」


「婚こん約やく指輪じゃ」


　事も無げに。


　目の前のウラヌスちゃんは、そんな事を言った。


「コンヤク……何だって？」


　呆ぼう然ぜんとしたまま……聞き返すオレ。


「婚約指輪。喜ぶが良い、マーガス。お主は、妾わらわの婿むこ──つまり、次じ期き天空郷の王に選ばれたのじゃ！」


　満面の笑みでウラヌスは言うが……


「ハァァ!?　お、おい！　ジャン!?」


　オレはパニックに陥おちいりながら、ジャンに詰つめ寄よった。


「だ、だから、ヤバイって言ってんじゃねーか……。天空郷には、王女が一〇歳になると、エクスカリバーに精神体を封ふうじ込めて、地上に婿探しに行かせるシキタリがあるんだと。それで、一番最初に剣を引き抜ぬいた奴やつが、婿に決まる。つまりお前だ」


「な、何ぃぃ!?」


　くっ!?　オレは慌あわてて力ずくで指輪を外はずそうとしたが──取れない!?


　肉に食い込むように締しめ付つけられていて、この指輪、取れない！


「安心せいマーガス。婿は、シンボルみたいなもので、実際の王務は、将来的には妾がすべてこなす。お主は、健すこやかに、長く天空郷に在あればそれでよい」


　自信満々にウラウスはそんな事言ってるけど……いや、そんな事、心配してないし！


　えらい事になってきた──イシちゃん、君、とんでもない物オレに託たくしてくれたね!?


　オレはハッキリ言って、天空郷王女の婿になんてなりたくなかった。一応、将しよう来らい結婚したい女子も、い、いることは、いるし。


　恐おそる恐る荷台の中を見み回まわすと、ワクワク半分、心配半分の表情で成り行きを見守っているのが、ジャン、ノン、ドノヴァン、ミニィちゃん。


　ケンジは、今ひとつ事態のややこしさが分かってないように、きょとん、とした顔で座すわっている。


　そして。


　一番反応の気になるイッコは、こっちを向きもせず、竜りゆう車しやの運転に集中したままだった。


　が。


　ピシィ！　竜車の手た綱づなを打つ音が、異常に張り詰めて、殺さつ気き立ち始めた気がする。


　イッコ……言っとくけど、オレ、ハメられてるんだぞ!?　もちろん、そこんトコロ、理解してくれてるよね!?


　とにかく。自分の将来の為ためにも、このまま流されて、ウラヌスちゃんの婿になるワケにはいかない！


「ウ、ウラヌスちゃん！」


　オレはウラヌスちゃんとの交こう渉しようを開始した！


「なんじゃ？　ムコ殿どの」


　ウラヌスちゃんは、気の早い呼び方を始めたが、


「い、いや、ムコ殿、じゃないよ。あのさ、いくらなんでも、結婚なんて急すぎると思わない？　オレ達、顔を合わせてまだ三分かそこらだよ？」


「なにを言っておる。これからずっと二人で過すごすのじゃ、その間に、少しずつ知っていけばよいではないか」


　やけにもっともらしい事を言うウラヌスちゃん。くっ……。一〇歳のクセにぃ。


「で、でも、ウラヌスちゃんはそれでいいの？　いきなり、オレみたいなのと結婚する事になって。オレなんか、見た目もイマイチだし、あんまりオススメじゃないよ？」


「むう……。それは……。欲を言うなら、もう少し顔立ちが整った婿に巡めぐり合あいたかったが……妾はこれでも天空郷の王女。ワガママは言わず、妥だ協きようすべき点では、妥協するぞ？」


　さめざめと嘆なげくように呟くウラヌスちゃん。


　だ、妥協……！


　コ、コノヤロウ、お世せ辞じとか、社しや交こう辞じ令れいってモンを知らないのか……!?　なんか、段々腹が立ってきたが、


「と、とにかくさ。こっちにも事情があるんだ。いきなり結婚なんて、ちょっと無理があると思うよ？」


　オレは、かろうじて冷静にウラヌスちゃんをたしなめる。が。


「ふん。説せつ教きようなど聞きたくはない。妾は天空郷の王女、ウラヌス・オム・セーヌ・アトラじゃぞ！　口を慎つつしめ、一いつ般ぱん庶しよ民みん！」


「はぁぁ!?」


　その言い方に、さすがに絶句。


「しょ、庶民とか王女とか、そ、そんなの関係ないだろ!?　ここ、地上だし。だいたい、王女だからって、何でも許されるワケじゃないとオレ思うけど!?」


「き、貴き様さま！　無ぶ礼れいではないか！　誰に向かってものを申しておる！　妾は天空郷の王女、ウラヌス・オム・セーヌ・アトラじゃぞ！　だいたい、さっきから聞いていればグダグダ御ご託たくをならべおって！　お主のような庶民を、天空郷の王にしてやると申しておるのだ！　お主は黙だまって喜べばそれでよい！」


「はぁぁぁ!?　こ、こうなったら、もう、絶対ヤダね！　あのねぇ、この際ハッキリ言わせて貰もらうよ？　オレには、他に好きな女子がいるんだ！　だから、誰かの婿になるつもりはない！」


　シーン。


　オレが、強い口調で、ハッキリそう宣言すると。


　竜車の中は、静まり返った。


　どうだ、これで少しは分かってくれたか……!?


「ひっく」


　が──その瞬しゆん間かんだった。


　え……？


　オレは、嫌いやな声が聞こえた気がして固まった。


　え？　今のって……。


「ひっく。ひっく。ひっ」


　聞き間ま違ちがいじゃ、なさそうだった……。


　オレの、正面。今の今まで、あんなに偉えらそうに、無茶苦茶なワガママを言ってたウラヌスちゃんの肩かたが、二回、三回と、上下している。


　それは、どう見ても、号ごう泣きゆう爆ばく発はつ五秒前、といった雰ふん囲い気き……！　バカな……。


「あ、あの……ほら、ウラヌスちゃん？」


　オレは慌てて大爆発を防ごうと、声こわ色いろを変えてウラヌスちゃんに声をかけたが、


「ひっく。ひっ。ひぃ。そ、袖そで」


　ウラヌスちゃんは震ふるえまくった声でそう答えるだけ。


「そ、袖？　袖がどうかしたのかなぁ？」


　オレはなんとか喰くらいつこうと声をかけたが、


「妾わらわ……袖にされた……地上人に……フラれ……う、うぇ。うぇ。うぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぇん！」


「え……えぇ……？」


　号泣し始めたウラヌスちゃんを前に、オレは、よろよろと後ろに後ずさる。


　バ、バカな……。無茶苦茶言ってるのは、確実に、向こうの方なのに。


　なんなんだ……女子に泣かれた瞬間、全身を貫つらぬく、この〝自分が悪者感〟は？


　オレがムキになって、言い過ぎたのか？


　とにかくオレは、頭が真っ白になって、身動きが取れなくなった。


「こうなると思ったぜ……。だから、穏おん便びんに済ませろって言ったのに……」


　そんな中──ハァァ、と肩を落としながら、ウラヌスに近寄っていったのは、ジャンだった。


（ジャン……？）


　オレは怪け訝げんに思い、ジャンにアイコンタクト。


　ジャンもアイコンタクトで返してくる。


（マァ……マカセトケ）


　そう言うとジャンは、号泣するウラヌスちゃんの頭に手を乗せ、ウラヌスちゃんの前にしゃがみこんだ。


「よ、よしよしウラヌス。泣くな、泣くな。どうしたんだ？」


「ひぃぃぃん！　わ、妾、フラれたうえぇぇえぇ！　びぇええええええええん！」


「お、おお、そうかぁ。そりゃあ、大変だぁ。──よし。イッコ、一回竜車止めてくれ」


「へ？　あぁ……いいけど」


　ジャンの指示を聞き、ガタゴトガタタ……イッコが竜車を止める。


「おっしゃ、ほれ、ウラヌス、ちょっと竜車降りるぞ？」


「ひっく。ひ。降りる？」


「そうだよ。フラれた時は、室内にこもってちゃダメなんだよ。こういう時、地上人がどうしてるか、教えてやる！　ついて来い！」


「う、うむ！」


　颯さつ爽そうと竜車を飛び出すジャン。ウラヌスちゃんも、ついていく。


　な、なんだぁ……？


「ジャンに任まかしておけば大だい丈じよう夫ぶっスよ。あの人、ウラヌスの扱あつかい、天才的にうまいですから」


　と、ケンジ。そ、そうなんだ。そう言えばウラヌスちゃん、何な故ぜか、ジャンだけ〝様〟付けで呼んでるもんな……？


「マーガス！　お前も来てくれ！　ウラヌスは、お前から三メートル以上離はなれられないんだからよ！」


「あ、そ、そうか……」


　竜車の外からジャンに呼ばれ、オレも、慌てて竜車を降りる準備をする。


「あんまりのんびりしてるヒマはないスけど。ウラヌスさんに教えて貰わないと、天空郷の行き方分かんないんスから。ちゃんと、仲直りしてきて下さいよ？」


「わ、わかってるって」


　ケンジに釘くぎを刺さされ、微び妙みようにプレッシャーを感じながら、オレはジャンに続いて竜車の外へ飛び出した。





　　　　※




　竜車を降りて、徒歩一五秒。


　竜車は、ちょうど大きな川原沿いを走っていたので、オレ、ジャン、ウラヌスちゃんの三人は、その川原に足を運んでいた。


　深夜にもかかわらず、ジャンとウラヌスちゃんは、牧草の生おい茂しげる角度のある土手を下り川原の目前まで行き、そしてオマケであるオレは、二人の後方三メートルの位置、土手に座すわり込んで二人を見下ろしている。


　何なんだ、この構図は……


「いいか？　できるだけ丸くて平べったい石を選ぶんだ」


「ひっく。丸い石？」


「そう。地上ではフラれた時、川原で一人水切り遊びをするのが正当な儀ぎ式しきになっている。今が夕方ならベストだったんだが……ま、夜は夜でオツなもんよ。さ、行くぞ！」


「ひっく。うむ！」


　シュッ！　夜の川に、やたら美しいフォームで石を投げ込むジャン。その隣となりで、（半はん透とう明めいなので石を持てない）ウラヌスちゃんが、石を投げ込むフリをしている。


　ぴっぴっぴっぴ。ジャンの放った石は、水の上を何十回もバウンドし、いつまでも沈しずまないまま結局闇やみの中へ消えていく。な、何なに気げにすげぇ。なんでコイツ、こういう実生活にあんまり役にたたなそうなワザに限って、卓たく越えつした技術を持ってるんだ……？


「んで、締しめくくりに、自分をフッた人間の名前を叫さけぶ！　いいか？　最後にバカヤローとつけるのも忘れるな？」


「マーガスの、バッキャロォォォォ！」


　ジャンの教えを飲み込むのがやたら早いウラヌスちゃんは、オレの目の前で、早さつ速そく咆ほう哮こう。


　どうせオレはバカですよ……。


　でも、マジメな話、縁えん談だん断るにしても、もう少し言い方あったかもな……。ちょっと反省。


「ふうむ……。少し、スッキリした。こんなに大声を出したのは、妾、生まれてはじめてかもしれん」


「だろ？　まぁ、他にも、ヤケ食い、ヤケ酒、引ひつ越こし、髪かみを切る、等々、好みに合わせたフラレ・バリエーションがあるんだが……やっぱ、基本は、水切りだぜ」


　ぴっぴっぴっぴ。ジャンは再び石を投とう擲てき、石はバウンドし、闇の中へ消えていく。


「でもジャン様。やはり……妾、ショックから、立ち直れそうにない」
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　沈んだ声で、ウラヌスちゃん。


「んー……まぁ、そりゃ、俺もフラれた事の一回や二回や三回や四回はあるからな。気持ちは分かるけどよ……」


　ジャンは気の毒そうに言ったが、


「いや、そうではない。別に妾は、マーガスに袖にされた事自体を悲しんでいるのではない。そんな事はどうでもよいのじゃ」


　どうでもいいのかよ……!?


　なんか、微妙に複雑な気持ちで、オレは二人の話に耳を傾かたむける。


「妾が困っているのは、アトラの掟おきて。剣けんを引き抜ぬいた人間に袖にされた場合、王女は天空郷へ帰った後、再びエクスカリバーに封ふう印いんされ、もう一度地上に投下されなければならんから……」


「何ぃ!?」


　ジャンと、そして、さすがにオレも、その言葉を聞いて耳を疑った。


「て、て事はお前、せっかく故郷に帰っても、また一人ぼっちで地上に送りつけられて、剣の中で何年もじっとしてなきゃなんねーのか？」


「それが……アトラの掟だから……」


　相当落ち込んだ声で、ウラヌスちゃん。


「ふ、ふざけんな！　どうなってんだよ、天空郷アトラは!?　そんな事、一〇歳さいの女に何べんもやらせる事じゃねーだろ!?」


　声を荒げてジャン。


「でも……地上人の血を、王家に取り入れないと、肉体が弱くなるってお父様が……」


「んなモン知るか！　ウラヌス！　俺ら、ちょうど天空郷に用事ができたトコだったんだ。ついでに、お前の親父おやじにも話通してやる。そんな馬ば鹿かな事、させねぇよーにな」


「ほ……本当か!?」


　ぱっ、とウラヌスちゃんの声に力が戻もどる。


「ああ。だから……まぁ、マーガスの事は、許してやれよ。アイツ、ずっと前から、好きな女がいるんだよ。なのに、いきなり天空郷の婿むこになんかされたら、可哀かわい想そうだろ？」


「むー……。わかった」


　そう言うと、ウラヌスちゃんは渋しぶ々しぶといった感じでこっちに振ふり返り、


「マーガス。妾の心は、天空より広い。許す。その代わり、ちゃんとお父様を説得するのじゃぞ？」


「か……かしこまりました」


　オレはなんとなく跪ひざまずいて、ウラヌスちゃんに礼を言う。く、庶しよ民みんの悲しい習性が……。


「それにしてもジャン様、天空郷に用事とは？」


　別にもう一度封印さえされなければ、縁えん談だんなどどうでもいいらしく（まぁ、オレの事、あんまり好みじゃないって言ってたしなぁ……）一〇歳児ウラヌスちゃんは、ケロッとした笑え顔がおでジャンに聞いている。


「ん？　あぁ、いや、ケンジが、天空郷に〝ウソがつけなくなる薬〟があるかも、って言ってたからよ。それ使って俺らの無罪証明しようかと思ったんだけど──


　そうだ、ウラヌス、お前、その薬の事、なんか知ってるか？」


　ジャンが思い出したように聞いた。


　そうか、天空郷王女のウラヌスちゃんなら、知ってるかもしれないのか……？


「知っておる」


　そして──ウラヌスちゃんは、事もなげにそう答えた。


「マ、マジか!?　んじゃ、その薬は、本当に天空郷にあるか!?」


　オレ達は思わずウラヌスちゃんに詰つめ寄ったが、


「うむ、ある。天空郷裁さい判ばんで、被ひ告こく人にんにウソをつかせないために遥はるか太たい古こに製造された薬じゃ。確かイソジン……いやイマジンとかいう名前の薬で……」


「イマジン……！」


「そ、その薬！　俺達に分けて貰もらえたりするか!?」


　ジャンが身を乗り出して、一番大事な事を聞く。


「うぅむ……それは……どうじゃろうな……」


　が、ここまできて、ウラヌスちゃんは渋い顔を作った。


「秘ひ薬やくは、地上に混乱をもたらすという事で、黄金とは違ちがい、地上人には渡わたさぬ……というのがアトラの掟じゃ。さらにイマジンは、天空郷の秘薬の中でも、かなり希き少しよう価か値ちの高い国宝……ましてや、妾を袖そでにした一行のお主らに、父上がそれを渡すとはとても思えん」


「そ、そうか……」


　そんなにうまくいくハズもないよな……。オレ達は落らく胆たん。


　が。


「しかし……。妾は、イマジンが保管されている場所を知っておるぞ？　天空城の薬品庫。そこに、イマジンは保管されておる」


「へ……？」


「お主達が望むなら……そして、妾がもう一度地上へ行かずに済むよう、お父様を説得さえしてくれれば。妾が、内密に、面々を薬品庫へ案内してやってもよいぞ？」


　ニッ、と誇ほこらしげに笑いながら、そんな事を言い出すウラヌスちゃん。


「マ、マジか!?　いいのかよ!?」


「うむ。ジャン様達には、えらく世話になったからな。ただ、正面から案内する事はできん。結局、忍しのび込む、という形になるが……」


「いいよ。なんでもいい。とにかく、俺ら、その薬がどうしても必要なんだ」


　マジメな声で言うジャン。


　しかし、本当にそんな秘薬があるとは……。


　オレには、もともとイシちゃんと交かわしたウラヌスちゃんを送る約束もあるし……。やっぱりこりゃどうやっても天空郷に行かなきゃ、だな。


「じゃあ、ウラヌスちゃん。だったら、オレ達、早速天空郷向かいたいんだけど……。具体的には、どこからどうやって行けばいいの？」


「ふむ。まずはアトラ・カウンターで手続きをしなければならんのだが……」


「アトラ・カウンター？」


「ふむ。では、まずカウンターを探すか。近くにあればよいのだが……」


　そこまで言うと、ウラヌスちゃんは土手にいるオレの傍そばまで近づいてきて、半はん透とう明めいの手でオレの指輪に触ふれ……そのまま何やら目を閉じた。


　するとウラヌスちゃんは、数秒も経たたないうちに、


「ふむ……。存外、近くにあるようじゃ」


　そう言って、ちょうどオレ達の竜りゆう車しやが進もうとしていた方角へ、半透明の指を向ける。


「このまま、しばらく真まっ直すぐに進めば、カウンターが見えてくるであろう」


「天空郷へ続くカウンター……」


「んなもん、地上にあんのか……？」


　オレとジャンは顔を見合わせたが、


「安心せい。カウンターが近くなれば、指輪が光り、教えてくれる。お主らは、何の心配もいらん」


　ウラヌスちゃんは自信満々に頷うなずき、そう答える。


「んじゃ、とりあえずイッコ達に事情を説明して、竜車出すか……！」










　パート３・飛べ！　七人の武器屋







　ガタゴトガタゴト……時たま揺ゆれながら、星明りを頼たよりに、川原沿いの一本道を北へ向かって進み続ける竜りゆう車しや。


「っと……！」


　オレは、うとうとして、思わず取り落としそうになった竜車の手た綱づなを、慌あわてて握にぎり締しめた。


「あ、危ね……。ホント、イッコの言うとおり、ずっと一本道だと急きゆう激げきに眠ねむくなってくるな……！」


　ずっとイッコに運転を任せきりというのもアレなので。


　オレは自分から申し出て、一時間程ほど前にイッコと運転手を代わっていた。


　一応、何回か授業出て、ある程度は竜車の操そう縦じゆう方法分かってるし……まぁ、正しよう真しん正しよう銘めい無む免めん許きよだけど。


「しっかし。ウラヌスちゃん、しばらく進めば〝カウンター〟が見えるとか言ってたけど……しばらくって何時間の事なんだ？」


　たぶんオレ達が、一回竜車を降おりてから、もう二時間は経たってるぞ……!?


　ホントに大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？


「大丈夫じゃ」


　ビクッ。いきなり、背はい後ごから女の子の声が聞こえて、オレはギョッとした。


「ウ、ウラヌスちゃん……！」


　ウラヌスちゃんが、操縦席と荷に台だいを遮さえぎる壁かべから、顔だけ透とう過かさせオレを見ている。眠いのか、目は半分閉とじている。


「む……かなり近いぞ。数十分とかからず辿たどり着つくであろう」


　目をこすりながらも、自信を漲みなぎらせて断だん言げんするウラヌスちゃん。が。


「なんか、さっきも同じ様な事言ってなかった……？」


　オレは不安で仕方なかった。ウラヌスちゃんは、〝まもなく着く〟みたいな事を、既すでに六回くらい口にしている……！


「仕方なかろ。妾わらわは地上の距きよ離り感かんには不ふ慣なれなんじゃから……ふぁ」


　あくびをしながら言うと、ウラヌスちゃんは全身ごと壁を通り抜ぬけ、オレの指ゆび輪わに触ふれた。


「限界じゃ。妾眠い。しばらく中で休む。指輪が光ったら起こすが良いぞ？」


「あ、ちょ、ちょっと」


　止める間もなく、ウラヌスちゃんは、指輪の中に吸い込まれるように消えていく。


　まぁ……いいけどね。寝ねてるの、ウラヌスちゃんだけじゃないしぃ。


　ンガァーッ。後ろの荷台から響ひびいてくるのは、ジャンの豪ごう快かいないびき。


　随ずい分ぶん前から誰だれかが喋しやべる声も聞こえてこないし。たぶん、運転手のオレ以外、みんなとっくに爆ばく睡すいしてるんだろう。


　いや、別に、休めるときに休むのは正しいし、いいんだけど……なんでだろ。自分が頑がん張ばって運転してる時に爆睡されると、やけに腹が立つんだよなぁ……？


「クソ……」


　オレはなんとなくみんながどんな顔して寝てるのか確かく認にんしようと、振ふり返って通話用の穴を覗のぞき込こもうとした。が。


「ウッ!?」


　その瞬しゆん間かん、オレは驚おどろきでビクッと体を震ふるわせた。


「ケ、ケンジ……お前、何やってんの？」


　ビ、ビックリしたぁ。なんとケンジが、通話用の穴ごしに、荷台からじっと前を眺ながめていたのだ。しかも、ごく当たり前の様子で。


「へ？　いや、なんか、眠れないんで……。例のカウンターが見えてこないか、景け色しき見てるんですけど……」


「い、いつから見てるんだよ……もしかして、ずっと見てたのか？」


「えぇ、まぁ」


　平然と答えるケンジ。うーむ……？　旅行の時興こう奮ふんして寝れずに、ずっと景色眺めてしまう……完全に冒ぼう険けん病びようの症しよう状じようだな。


「ケンジ……。お前、ホントに寝とかなくて大丈夫か？」


「ええ。拘こう留りゆう所じよで、少し寝ましたから」


　本当に、全然元気そうにケンジは言う。ふむ。


「んじゃ、お前、操縦席来て景色見たら？　そっからじゃ、マトモに景色見えないだろ？」


「えっ!?」


「まぁ、ウラヌスちゃん曰いわく、まもなく着くらしいけど……。着くまでの間、話し相手になってくれよ。オレがいない間のエクスの話も聞きたいしな」


「し、仕方ないスね……行ってあげますよ」


　超ちよう面めん倒どうくさそうな声で言うわりには、やたら機き敏びんにこっちに来る準備を始めるケンジ。


　なぁ……。何回も言うけど、お前、ワクワクしてるんだろ……？　お前が冒険ワクワク病だってことはみんなとっくに知ってるんだぞ……？





　というワケでオレは、竜車を一いつ旦たん緩ゆるやかに停てい車しやさせ、ケンジを操縦席に移動させてやった。


　そして、再び走り出した竜車の操縦席、オレの隣となりに腰こし掛かけたケンジは、オレの希望通り、ここ数か月のエクスの話を聞かせてくれた。


　が。


「はぁ!?　ノンとデクさんが、フランから引っ越こした!?」


「しかも、ニュー・エクス・ガリバーには入れなくて、まともな商売できてない!?」


　ケンジが語る話は、オレの予想を遥はるかに上回る、意外で、重大な話ばかりだった。


「え、えぇぇ……？　ホ、ホントかよ？」


「ホントですよ……。それから、ここだけの話ですけど……。ドノヴァンさんも、今回の騒そう動どうが終わったら、一人でソーニョに帰るって……」


　声を殺したのか。その事実が相当ショックなのか。悲しいくらい小さな声で、ケンジは言う。
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「マジで……!?」


　オレは愕がく然ぜんとなった。


「ミニィさんも、それを知って、なんとも言えない顔してましたよ……」


「ドノヴァンもいなくなる……？　って事は、エクスに残ってるのは、ケンジと、ジャンと、ミニィちゃんだけ……？」


　オレは、思いがけない話を聞かされて、相当なショックを受けていた。


　オレとイッコが抜けて、まだ一年も経ってないんだぞ……？


　その間に、エクスで働ける店員は三人……いや、厳げん密みつにいえば、学生のミニィちゃんも、この先どうなるか分からないから……


　現段階でこれからも働けると断言できるのは、ケンジとジャンの二人だけって事……!?


　ちゃんと使える店てん舗ぽもなく、まともに働ける人間は、七人のうち二人のみ。


　オレがアスベルに行ってる間に、エクス・ガリバー、かつてないほどの窮きゆう地ちに追い込まれてるじゃないか……！


「そ、そんな大変な状じよう況きようになってるなら、教えてくれよ……!?」


　オレは、思わずケンジを責せめる口く調ちようで呟つぶやいた。


　が。


「……まぁ、オレアスベルにいたし……。何も言う資格、ないんだけど……」


　すぐに気づいて、肩かたを落とす。


　そう。オレは、その大変な時に、エクスじゃなく、アスベルにいたんだ……。


　たとえ教えてもらっても、たぶん、何もできなかった……！


「マーガス」


　と、やけに改まった声でケンジ。


　そしてオレの顔を見ず、まっすぐ進路の先、前を見つめたまま──ケンジは言うのだった。


「今回の騒動が終わったら……。オレは……エクスを、解散すべきなんじゃないかと思ってます」


「か……解散……!?」


　オレは耳を疑った。


「お、お前……何言ってるんだ!?」


「そりゃ……オレだって解散なんて嫌いやですよ……」


　ケンジは悔くやしそうに言う。


「つい最近まで、そのうちまた店をやるんだって、考えてましたから……」


「だ、だったら」


　オレは言ったが、ケンジは首を振って話を遮さえぎり、


「でも……いろいろあって。特に、ソーニョに帰らなくちゃいけないドノヴァンさんが、エクスの事をむちゃくちゃ気にかけてたのを見た時……オレ、気づいちゃったんスよ。


　実は、悠ゆう長ちような事を言ってる余よ裕ゆうはもうとっくになくて……オレ以外の人間にとって、既すでにエクスは、重おも荷にになってるんだって……。ドノヴァンさんだけじゃない。ノン姉さんにとっても。ミニィさんにとっても。イッコ姉さんにとっても……そしてマーガスにとっても……」


「バ、バカな！　そんな事──」


　と、オレはケンジの言葉を否定しようとしたが──できなかった。


　今さらながら、オレはこの瞬間、つくづく、思い知っていた。


　オレは、いちおう、エクスで働く席は残ってるし……。


　まだまだ、エクスの一員でいたつもりだった……。


　でも、実際問題、自分はエクスにいない人間で……アスベルを卒業したら、プロレンジャー。


　見て見ぬフリをしてきたけど、残ざん酷こくに事実だけを見み据すえて言うなら、所しよ詮せん、『今も、これからも、武器屋エクス・ガリバーに戻もどって働く事を最優先にできない』人間なんだ、オレは……。


　そしてそれはオレだけじゃない。


　イッコも。


　そして話を聞く限り、実質ノンも、ドノヴァンも、同じ。ある意味、既に『卒そつ業ぎよう』してる人間……。


　そんな、既に店を卒業した人間が、『重荷なんかじゃない！』なんて言って、何の説得力があるっていうんだ？　完全に口だけじゃないか……！


　自分だけじゃなく、既に卒業した人間や、これから卒業しようとしてる人間の事まで考えて。この一年、他の誰よりエクスの行く先に悩なやんだ男の出した結論が〝解散〟だったら……！　真っ先にエクスを出てったオレに、何かを言う資格なんてない……！


「でも、て事は……。七人で、エクス・ガリバーとして活動するのは……今回の騒動で、最後って事か……？」


　オレは、ケンジの意を汲くみつつ、多少落らく胆たんした声で聞いた。


　が。


「ええ。ただ、マーガス。オレは、前から考えてたんスけど、普ふ通つうに解散はしたくないんです」


　ケンジは意外な返答を返してきた。


「普通に解散はしたくない……？」


　ワケが分からずオレは聞き返す。


　ケンジは頷うなずき、


「そうです。解散して、ケジメはとりたい。でも、普通に……このまま、なし崩くずしに解散なんて、オレ達らしくなくありませんか？　せっかくここまでやってきたエクス・ガリバーだ。よく分かんないスけど……オレ達らしい……そんな終わり方があると思いませんか？」


「オレ達らしい……終わり方……」


　なんとなく、言いたい事は分かる。


「オレ、ずっと、それを考えてきましたけど……何も、思いつきませんでした。……マーガス、何か思いつきませんか？」


　ケンジはマジメな顔でそんな事を言う。


「うーん……そうだなぁ……」


「なんとなく……アンタなら、うまくみんなを前に進ませる終わり方を、思いつきそうな気がするんスよね……」


　神しん妙みような声で、ケンジは言う。


　うーん……。正直、オレにそんな素す晴ばらしいアイデアが思いつけるとは思えないが……。


「……わかった。オレ、考えてみるよ。今のエクスに、どうケジメをつければいいのか。オレなりに」


　オレはできるだけ力強い声を心がけて、ケンジに言った。


　ケンジは、ずっと、この問題に苦しんできたんだろう。


　年上として、少しくらい、ケンジの負担を背せ負おってやりたかった。


　でも、考える。


　終わるとして。オレ達らしい、エクス・ガリバーの終わり方ってなんだろう？


　七人で始めたエクス・ガリバー。


　終わらせるなら……悔くいなく、ちゃんと終わらせてやりたい……！


　そう遠くない内に来るだろう、ケジメをつけるべき日に備えて。


　オレはこの瞬しゆん間かんから、その問題について、考え始めた……。





　　　　※




「そろそろ、夜が明けてきましたね……」


　そして、その後、どれくらいの間オレは黙だまって前を向いていただろう。


　エクスの事に思いを巡めぐらせていると、オレと同じく、ずっと黙ってエクスの事を考えていたであろうケンジが、思い出したように口を開き、呟つぶやいた。


「夜明け……」


　オレも、つられて上を向く。


　ホントだ。考え事をしてる間に、完全に真っ黒だった空は、いつの間にか群ぐん青じよう色いろと、燃もえるように赤い朝焼け色が半分半分、恐おそろしく綺き麗れいなグラデーションの空に変化していて。


　周辺の景色も、なんとか見み渡わたせるくらいに、明るくなり始めていた。


　ていうか……。


　オレは、思った。


「いつになったら──その〝カウンター〟とやらに着くんだ……!?」


　もう、そのカウンターに向かい始めてから、少なくとも三時間は経たつ。


　オレは、いい加減、本気で焦あせりはじめた。


「ウラヌスちゃん！　一体どうなって──」


　しかし、オレが自分の指輪に怒ど鳴なろうとした……その瞬間だった。





　キィン！　キィン！　キィン！　キィン！





　薬指の指輪が、突とつ然ぜん、赤く点てん滅めつし始めた。


「ゆ、指輪が光った……!?」


「って事は……？」


　思わず顔を見合わせる、オレとケンジ。


　えらい時間がかかったけど。オレ達、ようやく、例のアトラ・カウンターの近くまで辿たどり着いたのか!?


「カウンター……どれだ!?」


　オレは竜りゆう車しやを停車させ、カウンターがどこにあるのか、朝日に照らされ始めた周りの景色を見回す。


　辺りにあるのは、竜車が走る一本道、そしてその道に、どこまでも並へい行こうして流れてる、やたら長い川。


　その川には、竜車じゃとても渡れそうにない、人一人が通れるかどうかもキワドイような、ボロい縄なわ製せいの橋はしがかかってて。その橋の向こう、川の向こう側には、青草の生おい茂しげった、広い広い高原が広がっている。


　……む？　辺りを見渡しても、あるのはそんなモンで……天空郷と地上を繫つなぐような、大たい層そうな物は見当たらないけど……。


「おお。どうやら、ようやく辿り着いたようじゃの？」


　と、その時。いいタイミングで、赤く点滅する指輪から、半はん透とう明めい少女ウラヌスちゃんが首だけを出現させてくれた。


「辿り着いたって……ウラヌスちゃん。見渡す限り、どこにも、そんな物見当たらないんだけど……」


　もちろんオレは尋たずねる。


「安心せい。ここからは見えんだけで、今度こそ本当にすぐ近くまで辿り着いておるよ。みなのものを起こせ、妾わらわが直じき々じきに案内しようぞ？」


　上じよう機き嫌げんに言うウラヌスちゃん。


　というワケでオレは荷台の五人を起こし、そのまま七人全員で、ウラヌスちゃんに〝アトラ・カウンター〟へと案内してもらう事にした。


　ウラヌスちゃんの行こうとする方向は、現在位置から川を挟はさんだ向こう、高原方面だったので、竜車を置き、全員自分の足で橋を渡って、朝あさ露つゆでびっしょり濡ぬれた高原へ侵しん入にゆうする。


　そして、その高原を歩き始めて五分程が経過した。


　さっきいた場所からは覗のぞけなかった、高原の、少し盛り上がった丘おかの様な場所の上に、オレ達は到とう着ちやく。


　そして、そこに存在していた〝モニュメント〟を見て──オレ、ジャン、ドノヴァンは、驚きよう愕がくする事になる！





「ド……ドラゴン・ヘンジ!?」


　最初に怯おびえの混じった声をあげたのは、ジャンだった。


　そう、ドラゴン・ヘンジ……。覚えている人はいるだろうか？


　高さ三メートル程度の無む数すうの白い岩が、何の意味があるのか、円を描えがくように置かれているだけの、奇き妙みような遺い跡せき。世界の数箇か所しよに存在していて、何な故ぜか、竜を引き寄せるチカラがあるという。


　ここのドラゴン・ヘンジじゃないけど、ブラッド・キャニオンの北部にあるドラゴン・ヘンジで、オレ、ジャン、ドノヴァンは、一泊、キャンプを張った因いん縁ねんがあるのだ。


　が。


「？　なんじゃ？　どらごん・へんじとは？」


　きょとん、とした顔で言うウラヌスちゃん。


「へ？」


「これが、アトラ・カウンター。妾が言っていた、手続きをする場所とは、ここの事じゃ」


「え……えぇっ!?」


　オレ達、絶句。


　ウ、ウソだろ!?　オレ達が探してた〝カウンター〟って──ドラゴン・ヘンジの事だったの!?


「ちょ、ちょっと待ってウラヌスちゃん！　じゃあドラゴン・ヘンジって、天空郷の人が造ったものって事!?」


「う、うむ……？　いや……確か、妾の遥はるか祖先達が、地上から天空へ初めて上がる際に造った物らしいから……答えとしては、天空郷人になる前の地上人が造った、そうなるのかのう？」


「え？　天空郷人って、もとは地上人なの？」


　なんとなくオレは、天空郷人はもともと天空郷人だと思ってたんだけど……


「うむ。そう聞いておる。なにより、使っておる言語が同じではないか」


「あ……。そ、そうか……」


　オレは、いまさらながらその事に気づいた。


「でも、ウラヌス。その天空郷人の祖先、コレにドラゴンを呼び寄せるチカラなんてつけたの？」


　ドノヴァンが、不思議そうにウラヌスちゃんに聞く。


「それは……うーむ、妾もよく分からん。この古代石に原因があるのかもしれんな？」


　首をひねりながらウラヌスちゃんは答える。ウラヌスちゃん自身も、よく分かってないみたいだった。


「ねぇ、ドラゴン・ケンジだかなんだか知らないけど」


　と、微び妙みように間ま違ちがえながら口を挟はさんできたのはイッコ。


「コレ使えば、天空郷行けるんでしょ？　だったら、さっさと天空郷行きましょうよ？」


　イッコは空に向かって指を差しながら呟つぶやく。


　群青色だった空は、いつの間にか鮮あざやかな赤い朝焼け色一色に染まっていて、かなり明るくなってきている。


　確かに、いつサラディン・オズ達に追いつかれるか分からないし。


　少しでも早く、天空郷に上がったほうがいい事はいいな。


「よし。んじゃ、天空郷へ向かおう。エクス・ガリバー、ＩＮ天空郷アトラだ。準備オッケー!?」


　オレの言葉に、全員、やたら男前な表情で頷うなずく。


　ていうか、天空郷か……。そんな場合じゃないのは分かってるけど……さすがに、ワクワクしてきたぞ……！


「ではマーガス。これから、アトラ・カウンターを開く手順を教える。妾の言うとおりにやるのだぞ？」


　指輪から顔だけを出現させたウラヌスちゃんが言う。


「了りよう解かい。まず、何からやればいい？」


「なーに。やるべき事はたった二つ。まず、手順その一。エクスカリバーに選ばれた者が、指輪をハメて、石の輪の中心に立つ」


「石の輪の中心に立つ……だな」


　オレは言われるがまま、一人で石の輪の中心までテクテク歩いていき、止まる。


　瞬しゆん間かん。


　カッチ。カリカリカリカリ……ヴィィィィィィィィ……！


　何かが起動する様な音が鳴り響ひびいたかと思うと……いきなり、石に囲まれた内部、つまりオレの立っている場所を中心にした半径五メートルくらいの地面から、あんなに生い茂っていた青草が消しよう滅めつ！　代わりに、真っ白いフィールドが出現。


「これで手順その一は終わりじゃ。次に、手順その二。指輪から出る光を使って、地面に文字を書く」


「指輪から出る光……」


　オレは指輪を見る。確かに、いつの間にか指輪からは、まるで針の様に細い光が、一直線に空に向かって伸のびている。


「けど、こんな光で、文字なんて書けるの？」


　半信半疑なオレは、手の向きを反転。空に向かって伸びていた光を、白いフィールドに向け、光を鉛えん筆びつの様に使い、試ためしに文字を書いてみる。


　おお!?　光が通った後に、スラスラ金色の文字が浮うかび上がってくる!?


〝マーガス参さん上じよう！〟


　とりあえずオレは、そんな事を書いてみた。なんだ、結構簡かん単たんに書けるじゃないか？


「ば、馬ば鹿か者ものぉ！」


　しかし、オレがホッとしたその瞬間。ウラヌスちゃんが、異い常じように切せつ羽ぱ詰つまった声で、怒ど鳴なり声ごえを上げた。


「へ？　な、何が？」


「何を勝手な事をやっておる!?　まだ、他の面々がカウンターに入っていないのに、入にゆう国こく審しん査さ帳ちようにサインしてどうするつもりなのだ!?」


「あ、あの、入国審査帳って……」


　ウラヌスちゃんの焦あせりぶりに、自分が大失敗をやらかした気配をビンビン感じるオレ。


「大馬鹿者が！　この白いフィールドは、アトラの入国審査帳！　ここにエクスカリバー所有者が名前をサインした瞬間、エクスカリバーは真の力を解放する！」


「そ、それは、つまり、どういう──」


　と、状じよう況きようを把は握あくしようとオレが尋たずねた、その瞬間だった。


　プゥーッ。オレの左手の婚こん約やく指輪から──突とつ然ぜん、やはり白はく桃とう色いろの風船の様な物が膨ふくらみ始めた。


「え？　え!?」


　ワケが分からずまごついていると、左手の上で、ドンドン風船は膨らんでいく。


「お、お、おわぁ!?」


　事態は異常にマヌケな状況になり始めた。直径一メートルくらいの大きさまで膨らんだ風船が、強力に浮ふ力りよくを持ち始めたのだ！


　オレは、ふわ、ふわ、と左手の風船に吊つられながら、ゆっくり空へ上がっていく。


「オイ、コラ、マーガス、お前は一人でどこ行くんだよ!?」


　エクスの面々が、ドラゴン・ヘンジの輪の中に慌あわてて踏ふみ込こんでくるが、時既すでに遅おそし。


「う、うわぁぁぁ！」


　ゆっくりとはいえ昇のぼり続ける風船のせいで、オレの体は地上から随ずい分ぶん離はなれ、高さ四、五メートル……二階建ての建物から、下を見下ろしている様な高度まで浮上してしまっていた。


　ぴたっ。やがて風船は、上方向への浮上を止め。今度はゆっくり、時速一〇キロくらいのスピードで、高原に対して水平、つまり、前に向かって流れ始める。


　エクスの面々が、徐じよ々じよに後ろへ遠ざかり始めた！


「み、みんな！　助けてくれ！」


　オレは叫さけんだが、


「ア、アホかぁぁぁぁぁあ！　お前は何がしてぇんだよ!?」


「何が〝マーガス参上〟よ!?　なんでそんな調子に乗った事書くのよ!?　ドアホ！」


　うぅ……返す言葉もない。まさかマーガス参上がこんな大事を招まねくなんて!?


「ウ、ウラヌスちゃん！　なんとか下に戻もどれないの!?」


「それができたら苦労せんわ！」


　即そく答とうするウラヌスちゃん。ここからじゃ見えないけど、どうやらウラヌスちゃんは、風船の上にしがみついて激げき怒どしてるらしい。


「このバルーンは、この風船に繫つながる者すべての重力を反はん転てんさせる、反重力バルーン！　一度あがり始めたら、天空郷に辿たどり着くまで、下がる事はまかりならん！」


「そ、そんな……」


　オレは、チラッと後方を見る。


「ゼェ、ゼェ、マーガス！　死んでも戻ってくるんです！　天空郷を独ひとり占じめなんて、許さないっスよ!?」


　すると、怒いかり狂くるってるらしいケンジが、すごい執しゆう念ねん、全力ダッシュでオレを追いかけてきていた。そして、他のみんなも後ろから続いてきている。


　いや、オレ、別に天空郷独り占めするつもりないんだけど……クソ、このままじゃ、ホントにそうなりかねない。


「……ん？」


　と──その時だった。


　高さ五、六メートルくらいの高度を浮うかんでいるおかげで、真下だけでなく、周囲の景色も良く見えた。


　高原。川原。橋。


　その向こう──オレ達が進んできた道から何か──黒い行列みたいな物が、こっちに向かって進んでくる。


「竜りゆう車しや……？」


　自分で呟つぶやいて、オレは、自分の言葉にギョッとした。


　竜車だ！　一台や二台じゃなく、数十台の竜車が、連なってこっちを目指して爆ばく走そうしてきている!?


　そして、オレは、見た！


「アルニレックスゥゥゥゥ！」


　その行列の先頭で、竜車の竜に向かって鞭むちを振ふりまくっている肥ひ満まん体型の男！


　ゲッ！　サラディン・オズ！　追ってきたのか!?


　オレは慌てて、後方の六人に忠ちゆう告こく。


「みんな！　サラディン達が、後ろからこっちに向かってきてる！」


「な、何ぃ!?」


　六人は、慌ててオレの見ている方へ振り向く。


　ドドドドドド！　視線の先では、マジックドール達は、もうオレ達が竜車を置いた川原の地点まで辿り着いていた。そこでマジックドールは、マジックドールを肩かた車ぐるま、さらにその上にマジックドールをもう一段肩車し、手て際ぎわよく塔とうを作る。塔はそのままグラリ、と川原の対岸に向かって倒たおれこみ──ガシッ！　それを利用して、川に即席の〝マジックドール橋〟を架かけてしまった。す、すごいチームワーク!?


　ドドドドド！　そしてそのままマジックドールを乗せた竜車達は、そうやって生まれた数十本のマジックドール橋を強引に渡わたり（竜車が渡り終わった瞬間、ほとんどの橋は崩ほう壊かいし、マジックドールは川へ次々転落していってる！）、こっちに向かって殺さつ到とうしてくる！


「ゲッ！　もう、すぐそこまで来てるじゃねぇか!?　逃にげるぞ！」


「け、けど逃げるったってどこへ!?　こんな高原じゃ、どこへ逃げてもバレバレっスよ!?」


　かなり焦った声をあげるジャンとケンジ。


　くっ、なんとかオレがみんなを引き上げて、一いつ緒しよに天空郷に脱だつ出しゆつできれば──ん？


「そ、そうか……！」


　オレは、ふと思いたって、自分のポーチに手を伸のばした。


　オレは、こういう時に役立つ道具を持ってるじゃないか！


　取り出したのは、ドラマチック・ロープ用の分ふん銅どうつきロープ！


　これに、みんなを摑つかまらせれば……！


「ていっ！」


　オレは考えるより早く、右手に握にぎったロープを地上へ垂たらした。分銅のついたロープの先せん端たんが、地上、二メートルくらいの高さまで落下する！


「みんな！　なんとか追いついて、ロープに摑まってくれ！」


　高原の上を時速一〇キロで流されながら、オレは必死に叫んだ！


「うおおおおおお！」


　その瞬しゆん間かん！　ぐんっ、と地上を走っていた六人が、ロープに向かってラスト・スパート！


　おお、すごいスピード──いける!?


「はぁ、はぁ、はぁ……えい☆」


　そしてまず、金きん髪ぱつの小こ柄がらな少女ミニィちゃんが、ぶっちぎりの一着でロープの下に到着し、そのまま素す晴ばらしい跳ちよう躍やく力りよくでロープに向かって飛んだ！


　ガシッ！　二メートルの高さにあるロープに、バッチリ摑まるミニィちゃん。


「おお!?」


　そしてミニィちゃんは、次にロープに辿りついた奴やつの為ために、ロープをよじ上のぼり始める。


　続いて、天空郷へ行きたいという執念なのかケンジが、そしてその後をジャンが追いついてきて、


「うおお！」


「うりゃぁ！」


　ガシッ！　次々、ロープに飛び移った！


「あ、あと三人！　イッコ！　ドノヴァン！　ノン！」


　オレは叫ぶ。


　問題は、残った三人だ。


　ドノヴァンとノンは、あんまり、足が速くない。


　イッコは、一番足の遅いノンの手を引いて、必死に叫んでいた。


「ノン！　アンタ、もっと、死に物狂いで走ってよぉぉ!?」


「えー？　でも私、シニモノグルイで走ってるよー？」


「そうは見えないのよぉ、そうはぁぁ！」


　それでも、その三人は、徐じよ々じよにロープの下へと近づいてきていた。


「これは、間に合う……!?」


　と、一瞬オレはホッとしたんだけど。


　ぐぐぐぐぐ……！


「えっ!?」


　その瞬間──ここにきて、オレ達を乗せた風船が、真横だけでなく、上方向にも──つまり、斜ななめ上に向かって飛び上がり始めた！


　もちろん、それと同時に、ロープの先せん端たんがある地点も、高くなっていく。


「えぇ!?　ウ、ウラヌスちゃん！　どういう事!?」


　このままじゃ、ロープの下まで辿り着いても、ロープに届かなくなる！


「じょ、助走を終え、離り陸りくを始めたのだ。間もなく加か速そく体勢に入る……」


「ドノヴァン！　ノン！　イッコ！　やべぇぞ、急げぇぇ！」


　一番下にいるジャンが、必死に叫ぶ。


「ウオオオオオ！」


　その声に応こたえるように、最後の力を振ふり絞しぼって、ドノヴァンが加速！


　とうとう、ロープの下まで辿り着く。


　ロープの先の分銅は、既すでにかなりの高さにあったが、


　ガシッ！　ドノヴァンは、長身を活いかしてなんとかロープに摑まった！


　おおお!?


「オイ、後はお前らだけだ！　がんばれ！」


「イッコ姉さん！　ノン姉さん！」


　オレ達は、二人に注目！


　言われた二人は、手を繫つなぎながら、必死にロープに迫せまってくる！


　もうロープは目もく前ぜん！


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ。い、行くわよ、ノン！」


「ハァ、ハァ、わかったー。せーの、」


「うりゃぁぁ！」


　二人は、同時にロープに向かって跳ちよう躍やく！


　ガシッ！　ロープには届かなかったが……そのまま、イッコはドノヴァンの右足に！　ノンは、ドノヴァンの左足に、しっかりとしがみついている！


「うおおお！」


「すげぇぇ、全員、間に合った!?」


　眼がん下かで、イッコとノンが、上に向かってＶサインを出していた。


　よ、よし！　これで、七人一緒に、天空郷行ける!?


「アルニレックスゥゥゥゥ！」


　しかし、さすがに、何もかも、そう都合よくは運ばないらしい。


「えっ!?」


　いきなり響ひびき渡った半はん狂きよう乱らんな声に、オレ達はギョッとした！


「ああ！」


　イッコ達を見るのに夢中で、気づかなかったけど！


　いつの間にか──猛もう烈れつなスピードで、一台の竜りゆう車しやが、ロープの下まで急接近してきている！


　そして、その竜車の屋根の上には、一体のマジックドールと、オリーブグリーンの軍服に肥ひ満まん気味の体を包み込んだ男、サラディン・オズ！


「お前らを……お前らを、天空郷になど行かせてたまるか！　行けっ！」


「んぎゃっ!?」


　いきなり響き渡る、イッコの悲鳴。


「ちょ、ちょっと！　離はなしなさいよ!?」


「あぁっ!?」


　何事かと思って下を見ると──なんと、ロープの一番下にいるイッコの両足に、サラディン・オズの横にいたマジックドールが一体しがみついていた！


「うおおおお！　行かせはせん、行かせはせんぞぉぉ！」


　そしてもうヤケクソなのか、サラディン・オズも、イッコにしがみついたマジックドールに向かって意外に軽い身のこなしで跳躍、その足にしがみつく！


　こうして、風船には、オレ、ミニィちゃん、ケンジ、ジャン、ドノヴァン、イッコ、ノン。そして先導役のウラヌスちゃん、サラディン・オズ、おまけにマジックドールが一体、合計一〇人の大人数がしがみつく形になってしまった！


「ウ、ウラヌスちゃん！　こんなに大勢乗せて、ちゃんと飛べるの!?」


　オレは不安になって聞いた。


「う、うむ。風船は、近きん辺ぺんのフィールドを反重力化するから、大だい丈じよう夫ぶなハズじゃが……しかし、さすがにこんな大勢の人間をアトラに運ぶようには造られておらん。着地に失敗するかもしれん……」


「え、えぇっ!?」


「イ、イッコ！　そのマジックドールごと、サラディン・オズも蹴けり落おとしちまえよ！」


　話を聞いていたジャンは言ったが、


「ダ、ダメよ！　コイツ……コイツは……！」


　と、イッコが微び妙みように動どう揺ようした声で、何かを訴うつたえかけようとしている。


　その瞬しゆん間かんだった！


　プシュッ！　いきなり、オレの左手の先の風船から、空気が漏もれるような音がした！


「え!?　ウ、ウラヌスちゃん！　風船穴開いたよ!?　やっぱり定員オーバーなんじゃ！」


「ち、違ちがう！　いよいよ加速するのじゃ！　みなのもの、しっかり摑まれぇ！」


　言うと、ウラヌスちゃんは半はん透とう明めいの体を活かし、一人だけ風船の中にそそくさと避ひ難なん。


　ぐんっ──そして次の瞬間、指輪がはまった左手を、何かが物もの凄すごい腕わん力りよくで引っ張ったような感覚を覚えたかと思うと……


　ゴウッ！　オレの体は、信じ難がたい速度で加速し始めた！


「えぇぇえぇぇ!?」


「きゃあああああ!?」


「はあああああ!?」


　そこら中から悲鳴があがったが、あまりの風圧に、もはや目も開けられない！


　もう、なにもかもがメチャクチャだった！


　空前の大混乱の中、オレ達一行は、猛もうスピードで朝焼け空に吸い込まれていく──！










　パート４・天てん空くう郷きようの異い変へん







「だ、だから。あのマジックドールを蹴けり落とさなかった理由って、なんなんだよ？」





　いきなり、どこからともなく、困ったような、そんな声が響いてきて──。


　ガバッ！　オレは、飛び上がるようにして目を覚ました。


「あ。マーガス、おはよー」


　オレの一番傍そばにいたノンが、オレに気づいて、声をかけてくる。


「お、おはよ。って、あれ？　え？　オレ達……どうなったの!?」


　どうやら天空郷突とつ入にゆうの際さい、その衝しよう撃げきで、いつの間にか気を失っていたらしいが……。


　指輪から出現していた風船は、いつの間にか、なくなっている。


「天空郷には、ちゃんとついたみたいだよー？」


　ノンにのんびり言われ、


「えっ!?」


　オレは慌あわてて周りを見み渡わたした。


　しかし。周りにあるのは──四方八方、すべてが〝木〟だった。


　但ただし、全部、普ふ通つうの木じゃない。


　何十メートルあるのか……幹の先が見えない様な、太く、化け物の様に巨きよ大だいな木が、押おし合うように聳そびえ立たつ──どうやらオレ達は、そんな森の中にいるらしかった。


　遥はるか上空で、葉に遮さえぎられてるせいだろう。オレ達の周囲は、かなり暗い。


「ここが……天空郷？　なんか思ったより、辛しん気き臭くさい場所だなぁ……？」


　オレ達は、そんな森の中の、巨大な──二階建ての家を横に四、五軒けん並べたくらいある、台形の、石造りの〝祭さい壇だん〟みたいな物の上に辿たどり着いていたらしかった。


　ホントに天空郷についたのか？　なんか、全然、実感が湧わかないぞ……。


　今度は、祭壇の上を見渡してみる。


　もう、何十年も人間が手入れしていないような、苔こけむしたこの祭壇の上。オレとノンから少し離はなれた所で、ジャン、イッコ、ドノヴァンは集まって、何かを話している。


　ケンジとミニィちゃんは、そこより一歩引いた場所でイッコ達を見ていた。よかった。とりあえず、七人全員いるみたいだ。


「でも……あれ？」


　オレは気づいた。


「ノン。サラディン・オズと、くっついてきたマジックドールは？」


　その連中の姿が、この台形の祭壇の上にはなかった。


「私達が起きた時には、もういなかったのー。イッコちゃんとジャンが、それについてお話してるから、いってみよー？」


「うん」


　というワケで、オレとノンも、議論してるイッコ達の下もとへ向かう。


「お。マーガス、起きたか？」


　駆かけ寄ったオレに気づいて、ジャン。


「うん。それで？　サラディン達、いないんだって？　もしかして、突入の途と中ちゆうに落っこちたんじゃないの？」


　オレは言ったが、


「それはないっス。これ」


　突然後ろからケンジが会話に参入、そして、この祭壇から下へ降りるための階段を指差す。


　そこには例に漏もれず、苔がびっしり生えてたんだけど──その中に、下へ向かって続いている〝真新しい足あし跡あと〟が刻きざまれていた。しかも、大きさの違ちがうものが、二つ……！


「上に登ってきた時の足跡は残ってないし。間違いなく、オレ達と一いつ緒しよにこの祭壇に飛んできた連中の物ですよ」


「って事は、やっぱりサラディン・オズも、天空郷に一緒に来ちゃったのか……！」


「地上と違って、天空郷じゃアイツを守るマジックドールは一体だからな。それに対して、こっちは七人。それに気づいて、さっさと身を潜ひそめたんだろうよ」


　ジャンが困った様な顔で言う。なるほどな……。


「でも、大だい丈じよう夫ぶかな……。あの人、邪じや悪あくな地上人代表みたいな人だし。野放しにしとくと、なんか、オレ達の天空郷での立場が悪くなりそうな気が……？」


　なんとなく、嫌いやな予感がしてオレはそう言った。


　ジャンも頷うなずいて、


「そうなんだよ。だから、イッコが摑つかまられた時すぐ蹴り落としときゃ、問題なかったんだけどよ……」


「う、うるさいわね……。だから、蹴り落とせない事情があったって言ってるでしょ……」


　珍めずらしく、バツが悪そうな、小さな声でイッコが反論。


「いやだから……その事情ってのはなんなんだよ？　別に、責めてるわけじゃねぇって。単純に意味不明なんだよ。お前なら、絶対マジックドールの一体や二体蹴り落とせるじゃねぇか……」


「イッコ」


　と。唐とう突とつに、低く、静かな声がした。


　声を発したのは、ずっとイッコとジャンの成り行きを見守っていた大男、ドノヴァン。


　全員に注目され、ドノヴァンはちょっと恐きよう縮しゆくしながら、


「ゴ、ゴメン。いきなり割り込んじゃって。でも、あのさ。イッコ。ボク、イッコのすぐ真上だったから……。マジックドールの中に入ってた人間の顔が、見えちゃったんだけど……。それと、何か、関係があるの？」


「に……人間!?　あのマジックドール、中身、人間だったのか？」


　ドノヴァンの放った意外な言葉に、オレとジャンは耳を疑う。ていうか、まるっきりオレと同じ作戦じゃないか。


　イッコは、グッ、と呻うめくように、立ち尽つくしている。


「しかも、その人、ボク達の知ってる人だった……」


「えっ!?」


「だ……誰だれだよ!?」


　まさかの発言に、詰つめ寄るオレ達。


　ドノヴァンは、イッコの方をチラッと見て、一瞬躊ちゆう躇ちよしたが……やがて、決心したように、


「シャバオさん……」


　低い声で、短く、オレ達に答えを教えてくれた。


「シャバオ!?」


　あ、あのオヤジ。結局、あのオヤジまで、天空郷についてきたのか……!?


　そうか……シャバオはたぶん、普通に逃にげたって逃げられないと思って、マジックドールの中に潜せん入にゆうしたんだな。牢ろうの中の会話で、サラディン・オズがエクスカリバーを狙ねらってる事も聞いてただろうし。天空郷へ行くって自分の目的を果たすためにも、それは、一石二鳥の作戦だった……。


「そういう事かよ……」


　ドノヴァンの言葉を聞いて、ため息混じりにいったのは、ジャン。


「へ？　どういう事？」


「なんかしらねーけど、イッコは、シャバオが関かかわってくる度たび、様子がおかしくなんだよ……」


　そこまで言うと、ジャンはイッコの方へ向き直り、


「初めて手て配はい書しよでシャバオの名前知った時も。竜りゆう車しやの中で、シャバオが拘こう留りゆう所じよにいたって聞いた時も。今回は、とうとう、天空郷にまで連れてきちまってる。そろそろ、説明してくれよ。どー考えても、何か関係あるだろ、お前ら……」


　呆あきれたように、ジャン。


「…………」


　言われたイッコは、ぎりっ、と歯は嚙がみし、しばらく沈ちん黙もくしていたが。


「ま……やっぱり、これ以上、隠かくすのは無理……か」


　疲つかれたように、諦あきらめたようにため息をつくと。手で自分の黒くろ髪かみをかきあげながら、


「父親」


　唐とう突とつに──短く、そんな事を言った。


「……？　チチオヤ……？　何が？」


　いきなりそんな事を言われても、理解できるハズもなく。


　頭上にハテナマークを浮うかべながら、オレ達六人はマヌケに聞き返す。


「だ、だから。父親よ、父親！　パパ！　父上！　オヤジ！　ダディ！」


「いや、だから……父親がどうしたんだよ？」


　オレ達は本気でワケが分からない。


「ど、どうしたって！　アンタ達がアタシ達の関係の事聞いたんでしょうが！　あのオッサンは、アタシの父親！　これ以上、どう分かりやすく関係説明すりゃいいのよ!?」


「は……？」


「え……？」


　止まる、時間。


「は？　え？」


　最初は、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくだけだったが。


「はぁっ!?　えぇぇぇぇぇ!?」


　段々、脳みそが、事態を理解し始めた！


「ち、父親ぁぁぁぁぁ!?」


　一分くらい遅おくれてから。


　オレ達は、ようやく、驚きよう愕がくの叫さけび声を上げた！


「な、何言ってんだ、お前！　それだとお前は、あのオヤジの娘むすめって事になっちまうぞ!?　いいのか!?」
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　ジャンがものすごい心配そうに言ったが、


「よ、よくないわよ！　よくないけど！──仕方ないじゃない……」


　何かを諦あきらめたような、ため息交まじりな声で、イッコは言う。


「え……ええぇぇ……？」


　その投げやりなイッコの様子が……逆に、この話が、ウソでも冗じよう談だんでもないことを、オレ達に伝わらせた。


　ど、どういう事？


　あ、あのしょーもないオッサンが、イッコの親父おやじだって!?


「で、でも、おかしくないスか？」


　かなり混こん乱らんした様子で、声をあげたのはケンジだった。


「お、親子だったら。湖で初めて顔合わせたとき、なんで、お互たがい気づかなかったんスか……？」


「……アンタらには話してなかったけど。ウチの親父はね。アタシが一歳さいになるちょっと前に、行方ゆくえ不ふ明めいになってんのよ」


　吐はき捨すてるように言うイッコ。


　そ、そうだ……それは知ってる。


　イッコの父親は、だいぶ昔にイッコママにサンク・マリカ大だい聖せい堂どうを買ってあげるために、フランから去さっていった。


　その父親をフランに呼び戻もどす通信手段として、イッコはサンク・マリカ大聖堂を買って、ニュースにしようとしてたんだけど……


「貧びん乏ぼうなウチに、あの親父の複ふく写しや画がなんて当然ないし。アタシは当然アイツの顔を知らなかった。同じように、アタシの一歳の時の顔しか知らないアイツに、当然、一八歳になったアタシの事は分からない。お互い、一七年ぶりだったのよ……!?　顔見ただけで、気づけるわけないじゃない……」


　少しだけ悲しそうに、イッコ。


「そういえば……！」


　と、何かを思い出したように呻うめいたのは、ケンジ。


「あのオッサン。自分の故郷に、妻と娘を残して、天空郷を探している……みたいな事言ってました……！」


「あ……！　言われてみれば、オレもそれ聞いた……！」


　オレも発言。そう、アスベルフロウの山小屋前で、マジックドールに囲まれた時、シャバオさんは、そんなような事を言ってたような……。


　オレ達の言葉を聞いたイッコは、


「もちろん、本人に白状させない限り、アイツが一〇〇％アタシの親父だとは言い切れない。けど、指名手配のチラシでアイツの名前が、ウチの親父と同じ〝シャバオ〟だって知った時……なんか……分かっちゃったのよ……コイツが親父なんだって……」


　悲しいのか、怒おこってるのか、情けないのか……浮うかない声で、イッコは言う。まぁ、シャバオなんて妙みような名前の人、世界に何人もいないだろうしなぁ……確かに可能性は、かなり高いかも。


「でも……こうして事情を話したからには、協力してもらう」


「きょ、協力？」


　イッコにいきなり言われ、オレ達は顔を見合わせる。


「そう、協力。アタシは、ママの為ために、なんとしてもあのオヤジをフランへ連れて帰りたいの。なんとしても……！　だから……もしまた遭そう遇ぐうしたら、みんなにも、アタシがアイツを捕つかまえるのを協力して欲ほしいの。お願い！」


　頭を下げながら言うイッコ。


「い、いや。協力するのは、もちろんいいけど……」


「けど、そんな都合よく、遭遇できるかぁ……？」


　オレとジャンは、ちょっと不安にそう言った。


　するとイッコは、意外にも爽さわやかな笑え顔がおを浮かべた。


「大だい丈じよう夫ぶ。クロエも言ってたじゃない。〝探し人との再会〟って。あれ、アタシとシャバオの事を指してると思わない？」


「あ……！」


　言われてみれば……確かにそうかも……？


「それに、アタシ自身、また遭遇する確信がある。アイツとアタシは、絶対、この天空郷で顔を突つき合わせる事になる……！」


　グッ、と拳こぶしを握にぎり、力強く呟くイッコ。


　うーむ、しかし、ここにきて重大な問題が持ちあがってきたなぁ……。


　父親をフランへ呼び戻す事は、イッコにとって、人生を賭かけて取り組んでいた問題。


　その為に、いろいろ犠ぎ牲せいにして、二〇億貯ためようとずっと頑がん張ばってたんだから……！


　なんとか成じよう就じゆさせてやりたい。


「よし。その時は、オレ、まっさきにイッコに協力する！」


　オレは宣せん言げん。


「そうだな。だいたい、あのオヤジには、いろいろ借りがあるんだ。思う存分、ふん縛じばってやろうぜ……！」


「ですね……！」


　手の骨をパキポキ鳴らしながら、残りのメンバーも頷うなずいている。よっぽど恨うらみがあるらしい。


「ありがと。ま、でも、クソオヤジの事は、とりあえず頭の片かた隅すみにとめといてくれるだけでいいわ。こんな場所まで来た以上、そう簡単には地上には戻れないだろうし、アイツもどうせここからは逃にげられない。


　それよりまず、例のウソがつけなくなる薬を手に入れる事に集中しましょ。指名手配を解かなきゃ、フランにだって帰れないしね……！」


「しかし……そう考えると、シャバオもそうスけど。サラディン・オズが天空郷に付いてきてくれたのも、案外幸運だったかもしれないスね」


　ケンジが、ふと言う。


「幸運？」


「ええ。天空郷では、サラディン・オズの特別指揮官の肩かた書がきも、何の役にも立たないし。一体だけついてきた護ご衛えいのマジックドールも、結局シャバオさんだったんだから、ここにはアイツを守るものは、何一つない。地上だったら、ウソがつけなくなる薬──イマジンを手に入れた後、アイツにそれを飲ませるのは一苦労だったかもしれませんけど、ここなら、そう難しくはないかもしれない」


「なるほど……！」


　オレ達は、顔を見合わせる。


　状じよう況きよう、ちょっとずつ良くなってるか……!?


「それじゃ、早さつ速そく、ウラヌスに天空城へ案内してもらいましょうよ。来て早々で悪いけど、早速、イマジンを盗ぬすみ出だす計画を立てましょ」


　事も無げに言うイッコ。しかし、来て早々、盗みに入る計画立てるなんて、オレ達もなかなか最さい悪あくの来らい訪ほう者しやだな……。


「んじゃ、マーガス、ウラヌス起こせよ。アイツ、指輪の中なんだろ？」


「あっ」


　そういえばウラヌスちゃん、風船の中に避ひ難なんしてそのままだったっけ……？


「おーい。ウラヌスちゃ～ん？」


　つんつん、と指輪を人差し指でつつきながら、オレはウラヌスちゃんを呼ぶ。


　シーン……。


　しかし──指輪からは、何の反応もない。


「あれ……？　ウラヌスちゃ～ん？　もう天空郷ついたよ？　おーい」


「そっちではない。こっちじゃ……」


　ビクッ。いきなり、何もない左の方から呼びかけられ、オレ達はギョッとなった。


　声がした方を覗のぞき込こむと──そこには、地面と祭さい壇だんの頂上を繫つなぐ、石の階段があり──そして、オレからちょうど三メートルほど離はなれた階段の中腹の辺りに、腕うで組ぐみをしながらじっと祭壇を見つめている、半はん透とう明めいの少女──ウラヌスちゃんの姿を発見できた。


　なんだ、ウラヌスちゃん、起きてたのか。


「ウラヌス、アンタ、起きてたなら会話に参加しなさいよ……」


「ウラヌスさん。ウラヌスさんは、サラディン・オズか、マジックドールの中のオッサン見てませんか？」


　ケンジが、一応聞く。


「む？　あぁ、うむ……。妾わらわが目を覚ました時には、その連中はもう祭壇の上にはおらんかった……。定員オーバーで不時着したせいで、妾も、気絶していたからな……」


「そうスか……」


「…………」


「…………」


　ふいに訪おとずれる、なんともいえない沈ちん黙もく。


　オレ達は顔を見合わせた。


　ウラヌスちゃん……何か、元気ない？


「ウラヌス……お前、なんでそんなシケた面つらしてんだ？」


　みんなが抱いだいている疑問を、ジャンが代表して聞く。


「お前、ずっと天空郷帰りたいって言ってたじゃねぇか。その天空郷に、帰ってきたんだぞ？」


「あ、いや、嬉うれしい事は嬉しいんじゃが……」


　と、聞かれたウラヌスちゃんは、自分でもよく分かってないような顔で、首を捻ひねった。


「まさか、ここは天空郷じゃない。とか言い出さないよね……？」


　オレはふと、そんな予感がして、思わず聞いた。


　いや、ホント、なんか全然天空郷に来た、っていう実感湧わかないんだもん。


　が、その不安は、杞き憂ゆうに終わる。


　オレの質問に、ウラヌスちゃんは首を横に振ふって断言した。


「いや、ここはアトラじゃ。間ま違ちがいない。証しよう拠こもある。この祭壇は、地上と天空を繫ぐ、アトラ唯ゆい一いつの港みなと。妾は地上へ降り立つ時、お父様や、大勢のアトラ国民に見守られながら、この祭壇から出発したからな」


「へぇぇ。ここが……港」


　めちゃくちゃ森の中だけど……。やっぱり、地上とは、いろいろ勝手が違うらしい。


「ここがアトラなら、問題ないじゃない。どうしたのよ？　天空郷ではアンタが頼たよりなんだから、アンタがそんな顔してると、アタシ達まで、なんか不安になるでしょ？」


　イッコが言う。うん、ホント、その通りだ。自分の故郷に帰れて、一番喜んでるハズのウラヌスちゃんにこんな顔されたら……なんか、凄すごい、不吉な気分になってくる。


「何かあるなら、ハッキリ言いな。ハッキリ」


　ウラヌスちゃんに詰つめ寄るイッコ。


「うぅむ。では言うが……。どうも、様子が変なんじゃ」


「様子が……変？」


　マジで不吉な事を言われ、眉まゆをひそめるオレ達七人。


「変、とは？」


「む……。たとえば、この祭壇。さっきも申したが、この祭壇は、アトラにとって唯一無二、かけがえのない神聖な場所じゃ。妾がいた頃ころは、常に城の者が交代で手入れし、鏡のように磨みがかれておった。が……」


　な、なるほど。そりゃ、確かに変だ。


　何な故ぜならこの祭壇は、手入れなんて言葉とは程ほど遠い──どれだけの間放置されてるのか分からないようなコンディション……！


「出で迎むかえがないのもおかしい。カウンターが使われた事は、天空城にもとっくに伝わっているハズじゃからな」


　怪け訝げんな顔で言うウラヌスちゃん。聞いてるうちに、ますます不安になってきた……。


　しかしウラヌスちゃんは、どんどんオレ達を不安にさせるような内容の話を続ける。


「この異様な静けさも、妾は腑ふに落おちん。この祭壇がある場所は、アトラの最さい南なん端たん。確かに決して賑にぎやかな場所にあるワケではない。


　しかしここから北に一〇分もいけば、そこはもう、アトラの城じよう下か街まち……。妾は天空郷にいた頃、城を抜ぬけ出して何度かここへ遊びに来た事があったが、その時城下街のざわめきは、間違いなくここまで響ひびいておった。それなのに……」


　またしても、なるほど……。


　確かにいまオレ達の耳には、城下街のざわめきなんて、全く耳には入ってこない。


　それどころか、この森からは、動物や虫の出す物音すら、ほとんどしない。なんというか……忘れ去られた様な……そんな物悲しい静けさに、この森は満ちている。


　シーン。不気味な沈黙が、オレ達を包んだ。


「もしかして、ウラヌスさんがいない間に、天空郷で何かあったんじゃ……」


　ケンジが聞いたが、


「いや……。婿むこ探しは、五年以上エクスカリバーを抜く人間が現れなかった場合。もしくは、アトラで何かあった場合には、強制的に終しゆう了りようし、王女は天空郷へ帰き還かんさせられる掟おきてになっておる。アトラで何かあったなら、妾がまだ地上にいたのはおかしい」


　ウラヌスちゃんは断言する。


　けど……だったら、オレ達の周りに確かにある〝異変〟はなんなんだ……？


「ここで考えてたって、仕方ないわ」


　イッコが言う。


「とりあえず森を抜けて、その城下街とやらまで行ってみましょうよ？　そこまで行けば、いろいろ分かるでしょうし。それでいい？　ウラヌス」


「う、うむ」


　不安そうな表情で、頷うなずくウラヌスちゃん。自分の故郷の問題だもん、やっぱりウラヌスちゃんが、一番不安だろうな……！


　というワケでオレ達は、アトラの城下街へ向かうため、祭壇を降り、暗く静かな森を進み始める。


　しかし、森を抜け、オレ達を待っていたのは──誰も予想できない、想像を絶する光景だった。





　　　　※




　森を抜けた瞬しゆん間かん。


　地上で見るより遥はるかに青い──目が痛いくらい綺き麗れいな青空が頭上に広がった。


　そして同時に、視界全体にアトラの城下街が広がる。


　瞬間。


「バカ……な……」


　ウラヌスちゃんは、搾しぼり出だすようにそんな言葉を口にし──崩くずれ落おちた。


　そしてエクス・ガリバーの七人は、そんな言葉すら口に出す事ができず、ただただ、圧あつ倒とうされ立ち尽つくす。


　天空郷アトラの城下街。


　一言で言うなら、そこはもう──街とは呼べない状態になっていた。


　もしかしたら、気の遠くなるような昔には、石造りの家──と呼ばれてたかもしれない朽くち果はてた石の残ざん骸がいに、蔦つたや蔓つるが、気味悪いくらいに絡からみ付ついているだけ。


　道だったらしい場所には、巨きよ大だいな木が我わが物顔で乱立しているし。


　日が当たっていない場所には、見たこともないようなキノコがビッシリ密集している。


　時に忘れ去られ、森に埋うもれた街──この光景を見た瞬間、そんな言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。


「……お城がある」


　ドノヴァンが、ボソッと呟つぶやく。


　確かに──遥か遠く、数十キロ向こうまで続く廃はい墟きよ郡ぐんの向こう。


　そこに、小高い丘おかがあった。そしてその丘の斜しや面めんには、頂上へ続く、かなり長い階段があって。そしてその階段の先、丘の頂上に、城らしき建物がある。


　しかしその城も、オレがここから見る限り、やはり朽ち果てているように見えた。


「アトラは……どうなったというのだ……!?　何な故ぜ妾わらわは、天空郷へ戻もどされなかったのじゃ……!?　お父様は……お母様は……」


　真っ青な顔で、カタカタ、微かすかに体を震ふるわせ始めるウラヌスちゃん。


　その質問に答えられる人間は、オレ達七人の地上人の中には、当然一人もいなかった……。





　ウウウウゥゥゥゥゥ──！


　その時、突とつ然ぜん！


　不気味な──警報音の様な音が、廃墟一帯に響き渡わたり始めた。


「な……なんだ!?」


「ウ、ウラヌス！　これ、なんの音なの!?」


「し、知らん！　妾はこんな音、聞いた事がない！」


　オレ達は、嫌いやなドキドキを感じながら、全員で身を寄せ合う。


　この音は、オレ達が城下街に踏ふみ込こむとほぼ同時に流れ始めたし──オレ達が原因で鳴り出したんじゃないか!?


　この不気味な音──歓かん迎げいを表すファンファーレに、こんな不気味な音を鳴らすハズがない。オレ達、〝誰か〟に、〝敵てき〟と見なされてる……!?


　その時だった！


「何してるのあなた達!?　死ぬ気!?」


　いきなり背後──オレ達が今進んできた森の中から、切せつ羽ぱ詰つまった女の声が聞こえてきた。


「えっ!?」


　ぎょっとなって振ふり返る、オレ達八人。


　そこには──少女がいた。


　ポニーテールにまとめられた、銀色の髪かみ。いかにも体育会系、負けん気の強そうな、墨すみ色いろの瞳ひとみ。


　見た目は一〇歳さい前後、手に、自分で造った様な、形の悪い弓を携たずさえている。


「似てる……」


　エクス・ガリバーの七人は、一いつ斉せいに、ある人物に視線を向けた。


　そう。突然姿を現したその少女は……どことなく、ウラヌスちゃんに似ていた。


「お、お主ぬし！　アトラの人間か!?」


　驚きよう愕がくの表情で、ウラヌスちゃんが尋たずねる！


「当たり前でしょ!?　いいから早くこっちに来て！　こんな所で固まってるなんて、あなた達、バカじゃないの!?」


　ダッ！　言い終わらないうちに、ポニーテール少女は森の奥おくへと駆かけ始めた！


「お、おい!?　どうする!?」


　いきなりの展開に、大混乱のオレ達。


「ど、どうするったって、ここにいたら、死ぬって言われてんだ。追うしかねぇだろ！」


「そ、そうじゃ、頼たのむ！　あの女を追ってくれ！　アトラがどうなっているのか、妾は、あの女に聞かねばならん！」


　必死に言うウラヌスちゃん。


「そ、そうね……。ま、どっちにしろ、情報は欲ほしいし。いいわ、あのポニテを追いましょ。行くわよ！」


「おっしゃ！」


　ダッ！　というワケでオレ達は、せっかく森を抜けたのに、再び城下街から離はなれ、森の中へと戻っていく。





　ウウウウゥゥゥゥゥ──！　警報が鳴り続ける中。


「早く、早く！　中に入って！」


　先行していたポニテ少女は、二、三分森を走った所で立ち止まり、いきなりオレ達にそう呼びかけた。


「え？　中に入ってって……？」


　意味が分からず、オレ達はキョトン、と立ち尽くす。


　森のど真ん中。家なんかどこにもないし、身を隠かくすための穴すら、どこにも見当たらないけど……。


「ライカ！　何をやっている！　また警報を鳴らしたのか!?」


　と、マゴついてると、いきなり頭上から声がした。


　見ると、オレ達のすぐ右横に立っていた、高さ三メートルくらいの、お墓のような石せき柱ちゆうの上に──一人の男の姿。


「父さん!?」


　岩の上にいたのは、かなりマッチョな体格、長い銀ぎん髪ぱつを垂らした四〇前後のオッサン。


「なんでよ！　私じゃないわ！　よそのシェルターの奴やつらが、城下街にノコノコ踏み込んでたの！」


「よそのシェルター……？　ここ以外に、まだ残ってたシェルターがあったのか……？」


　まじまじとオレ達の方を見つめながら、マッチョ親父おやじ。


「ねぇ！　そんな事より、この人達、中に入れるよ!?」


「あ……ああ。そうだな。仕方あるまい。急げよ」


　シュンッ。そう言い残すと、いきなり、マッチョ親父の体が、石柱の上から消失。


「さ。話聞いてたでしょ？　早く中に入って！」


　ポニテ少女──確かライカとか呼ばれてた──は、血相を変えてオレ達に顔を向け、怒ど鳴なってくる。


「い、いや。話、聞いてた事は聞いてたけどよぉ？」


「う、うん。あの……正直、全然流れが理解できないんですけど？」


　オレとジャンは、恐おそる恐る、手をあげ意見。ライカは憤ふん慨がい！


「なんでよ!?　シェルターの中に入るだけでしょ!?」


「い、いや、だから、そのシェルターってなんなの……？」


　この天空郷人、怖こわいんですけど……。


「ま、待て……」


　と、その時。黙だまって話を聞いていたウラヌスちゃんが、オレとジャンの前に踏み出し、そして、マッチョ親父が座すわっていた石柱を呆ぼう然ぜんと見つめながら言った。


「これは……アトラの国宝、カモフ・シェルターではないか!?　何な故ぜ、この様な場所に放置されておる!?　他の人間の目はごまかせても、王女である妾の目はごまかせんぞ!?」


　身分を明かし、怒いかり狂うウラヌスちゃん。が。


「はあ？　王女？　それ、冗じよう談だんのつもり？　いいから、早くしてよ!?　もう、私、先に入ってるからね！」


　ライカは、ウラヌスちゃんを全く相手にせず、石柱に手を触ふれ──シュンッ！


　その瞬間、オレ達の前から、姿を消す。


「ば、馬ば鹿かな……妾の事を知らんというのか……？」


　呆ぼう然ぜんとするウラヌスちゃん。


「ウ、ウラヌスちゃん。ボーっとしてる場合じゃないよ！　これ、どうやって入るの!?」


　オレ達は、ワケが分からずウラヌスちゃんに聞いたが、


「う、うむ？　あ、ああ。これはカモフ・シェルター。手を触れれば、中の空間に転移できる」


　シュンッ！　言うなりウラヌスちゃんも石柱に手をやり、オレ達の前から姿を消した。


　それを見て。オレは思わず言う。


「なぁ……なんかまた、ものすっっっっっごいややこしい展開に巻き込まれ始めてる気がしてるの……オレだけ？」


「いや……たぶん、全員だと思うぜ……？」


　シュンシュンシュンシュンシュン！


　なんか、ガックリ肩かたを落としながら、オレ達は、七人同時に石柱に手を触れ、同時に、中の空間へと転移する。


　絶対ややこしい話になるぞ、コレ……。










　パート５・天てん空くう郷きようの真実







「お、おお……？　すげぇ、中はこんな広いのかよ……。どういう仕組みになってんだ？」


　石柱──カモフ・シェルターとやらに飛ばされた先は、なんというか、蟻ありの巣すの様になっている場所だった。小さな洞どう窟くつ、と言ってもいいのかもしれない。


　三六〇度、常に壁かべが青白い燐りん光こうを放って、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。


「あれ？　さっきの女の子いないねー？」


　と、ノンが言った。


　ホントだ。転移した先にいるのは、オレ達七人とウラヌスちゃんだけで、ライカって子も、あのマッチョ親父も、どこにもいない。


　数メートル先で、道が三つに分かれてるんだけど、どれかの道に進んだんだろうか……？


「あ、あのぉ。オレ達、どうすればいいんですか？」


　なんかマヌケだけど。どうすればいいのか分からないので、とりあえずオレは呼びかけてみる。


　その瞬しゆん間かん！　ダダダダ──ポニーテール少女、ライカが一番右の道から猛もう然ぜんと戻もどってきて、ガッ！　飛とび掛かかるように、オレの口を、右手で塞ふさいだ！


（か、勘かん弁べんしてよ！　警報鳴ってる間にそんな大声出したら、ここに隠かくれ住んでる意味ないでしょ!?）


　小声で、泣きそうな顔になりながら、ライカが言う。


　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ……。


　その時。オレ達の背後──壁のすぐ向こうから、こっちに近寄ってくる足音が聞こえてきた。


（全員……もう喋しやべらないで。息も……できるだけ止めて）


　本当にかすかな音量で、ライカが全員に指示。


（…………）


（…………）


（…………）


　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ……。


　数十秒後──背後から、足音は遠ざかっていく。


「……行ったみたいね。……警報も止やんだみたい」


　そう呟つぶやくと、ライカはオレの口から手を離はなし、そして大きくため息をついた。


「ハァァ……。よかった。ホント、なんなの？　あなた達。いままで、よくそれでアトラで生きてこれたわね……」


　呆あきれるように言うライカ。


　ていうかオレ達、ついさっきまで地上にいたからなぁ……。


「お、お主ぬし……ライカとかいったな!?」


　と、外の敵てき（だったのか？）が去って早々、ウラヌスちゃんが、ライカに詰つめ寄った。


「お主、本っっ当に妾わらわの事を知らんのか!?　ウラヌス・オム・セーヌ・アトラ。天空郷の王女であるぞ!?」


　再び必死に自分の身分をアピールするウラヌスちゃん。が。


「はいはい。それはよかったわね。……にしてもあなた、なんか、随ずい分ぶん体透すけてない？　なんかの亡ぼう霊れい？」


　ライカにはまったく信じてもらえず、亡霊呼ばわりされている。


「せ、精神体も知らんのか!?」


　ウラヌスちゃんは、悲鳴のような驚おどろきの声をあげている。


「で、では、いくらなんでも、父上の事なら知っておるハズじゃ！　天空王の事じゃ！　王はどうした!?　王がいながら、城下街は、何故、あのような事に!?」


「王……？　王って、長ちよう老ろうの事？」


「ちょ、長老じゃと……？　貴様……天空王まで知らんというのか……？」


　もはやウラヌスちゃんは驚きを通り越こし、呆ほうけたような表情で呟いている。


「ライカ」


　と。その時だった。


　ライカが現れた道から、いきなりマッチョ親父が姿を現し、ライカを呼んだ。


「父さんにその連中の話をしたら、急いで連れて来いと言ってる」


「おじいちゃんが？　わかった。ちょうどいい、連れて行く」


　そう答えると、ライカはオレ達に向かってくるりと振ふり返り。


　そして言った。


「よかったわね。おじいちゃん──長老が、あなた達を呼んでるってさ」








　というワケでオレ達は、石柱に入らされたと思ったら、今度は〝長老〟とやらがいる部屋へ案内される事になった。


「入って。ここがおじいちゃんの部屋」


　蟻の巣の中の一番深部、その通路の突つき当たり。


　身を屈かがめてなんとか潜くぐれそうな穴へ、先頭のライカが入っていく。オレ達もライカに続き、穴の中へ入った。


　穴の中には──旧エクスの男子部屋とそんなに変わらない程度の小さな空くう洞どうを利用した、長老の部屋のわりには──なんともこぢんまりとした部屋が広がっていた。


　何も物のない部屋だった。


　あるのは、何か藁わらの様なものを編あんで作られた古ぼけた敷しき物ものくらい。


　四方が例の青白く光る壁をアテにしてるのか、穴倉の中なのにランプすら置かれてなくて、けっこう薄うす暗ぐらい。


　そんな、何もない部屋の中。


「ウ……ウラヌス様!!」


　叫さけんだのは、敷物の上にのっていた、ずんぐりむっくりな体型、右目に茶色でボロボロの眼がん帯たいをはめた老人だった。あの人が、長老……？


（だ、誰？　知り合い？　呼ばれてるけど……）


　オレは小声で隣となりのウラヌスちゃんに聞いたが、ウラヌスちゃんは首をかしげて、


（いや……まったく知らん顔じゃ……。しかし、どこかで見た事があるような……？）


　矛む盾じゆんしたひとり言を呟いている。


「ど、どうしたの？　おじいちゃん」


　いきなり叫さけんだ老人に、ライカはきょとん、とした表情を浮うかべていたが、


「ライカ。お前は席を外はずせ。わしは、このお客人たちと、ちょっと話がある」


　老人は気難しい顔、有う無むを言わせぬ口調でそう呟く。


「えぇ～。でも……」


「席を外せ」


「…………。分かりました」


　ちょっと納なつ得とくいかない様子だったが──ライカはしばらくオレ達を見た後、たたっと無言で長老部屋から出て行く。


　そして。


「お久しぶりですウラヌス様。まさか……あなた様とこうして、また話ができる日が来ようとは……」


　ライカが出て行くや否いなや。老人が、感動に打ち震ふるえる声で、ウラヌスちゃんに話しかけてきた。お久しぶりです、またこうして話ができようとは……って事は、やっぱり、前に会った事があるって事だよな。


　オレはもう一度ウラヌスちゃんの方を見たが、ウラヌスちゃんは首を横に振り、


「ま、待ってくれ、長老。その……言いにくいのじゃが。妾は、お主の顔に見覚えがない。王家の人間として、会った事のある人間の顔はほとんど覚えているハズなんじゃが……許ゆるしてくれ」


　本当に申し訳なさそうにそう白はく状じようした。


　しかし、そんなウラヌスちゃんに、老人は首を振り、ワケの分からない事を言い始める。


「無理もありません。いえ……分かるハズなどないのです。しかし、こう言えば、分かってもらえるのではないでしょうか。


　──調理場の下働きの、ニコ」


「……ニコ？」


　怪け訝げんな声をあげるウラヌスちゃん。


「誰だれ？　ニコって？」


　オレは聞く。


「ニコは、天空城の調理場で働いていた、妾より一つ年下の子供じゃ。生まれつき目を患わずらっておったが、誰より明るい男子で、妾はよくニコと遊んでおった。


　で？　ニコがどうしたというのじゃ？　お主は、ニコの祖父か何かか？」


　ウラヌスちゃんに聞かれた長老、首を横に振る。


「ウラヌス様。……この眼帯に、見覚えはございませんか？」


　自分の、ボロボロの眼帯を指差しながら、長老は尋たずねる。


　それを聞いた瞬しゆん間かん、ウラヌスちゃんは、凍こおりついたような声をあげた。


「その眼帯は……妾がニコの誕生日に贈おくった物……!?」


「お久しぶりです、ウラヌス様。調理場の下働きの──ニコでございます」


　ぽろぽろと涙なみだを流しながら言った長老のその言葉に──全員が、絶句した。





「ウ……ウソをつくな！　ウソだぁ！」


　ヒステリックな叫び声をあげたのは、ウラヌスちゃん！


「そんな事……！　あるハズがない……そんな事……！」


　ガクガクガクガク……狂ったように震えながら、青ざめた顔でウラヌスちゃんは言う。


「お、落ち着け、ウラヌス！　落ち着け！　ウラヌス！」


　ジャンが何度も呼びかけているが、ウラヌスちゃんは、なかなか震えを止めない。


「ちょっとジーサン……。アンタ、ウチのウラヌスをこんなに怯おびえさせといて。これで冗じよう談だんだったりしたら、タダじゃおかないわよ……！」


　そんなウラヌスちゃんを庇かばうように、前に立ちはだかったのはイッコ。殺気の漲みなぎった目で、長老を睨にらみつける。


　しかし老人は泣きながら首を振ふり、


「ウソではございません……！　城を抜ぬけ出して、森の祭さい壇だんを見にいった事も。そして、そこで生まれつき右目が不自由だった私に、この眼帯を下さった時の事も！　私は、すべて、鮮せん明めいに、覚えております！」


　必死な口調で叫んでいる。


「では……では、本当に、お主はニコだというのか……!?」


　青ざめた顔で、ようやく受け入れたように、ウラヌスちゃん。


「でも、おかしいじゃない……！」


　イラついた声でウラヌスちゃんに言ったのは、イッコ。


「だって、天空郷にいた時、ニコってアンタの一つ年下だったんでしょ。でも、このジーサン、どうみたって八〇は超こえてる。だったら……だったら、アンタは何十年、地上に放置されてた事になるのよ!?」


　天空郷そのものに怒いかりをぶつけるように、イッコは言う。


「その理由もすべてお話しします。しかし、これから私が語る話は、恐おそらくウラヌス様の心を深く傷つける事になるでしょう……。ウラヌス様……」


「構わん……！　包み隠かくさず、全すべて話せ」


　震える声で、ウラヌスちゃん。


「妾わらわが何な故ぜ、こんなにも長い間、回収されなかったのか──そして、何故、城下街があのような無残な姿になっておるのか──妾は……妾は、真実が知りたい……！」


　絞しぼり出だすような声で、ウラヌスちゃんは、なんとかニコに聞く。


「わかりました……」


　そして、沈ちん痛つうな面おも持もちの長老の口から、ウラヌスちゃんがいない間の……天空郷の真実が語られるのだった。





「遠い記き憶おくです。しかし昨日の事のように思い出せる。ウラヌス様が地上に発たたれたのはいまから八〇年前……！」


　長老は、ゆっくり語り始める。


「八〇年……!?」


　その重すぎる数字に、オレ達は言葉を失なくす。


　て事は、ウラヌスちゃんは、八〇年もの間、地上で一人ぼっちで放置されてたっていうのか……!?


「ウラヌス様もご存ぞん知じの通り、五年以上エクスカリバーを抜く人間が現れなかった場合……もしくは、アトラで何かあった場合……アトラでは、婿むこ探しに出た王女は、天空郷へ強制的に帰き還かんさせる掟おきてになっていました」


「そうじゃ……それなのに、何故……」


「──意い思しのある大地──」


　ウラヌスちゃんの質問に。


　長老は、短く、そう答える。


「ウラヌス様は、意思のある大地に迷い込んでいたのではありませんか？」


「……マーガス……」


　聞かれたウラヌスちゃんは、長老の問いに答えず、剣けんを引き抜いた張本人──オレに、救いを求めるような眼まな差ざしを投げかけてきた。


　あ、そ、そうか。そういえばウラヌスちゃんには、オレがどこでエクスカリバーを手に入れたのか、まだ話していない……。


　イシちゃんも、ウラヌスちゃんとは眠ねむってる間に潜せん在ざい意い識しきで喋しやべったとか言ってたから、ウラヌスちゃん自身は覚えてないんだろう……。


「うん……。ウラヌスちゃんがいたのは、地上でいうところの、前人未到領域ノース・エンデ。たぶん……長老が言う、意思のある大地の事だと思う」


　なんか微び妙みように言いづらかったけど……オレは、事実をありのままに伝える。


　その瞬間だった。


「そうか……妾は、意思のある大地に落ちてしまったのか……」


　ガクッ。何もかもを理解したように、ウラヌスちゃんは膝ひざを折おって崩くずれ落ちた。


「お、おい!?　ウラヌス!?」


「ど、どうしたの!?　前人未到領域ノース・エンデだと、なんかマズかった!?」


　オレとジャンが、焦あせって聞いたが、


「アトラより進んだ文明を持つ連中が造ったと言われている、意思のある大地……。そこに迷い込んだエクスカリバーは……精神が大地と交まじりあって、アトラからは探せなくなる……」


「そ、そんな……そうなの!?」


「で、でも。ちょっと待ってよ！」


　納なつ得とくいかないように口を挟はさんだのはイッコだった。


「いくら探しにくい場所に落ちたからってさ。八〇年も時間あったのよ？　そういう場所に落ちた時の事だって、ある程度想定はしてるだろうし。天空郷っていろいろ進んでるんだから、根気よく探しさえしたら、そんなの絶対見つかったハズよ！」


「それが、根気よく探す事が、難しい状じよう況きように追い込まれたのです……。あなた達も……あの朽くち果はてた、墓ぼ標ひようの様な城下街を見たでしょう？」


　悲しげな顔で、長老は言う。


「そうか……！」


　声をあげたのはケンジ。


「ウラヌスさんが行方ゆくえ不ふ明めいになった時期と前後して、あの城下街──というか、恐らく、アトラ全体に、何か事件が起こったんスね？　だから、ウラヌスさんの捜そう索さくは続行が不可能になった……！」


「そうなのか……!?」


　目を見開いて、ウラヌスちゃんは、長老を見ている。


　長老は、ウラヌスちゃんをまっすぐ見み据すえながら頷うなずいて──話を続けた。


「ウラヌス様が行方不明になった後、天空王はあらゆる手を使って、ウラヌス様を探し出そうとされました。もう、本当に、何もかもを投げ打って……。しかし、そんなウラヌス様の捜索が、三年ほど経けい過かした頃ころ──アトラに、とある事件が起こりました。


　王が──病やまいに倒たおれられたのです」


「お、お父様が……？」


　長老は、悲痛な面持ちで頷く。


「当時の天空郷でも治なおせない奇き病びようでした……次し第だいに王の体調は、アトラの指導者として活動していく事が難しくなるほど、悪化しました。すると、次に巻き起こるのは、」


「次期天空王の選出……！」


　ウラヌスちゃんが、鋭するどい目つきで言う。


「はい。その前に、ウラヌス様が婿を連れて天空郷へ帰還していたら……その婿が次期天空王になり、何も問題は起こらなかったでしょう。いえ、婿がいなくとも、ウラヌス様さえいれば、次の王は、ウラヌス様だったのです。しかし当時、ウラヌス様の行方は、依い然ぜん全く摑つかめていなかった……。


　王は死期直前まで、ウラヌス様の帰りを待ち、王位継けい承しようを拒こばんでいました。しかし、さすがに、王位を継承しないまま逝いくわけにもいかない。


　そして……王は仕方なく当時の第二継けい承しよう候こう補ほ──プルート王政補ほ佐さに、王位を譲ゆずられたのです」


　悔くやしそうに声を震ふるわせながら、長老。


「プルート!?　バカな!?」


　そしてその名前が出た瞬しゆん間かん。ウラヌスちゃんは、血けつ相そうを変えて叫んだ。


「プ、プルート……？……誰なの？」


　なんか話のスケールがでかすぎて、圧あつ倒とうされまくってるけど、なんとか、オレは聞く。


「お父様の弟だ……！　己おのれの私し利り私し欲よくのために、民たみから甘あまい汁しるを吸うようなロクでもない男で、お父様も、プルートの扱あつかいには、いつも苦心しておられた……！」


「ええ。しかし継承順位が二番な以上、プルートが王になるのは避さけられませんでした。そしてプルートは、あなたのお父様の後を受けて、天空王に就しゆう任にんした……！」


「あんな奴やつが、まともな政治をするハズがない……！」


　いかにも不快そうに顔を歪ゆがめながら、吐はき捨すてるウラヌスちゃん。


「おっしゃる通りです。……案の定、プルートは、アトラ史上最悪の悪政を敷しいて民の大反発を招き、僅わずか数か月で、王の座から滑すべり落おちる事が決定しました……」


「フン。当然の結果じゃ。いい気味じゃ」


　鼻息荒あらく宣言するウラヌスちゃん。


　そんなウラヌスちゃんを見て、長老は一瞬微笑ほほえましそうに笑ったけど……


　すぐ、暗い表情になって、


「でもウラヌス様。それが……アトラの悲劇の始まりだったのです」


　暗い口調で呟つぶやいた。


「ひ、悲劇って。どうなったの？」


　なんか段々、地上人のオレまで、話に引き込まれ始めた。


　微妙に身を乗り出しつつ、オレ達は、ウラヌスちゃんより先に老人に聞く。


「プルートは……王の座から降りる事を、頑かたくなに拒こばんだのです。そしてプルートは、とんでもない事を始めた。


　親しん衛えい隊たいを使って、城内と城下街から、自分以外の人間を、一人残らず追放し始めたのです。あっという間の出来事でした。逆さからう者は、みんな殺されました……」


　その当時の恐きよう怖ふを思い返す様な口調で、長老は言う。


「親衛隊……！」


　悔しそうに呻うめくウラヌスちゃん。


「なんなんですか？　その、シンエイタイって？」


　ミニィちゃんが、不ふ思し議ぎそうに聞く。


「……親衛隊とは、アトラ錬れん金きん術じゆつを応用して作られた、王家の人間にのみ従う、千の兵隊達じゃ。そう、地上におった、魔ま法ほう人形に近い。しかし、性能の桁けたが違ちがう。なんせ、一体一体がオルハリコンで造られた、最強の戦せん闘とう兵へい達じゃからな……！」


　オルハリコン製の兵隊が……一〇〇〇体？


　さすが伝説の大地、天空郷アトラ……なんか、戦闘レベルも伝説級……！


「そして、その日を境さかいに、アトラは戦いくさになりました」


　と、長老。


「親衛隊には、城下街、そして天空城に一歩でも入り込んだ人間を、一人残らず抹まつ殺さつしろ、との命令が下されていました。追い出された民や臣下も、城と街を取り返すために、必死に戦いました。戦いは一〇年にも及およびましたが……私達は抵てい抗こうを続けました。何年もかけて計画を立て──天空城へと続く抜ぬけ道を作り──そしてとうとう、天空城の玉ぎよく座ざの間ま、プルートの下もとへ、たどり着く事に成功したのです」


「おお……!?」


　思わず興奮気味に声をあげるオレ達。


「私は、その城へ忍しのび込こんだメンバーの中にいましたから、鮮せん明めいに覚えています……これで、ようやくこの苦しい戦いが終わる……そんな事を考えていました。しかし……そこで、問題が起こったのです」


「問題……？」


「そう。玉座の間に辿たどり着いてはみたものの……プルートが、玉座の上で、既すでに息いき絶たえていたのです……！」


「へ……？」


　深刻な声で、長老は言ったが……オレ達地上人は顔を見合わせた。


　暴ぼう君くんプルートは、玉座の上で、既に息絶えていた……？


（ウラヌスちゃん……それってどっちかっていうと……ある意味都つ合ごうのいい事なんじゃ……）


　オレ達は、ウラヌスちゃんに通訳を求めたが、


「いや、さっきも言ったが、親衛隊に命令を下せるのは、親衛隊が王家の人間と認めている人間のみ。……プルートが死んだ以上、親衛隊に命令を下せるのは、アトラでお父様と、お母様だけになるが……」


　ウラヌスちゃんは、不安げに長老に聞く。


「申し訳ございません。それが……。お二人は、最初にプルートが襲おそってきた時に、城に仕つかえている者全員で、強引に地上へ脱だつ出しゆつさせてしまったのです。その時は、お二人の命を守る事に必死でしたし、まさか、アトラから王家の血を引く人間が一人もいなくなるとは夢にも思っていなかったので……申し訳ございません」


　頭を下げる長老。ウラヌスちゃんは寂さびしげに苦く笑しようした。


「いや……プルートに殺されているよりは何百倍もマシじゃ。二人に代かわって礼を言おう。ありがとう、ニコ。


　……そうか……二人は地上へ。……もしかしたら……妾わらわを探したかもしれんな……」


　気き丈じような笑え顔がおを浮うかべながら、呟くウラヌスちゃん。


　オレ達は、いたたまれない気持ちで立ち尽つくした。


　いくら地上へ逃にげたとはいっても。八〇年前に、既に、一〇歳さいの子供のウラヌスちゃんを持つ年ねん齢れいだったんだ。


　天空郷人は、寿じゆ命みようもそうオレ達と変わらないみたいだし、どう計算しても、二人は何十年も前に亡なくなってる……。


　やっとの思いで、故郷まで帰ってきたのに……ウラヌスちゃんを待っていたのは……八〇過ぎになっていた、かつての同年代の友達だけ。そんなの……そんな残ざん酷こくな仕打ちがあっていいのか？





「まぁ、でも、だいたい、事情は分かったわ……」


　ため息混じりにいったのは、イッコ。


「つまり、アトラから、王家の血を引く人間が一人もいなくなっちゃって……プルートが親衛隊に下した命令を、解除する事ができる人間もいなくなった。だから、ジーサン達、こんなシェルターに隠かくれ住んでるのね……？」


「お恥はずかしい話ですが、その通りです。プルートが死んで五〇年近く経たつのに……親衛隊は、亡ぼう霊れいの様に、街と城に人間が近づかないよう、守り続けている……」


「でも……ちょっと待って下さい」


　と──。


　何かに気づいたように、顎あごに手をやりながら長老に言ったのは、ケンジ。


「ウラヌスさんは王女なんスよね？　て事は……ウラヌスさんなら、親衛隊に命令して、城と街から親衛隊を排はい除じよする事もできるって事なんじゃ……」


「あっ……」


　ケンジのその言葉で──全員が、ウラヌスちゃんに注視した。


「…………」


　しばらく黙だまっていたウラヌスちゃんは、その視線も、しばらく無言で受け止めていたが……。


「……断る」


「えっ!?」


　唐とう突とつに、ワケの分からない返答を返してきた。


「こ、断るって。何が？」


「妾は現状、精神体じゃ……。親衛隊に命令を下すなら、天空城へ行って、本体を取り戻もどさねばならん……」


「？　な、なら、みんなで取り戻しに行けばいいんじゃない？　アンタだって自分の身体からだに帰りたいでしょ？」


　イッコが言ったが、ウラヌスちゃんは首を横に振ふり、


「危険が大きすぎる。聞いたとおり、天空城は、親衛隊に守られているのだぞ……？　妾が本体まで辿たどり着くためには、少なくとも、マーガスには一いつ緒しよに来てもらわなければならん。妾はマーガスの指輪から、三メートル以上離はなれられんからな。妾は……お主達を、そんな危険な場所に連れて行きたくはない」


　急にしおらしい事を言い出すウラヌスちゃんに──オレ達は困こん惑わく。


「べ、別にいいって……。そんな事」


「そうよ。アタシら、そういう展開慣れてるし」


　オレ達は、言ったが、


「嫌いやじゃ……！」


　ウラヌスちゃんは、頑がんとして譲ゆずらない。


「ウ、ウラヌスちゃん……？」


「もう、妾は……これ以上、妾の事を知ってる者に、いなくなって欲しくはない……！　妾をよく知るものは……もう、お主達しかおらんのだぞ……？　お主達までいなくなってしまえば……妾は、どうすればよいのだ……」


「あっ!?」


　そう言い残すと。ウラヌスちゃんは泣きながら、あっという間に、オレの指輪の中に潜もぐり込こんでしまった。


　ウ、ウラヌスちゃん……。


「あなたが……今回、エクスカリバーを引き抜いた方ですか？」


　と。そんなやりとりを見ていた長老が、オレに声をかけてきた。


「あ……は、はい。そうです」


「ウラヌス様の気持ちを、汲くんであげて下さい……。私は、もう、こんな年だ……。厳げん密みつに言えば、私はもう、ウラヌス様の知るニコではない。別人のようなものです。つまり、本当の意味でウラヌス様が心を通わせているのは、世界中で、あなた方七人だけ……。今のウラヌス様にとって、あなた方は、なにより大事な存在なのです」


　長老は優やさしい声で言うが、


「で、でも。長老さん達はいいんですか？　そりゃ、やっぱり、親衛隊を追い出して、街や城へ戻りたいんじゃ……？」


　オレは、それが気になった。


　長老は笑った。


「なるほど。さすがウラヌス様と結ばれたお方。お優しい」


「あ……いや……その……」


　婚こん約やくは、破は談だんになってまして……。とは言い出せない。長老は首を振り、


「私達の事は、気になさらずに。森での暮らしは、案外、慣なれれば快適なのですから。さぁ、それより、食事にしましょう。八〇年ぶりに、地上人が来られたんだ。天空郷料理をふるまわないと」


　というワケで、元・調理場で働いていたという長老は笑え顔がおでオレ達を食事に招待してくれたんだけど……。


　うーん、ホントに、これでいいんだろうか……？





　　　　※




　食事は、質しつ素そだけど、素す晴ばらしく美お味いしかった。


　特に天てん空くう桃とうが入った、桃もも色いろの天空シチューは、食べたことのないような絶ぜつ妙みような加減で甘あまく、疲つかれ果てたオレ達に、かなりの活力を与あたえてくれた。


　その後、長老が用意してくれた、竜りゆう車しやの荷台の倍くらいの大きさの部屋（穴？）に、オレ達七人は案内される。


　部屋が余っていないので、当面は、ここで七人で寝ね泊とまりして欲ほしい、との事だった。








　長老の部屋と同じく、オレ達の部屋にも、藁わらの様なものを編あんで作られた古ぼけた敷しき物もの以外、何もなかった。布ふ団とんすら。


　天空郷の人達は、こんな寂さびしい環かん境きようでここ数十年、ずっと耐たえ忍しのんでいたのか……。


「どうすんだろうなぁ……」


　その敷物の上に、ゴロン、と横になりながら。ジャンが誰に言うでもなく呟つぶやいた。


「ちょっと。その辺へんは、女子のスペースよ。入ってこないでよ」


「オ、オイオイ。なんで人数多い男子のほうが、狭せまいスペースなんだよ……？」


　ブツブツ言いながらも、ジャンは、オレ、ケンジ、ドノヴァンが固まって座すわってた、部屋の隅すみっこに戻ってくる。


「で？　何が、どうすんだろうなぁ。なの？」


　トッドに貰もらった、水や食料の入ったリュックの中身をゴソゴソ整理しながら、イッコが言う。ちなみにミニィちゃんは縛しばった髪かみをといて、クシでとかしていて、ノンは、全員分のお茶を淹いれていた。なんか、部屋につくなり、全員が全員違ちがうことをやり始めるカンジ……懐なつかしいけどさ。


「ん？　あぁ、いや、これから俺ら、どうすりゃいいのかな、と思ったんだよ」


　少し間があってから。ジャンが、イッコの言葉に答えた。


　うーむ。


　ジャンの言葉に、全員考え込む。


「ウラヌスちゃんは、城には行かないで欲しいって言ってたけど……。結局、イマジンも、城の中にあるんだし。どっちみちオレ達、一度は城に行かなくちゃいけないんだよな……」


　オレは言う。それにイッコが、


「なんだったら、勝手に天空城乗りこんで、イマジン手に入れちゃう？　で、ウラヌスの本体も、アタシ達で蘇よみがえらせてあげれば……」


「うーん……。でも、ウラヌスちゃん、いま、だいぶ参まいってるみたいだし。しばらくは、なんか騒そう動どうに巻き込んだりしたくないよ……」


　オレは指輪を眺ながめながら、呟く。ウラヌスちゃんは、夕食前に指輪に引っ込んだきり、一度も顔を出していなかった。それでもいい。


　とにかく、いまは、そっとしておいてあげたい……。





　ウウウウゥゥゥゥゥ──！





　と──その時だった。


「ん……!?」


「えっ!?」


　不気味な警報音の様な音がどこからともなく鳴り響ひびいて──オレ達七人は全員同時に立ち上がった！


　この音──オレ達が最初に城下街に入った時、鳴った奴やつだよな!?　長老の話を聞く限りじゃ、たぶん、この警報が、例の〝親衛隊〟を呼ぶ音……！


　そして、警報音が鳴り響いて数秒もすると、洞どう窟くつの中が、一気に慌あわただしい物音に包まれ始めた。


「何だ何だ？」


「オ、オレ達は、どうすりゃいいんだよ？」


　とりあえず、状じよう況きようが分からないので、オレ達七人は全員で自分達のいた穴から這はい出だして、共通の、廊ろう下か部分に移動する。


　にゅっ。と、そんな中。ウラヌスちゃんが、指輪の中から、無言で、少し決まり悪そうな顔で外に出てきた。外の異変が、伝つたわったのかもしれない。


　その時。


「どけっ！」


　いきなり、長い銀ぎん髪ぱつを垂たらしたマッチョなオッサンが、オレ達を押おしのけ、そしてどこかへ走っていった。


「あん？　確かあのオッサン、ライカの親父おやじじゃねぇか……？」


　不ふ思し議ぎに思って立ち尽つくしていると、


「お、おお！　お客きやく人じん！」


　今度は、息を切らせながら、眼帯をしたずんぐりむっくりな老人──長老が、オレ達に向かって駆かけ寄ってくる。


「ど、どうしたんですか、長老。なんか、親衛隊を呼ぶ警報が鳴ってたみたいですけど……なんかあったんですか？」


「わ、わかりません。ただ……ライカが、どうもシェルターの中にいないようで……」


「えっ!?」


　青ざめた顔で長老が言った言葉に、オレ達はギョッとした。


「で、では、あの小こ娘むすめが、親衛隊と……!?」


　天空郷に来た時は、モメてたけど。さすがに心配そうな声で言ったのは、ウラヌスちゃん。


「わかりません。とにかく、私は、外へ様子を見にいってきます。お客人方は中へ……」


「い、いやいや、オレらも行きますよ。気になりますもん」


　というワケで、オレ達七人と長老は、連れ立って、


　シュンシュンシュンシュン！


　カモフ・シェルターの外へ転移！





　シェルターの外──巨きよ大だい樹じゆの立ち並ぶ森は、すっかり夜になっていた。


「ていうか……月、デカッ！」


　オレ達は、森の木々の間から見える、月の巨大さに驚きよう愕がくした。


　地上で見るのと、全然違う。夜空に浮うかんでる……というより、天空郷の壁かべみたいに、聳そびえ立たってるってカンジだ。なんか、恐おそろしいな……。


「では、とにかく、少し、城下街の方へ行ってみましょう」


「あ……。じゃあ、ボク、おぶりますよ」


　というワケでオレ達は、老人をおぶったドノヴァンを先頭に、城下街の方へ歩き始める。


「ライカちゃん、普ふ段だんも夜、外に出たりする子なんですか？」


　オレは、ドノヴァンの背中の長老に聞いた。長老は困り果てた顔つきになり、


「実は……そうなんです。無む謀ぼうな事に、あの子の夢は、自分の手で、親衛隊から城下街を取り返す事、でして……」


「えっ!?」


　オレ達は──とりわけウラヌスちゃんは、大きな声で驚おどろいた。


「それで、訓練とか言って、よくトレーニングをしてるみたいなんです……。それには、私も、あの子の父親も、困り果ててまして……」


「あれ？　おじいちゃん？　お客さんも。どうしたの？」


　がささ。


　その時──オレ達の真横の茂しげみから、銀髪ポニーテール、自信に満ちた瞳ひとみを持つ少女──ライカが、いきなり、めちゃめちゃ普通に登場した。


「もしかして散歩？　だったら、やめたほうがいいわ。さっき、誰かが警報を鳴らしたみたいだから……まぁ、随ずい分ぶん遠い場所からだったみたいだけど」


「こ……この阿あ呆ほう！」


　ガッ！　長老が、ドノヴァンに背せ負おわれながら、ライカに愛のこもったチョップを喰くらわす。


「い、いたぁ。なにするのよ！」


「わ、私達は、お前を心配して探しにきているんだ！　お前の親父など、血けつ相そうを変えて飛び出していきおったぞ！」


「そ、そうなの？　ごめんなさい」


　ぺこ。素す直なおに頭を下げるライカ。


「ふー」





　なんにせよ、すぐ見つかってよかった。オレ達は、苦く笑しようしながら顔を見合わせる。


「ライカ……何度言えば分かる。もう、トレーニングなどやめてくれ」


　と。困り果てたような口調で、ライカの説得を始める長老。


「やだ。いま修しゆ行ぎようを積つんどかないと、将来親衛隊を倒たおせるような女にはなれないもの」


「そ、そんなもの、いくら修行を積んでも無む駄だだ！　親衛隊には、絶対、絶対、勝てん！」


「じゃあ、おじいちゃんは、私には生まれてから死ぬまで、ずっとシェルターでビクビクしながら生きていけって言うの？」


　むっとした顔で、ライカ。


「そ、それは、その……仕方が無いじゃないか」


　完全に孫に圧あつ倒とうされ、しどろもどろに長老。


「そりゃ、おじいちゃんはいいわよ。二〇歳くらいまでは、お城や街で、自由に働いてたりしてたんでしょ？　でも私なんか……生まれてからずっと、決まった時間しか外に出ちゃいけないって言われてるのよ。音を立てちゃいけないから、お喋しやべりだって好きにはさせてもらってないし。このままずっと、ずーっと。おばあちゃんになるまで、こんなつまんない毎日送るなんて、私、ぜったい、耐たえられない！　だから、私は強くなって、親衛隊を、最後の一体まで悉ことごとくぶっ飛ばす！　そして、自由な人生を取り戻もどすの！」


　ブンッ！　何な故ぜか、虚こ空くうに正せい拳けん突づきを繰くり出しながら、ライカは宣言。


「あの娘、なかなかイイ事言うわね」


　ふむふむ、とオレの隣となりで、イッコがそんな事を呟つぶやいている。


　あー。確かにあの娘、なんか天空版イッコってカンジするわ……。


「さ。そんな事はどうでもいいから、シェルターに帰ろうよ。私、おなかすいちゃった。おじいちゃん、シチューつくってよ」


「むぅ……どうでもよくはないが……わかった。けど、その前に、お前の親父を迎むかえに行こう」


「はーい。ね、大きい人。私、トレーニングがてら、おじいちゃん背負っていくから。おじいちゃん貸して？」


「え？　あ、うん、はい」


　ドノヴァンは、ライカに長老を返へん却きやく。


　こうしてライカは、自分より一回り大きい長老を、しっかり背負って先頭を歩き出した。





「…………」


　そんな二人を、ウラヌスちゃんがじーっと眺ながめてるのに気づいて……オレは、胸が痛んだ。


「ウラヌスちゃん……もしかして、お父さん達の事、思い出してる……？」


　あまりに真しん剣けんに見てるもんだから……オレは、思わず聞く。


「む？　あぁ、いや、それもあるが……。なんというか……。民たみがいる……と思って」


「……へ？　民がいる？」


　今ひとつ意味が分からず、オレはマヌケな声をあげる。


「そりゃ……民は、どこにでもいるでしょ……？」


　オレは、アホみたいな事を言ったが、ウラヌスちゃんはそれに笑い、


「その通りじゃな。何もかも、変わってしまったが……。それでも、アトラに、民はいる。数は少ないけれど……ああやって、家族が、暮らしておる……！」


　そこまで言うと。


　ウラヌスちゃんは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめ、


「決めた。妾わらわ……本体を、取り戻す！」


　いきなり、力強く宣言した。


「えっ!?」


　いきなりの宣言に、オレ達は驚愕。


「ど、どうしたの！　急に!?　だってさっきはあんなに……」


「そ、そうだよ。無理すんなよ。お前がどんだけ辛つらい思いしてるか、俺ら、ちゃんと分かってるからよ」


　オレとジャンは心配して言ったが、ウラヌスちゃんは首を横に振ふり、


「いま、分かった。妾は王女じゃ。民が一人でもいる限り……王女ウラヌスじゃ。自由に外も出歩けず、生まれてから死ぬまで、シェルターで息を殺して生きる様な民がいるなら……当然、それを救すくわねばならん。お父様とお母様なら……きっと、そうする」


　ゴシゴシと目元を袖そででこすった後、キッと前を見み据すえながらウラヌスちゃん。


　す、すげぇ。こんなに残ざん酷こくな運命に翻ほん弄ろうされてるっていうのに、全然、負けてない。


　ウラヌスちゃん、なんか強くなったか？


　なんかオレは、この時初めて、ウラヌスちゃんに〝王女の器うつわ〟みたいなものを垣かい間ま見みた気がした。


「よく言ったわ、ウラヌス。見直したわ。後は、アタシ達に任まかせときなさい。天空城いって、アンタを、蘇よみがえらせてあげる！」




[image: ]


　イッコが断言。ウラヌスちゃんは申し訳なさそうに、


「すまんが……頼たのむ……。妾は無力じゃ。さっきはあんな事を言っておきながら、結局、お主達に頼たよってしまう事に……」


　と言ってるが、


「どんどん頼っていいよー？　だって私達、お友達でしょー？」


　と、ノンが笑え顔がおで慰なぐさめている。


「そうそう。気にすんな。どーせ、イマジンも取りにいかなきゃなんねーし」


「それにミニィ、精神体じゃないウラヌスちゃんも、見てみたいですぅ☆　精神体じゃ、オシャレできないし。やっぱり、自分の身体からだ、取り戻さないと☆」


　と、ジャンとミニィちゃん。


「それに精神体のままじゃ、アンタが泣きたい時に、胸むねとか、肩かたとか、貸かしてやれないしね。……アンタが身体取り戻したら、思いっきり泣かせてあげるから。それまで、がんばるのよ！」


「ひっく。ひ。ひ。お主達……優やさしすぎるびぇぇぇぇぇぇぇ！」


　結局ウラヌスちゃんは号ごう泣きゆう。オレ達はやれやれと顔を見合わせた。


　まぁ、でも、やっぱりウラヌスちゃんに身体を取り戻してあげたいし。


　だいたい、ちゃんと身体を取り戻さないと『ウラヌスちゃんを無事に天空郷へ送り届ける』っていうイシちゃんとの約束、全然果たした気にならないよ。


「ちょっと！　あなた、何号泣してるの!?　死ぬ気!?」


　前の方で、ライカがブチギレて叫さけんでるのが聞こえてくる。逃にげるように、ウラヌスちゃんは指輪の中へ戻っていた。


「よし。んじゃ、オレ達もシェルター戻りますか」


「今日はさっさと寝ねて。明日、天空城に殴なぐりこみましょう！」





　　　　※




　そして、一ひと晩ばん明あけて。


　天空郷に到とう着ちやくして二日目の、早朝。


　オレ達は、長老に借りた部屋の中で、天空城突入直前、緊きん急きゆう作戦会かい議ぎを開始した。


　会議の進行役は、この会議をしようと言い出した張本人であり、昨日に比べるとだいぶ元気を取り戻してきた、天空郷王女、ウラヌスちゃんが担当。


「えー。ごほん。という訳で、これから天空城へ潜せん入にゆうする作戦を考えたいと思う。進行役は、ウラヌス・オム・セーヌ・アトラ。よろしく頼む」


　ペコリ、と頭を下げるウラヌスちゃん。


「いきなりなんだけど。質問」


　と、イッコがさっそく手をあげ言う。


「ふ、ふむ。まだ何も会議しとらんが……認めよう。なんじゃ？」


「あのさ。いきなり元も子もない事言っちゃうけど。作戦なんか、いる？」


　ホントに元も子もない事を、アッサリ言いだすイッコ。


「な……？　ど、どど、どういう意味じゃ？　それは？」


「いや、ウチらさ。地上にいる時は、あんまり作戦とか関係なく、ガーッって突とつ入にゆうして、ガーッって暴あばれて、ガーッって解決、そんな感じでやってきたんだけど……」


　擬ぎ音おんだらけに説明するイッコ。でも、確かにオレ達、いつもガーッてカンジだわ……？


　が、そんなイッコに、


「お、お主は。昨日の話を聞いておらんかったのか……？」


　呆あきれるように、ウラヌスちゃんは言う。


「天空城を守るのは、最強の軍団、アトラ親衛隊。見つかれば最後、即そく全ぜん滅めつじゃ！」


　脅おどすようにウラヌスちゃんは言ったが、


「そ、そうは言うけどさ。ウチら、その親衛隊見た事ないから、イマイチピンとこないのよね……」


　イッコは言う。確かに、分からんでもないけど。


「でもさ、イッコ。オレら、今回はみんなマイ・ウェポン持ってきてないし。ガッーとやりようないんじゃないの？」


「あぁ。それも、そうか」


「というか。どうも勘かん違ちがいしておるようじゃが。妾がやろうとしている事は、潜入であって、突入ではないぞ？　戦せん闘とうはお主らの死を意味する。だからこそ、緻ち密みつで、慎しん重ちような作戦が必要なんじゃ」


　苦にが々にがしい顔でウラヌスちゃんは言ったが、


「そうは言ってもよぉ」


　と、今度はジャンが挙きよ手しゆ。


「その親衛隊とやらは、街に一歩入っただけで駆かけつけてくんだろ？　そんな中、あの遥はるか遠くに見えた天空城まで、親衛隊とやりあわずに辿たどり着くなんてできんのか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。妾はこれでも天空郷の王女じゃぞ？　この森から城へ通じる抜ぬけ道を、幾いくつも知っておる。恐おそらく、ニコ達も気づいていないものも含ふくめてな。城の中までは、問題なく辿り着ける」


「けど、城の中の親衛隊はどうするんスか？　それこそ、やり過ごしようがないんじゃ……」


　ケンジが怪け訝げんな顔で聞いたが、ウラヌスちゃんはそれに頷うなずき、


「そこでだ。妾わらわは、このメンバーを二つに分ける作戦を考えておる。どうじゃ？」


「二つ？」


「うむ。一つは当然、秘ひ密みつ通路から城へ潜入するチーム。こっちのチームに、イマジンの入手。そして、妾の本体を冷れい凍とう睡すい眠みんから、目め覚ざめさせる仕事をやってもらう。まぁ、イマジンは、妾が本体を復活させ、親衛隊を従したがえた後、ゆっくり取りに行けばよいから……とにかく、最優先は、妾の本体の復活じゃな。


　そして、もう一つのチーム。こっちのチームには、この森に残ってもらう。そして、アトラ城下街へ入った時と同じ要領で、城下街の入り口でわざと見つかり、警報を鳴らす。そしてその後、カモフ・シェルターへ隠かくれる。これを繰くり返して欲ほしい」


「な、なるほど……。そうやって、城の中の親衛隊も、こっちに出で張ばらせるワケか……」


　二手に分かれる作戦、何気にいいかもしんない。


「じゃあ、班決めよっかー？　どうするー？」


　ノンが遠足みたいなテンションで言ったが、


「突入……じゃなくて、潜入チームと、囮おとりチーム。だよな？　うーむ……？　ホント、どうしよっか？　誰をどっちにいれるべきなんだ？」


　唯ゆい一いつオレのみ、指輪があるから。潜入チームに決定してるんだけど。


「アタシは当然、城に行くほうに立候補するわ」


　と、真っ先に手をあげたのはイッコ。


「んじゃ……俺は、逆に囮チームに回ってやるか。なんだかんだ、俺、囮の経験豊富だしなぁ……」


　ハァ、とため息混じりにジャンは挙手。


「じゃ、私もオトリ班ー」


　ノン、挙手。


「ボクは……それじゃ、城へ向かう方へ入るよ。なんとなく、そっちに入った方が役に立てそうだし」


「じゃあ、ミニィも、そっちに行こうかな……??」


　ドノヴァンとミニィちゃん、同時に挙手。


　最後に、


「って事は、またオレは裏方か……。ま、いっか。この前、一回、闘たたかえたし……」


　ケンジも挙手。


「決まったわね」


　というワケで。


　全員の希望を聞いた結果、潜入メンバーはオレ、イッコ、ドノヴァン、ミニィちゃん。あとウラヌスちゃん。囮メンバーは、ジャン、ノン、ケンジに決定した。


「おっしゃ。それじゃ、早さつ速そく二手に分かれて動き始めましょうよ。囮チーム、頼むわよ？」


「まぁ、任せとけ」


　オレ達は、全員立ち上がる。


「ま、待って下さい！」


　その時だった。オレ達のいる穴の前から、声が響ひびいてきた。


　見ると。入り口には、長老、ライカ、ライカの親父おやじ。そして、まだ見た事のない、数十人の天空郷人が集結していた。


「ウラヌス様。蜂ほう起きするなら、我々も協力いたします。手伝わせてください」


「お、お主達……！」


　ウラヌスちゃんは、ビックリしたように呟つぶやいていたが、


「ウラヌス。おじいちゃんに聞いたわ」


　と、ライカ。


「ごめんなさい……あなた、ずっと前に行方ゆくえ不ふ明めいになってた王女さまなんだって？　私、けっこう、ひどい事言ったかも……」


　ひょこっと前に踏ふみ出したライカが、申し訳なさそうな顔で言った。


　ウラヌスちゃんは苦く笑しよう。


「よい。もう忘れた。妾が王女と名乗った時、笑えないと言われた事など、な」


　ニッとウラヌスちゃんが笑うと、ライカは苦笑し、しかしふとマジメな表情を浮うかべると、


「ウラヌスが身体からださえ取り戻もどしたら、お城と街から、親衛隊がいなくなるって……ホント？」


　マジメな顔で聞いている。


　ウラヌスちゃんは自信満々に頷く。


「無論じゃ。妾がここに帰ってくる時には、もう何かに怯おびえ、隠かくれ住すんだりせずともよい……本来のアトラを取り戻していると約束する」


「ホ、ホントに！　約束よ！　約束だからね！」


　ライカは、ウラヌスちゃんに抱だきつこうとしては貫かん通つう、抱きつこうとしては貫通、を繰り返し、ひたすら喜びを表現していた。


「おっしゃ。それじゃ、天空郷の命運かかってるんだから。野や郎ろうども。全員気合入れて、しくじるんじゃないわよ！」


「オオ！」


　オレ達だけじゃなく、天空郷の人達まで、イッコの音頭に吼ほえている！　案外ノリいいなぁ？


　とにもかくにも。こうしてオレ達の、ウラヌス救出作戦の幕が上がった──！










　パート６・突とつ入にゆう、天てん空くう城じよう！







　ウラヌスちゃんが言う、森から入れる秘ひ密みつの通つう路ろとは、人一人が這はいつくばってやっと進めるくらいの、細く、狭せますぎる、石いし畳だたみの通路だった。


（クッ……ねぇ、ホントにこんなにシンドイ思いしてまで、コソコソ隠かくれなきゃいけない相手なの!?　その親しん衛えい隊たいってのはさ！）


　オレの後ろを匍匐ほふく前ぜん進しんしてるイッコが、イラついた声をあげている。ちなみに、今は匍匐前進してるけど、ついさっきまでは、三〇分くらい、縦たて長ながの梯はし子ごをオレ達は登り続けていた。


　まぁ、城は丘おかの上にあるんだから、登るのは仕方ないっちゃ仕方ないんだけど……確かにいい加か減げん、疲つかれてきたぞ。息苦しいし。


（だ、だから、何度も言っておろう！　親衛隊は最強の軍団！　お主達など、見つかれば、すぐ始末されてしまう！）


　そんなイッコの文句に、ウラヌスちゃんはムキになって反論！


（そうかしら……？　どーもウサン臭くさいのよね……。何気に、結構強いわよ、この四人）


　イッコが気に入らないようにボヤく。そういや、今回城に潜せん入にゆうする四人って、天下一武器屋祭で、決勝戦に出場した四人なんだよな……？


　一応、この四人でボーン・ドラゴン・クラウンともやりあった実績があるんだし、イッコの文句も、一理ある気がする。ボーン・ドラゴン・クラウンより強いのか、親衛隊は……？


（マーガスさん！）


　と。イッコの後ろを進んでいるミニィちゃんが、先頭のオレに声をかけてきた。


（ドノヴァンさんが、ちょっと遅おくれてますぅ）


（クッ……ボク、なんでこっちのチームに立りつ候こう補ほしたんだろう……？）


　列の一番最さい後こう尾びから、そんなボヤキが聞こえてきた。体の大きいドノヴァンは、どうやら、進むのにメチャクチャ苦労してるらしい。


（ていうかウラヌスちゃん……そもそもこの道ってなんなの？　なんでこんな狭いの？）


　先導役のウラヌスちゃんに聞いてみる。


（この道は、もしもの時に妾わらわが城から逃にげられる様、お父様が妾の部屋に造ってくれた、緊きん急きゆうの脱だつ出しゆつ口ぐちじゃ。つまり、このまま、城の妾の部屋まで行く事ができる）


（な、なるほど……）


（む？　止まれ、マーガス）


　と、オレの前を行っていたウラヌスちゃんが、短く命令。


　前を見ると──どうやら、行き止まりになってる？


（ここを破やぶれば、もう、妾の部屋じゃ。ここで合あい図ずを待とう）


　ウウウゥゥゥゥ──！


　と。言ってるまに、その合図──例の警報が鳴った！


　さ、さすがジャン。まるでオレがここに辿たどり着いた事を、遠くで感じているようだ。


　オレ達は、そのまましばらくそこで待つ。親衛隊が、城から出て、ジャン達の方へ向かうのを待つためだ。


　ちなみに天空郷の人達には、全員囮おとり作さく戦せんに参加してもらった。潜入班は、少数の方がいいし、森の地理を誰だれよりも知ってるあの人達は、絶対囮班に回ってもらった方がいい。


（……五分経たったよ、ウラヌスちゃん）


　オレは、経けい過か時間をウラヌスちゃんに伝える。体内時計の訓練は、アスベルで死ぬほどやらされてるから、たぶん、悲しいくらい正確だ。


（よし……。マーガス、手て順じゆんは覚えておるな？）


（うん）


　ウラヌスちゃんによると、ウラヌスちゃんの本体は、城の頂上にある〝時を司つかさどる間ま〟とやらにあるらしい。


　とりあえずオレ達は、そこへ向かって全速力で進む事に決めていた。


（では、行こう。ドノヴァンはおるか？）


（ゼェ、ハァ、だ、大だい丈じよう夫ぶ。いま、追いついた……）


（それじゃ、潜入開始だ！　ＧＯ！）


　バン！　オレは、目の前を遮さえぎっていた壁かべを手で突つき飛ばし、そのまま開いた穴へ、体を突入させた！


「お、おお……？」


　降り立ったオレは、思わず声を上げる。


「さすが王女ウラヌスの部屋……広いなぁ……？」


　面積は、旧エクスの売り場の六倍くらいだろうか？　たぶん、元々はすごいゴージャスな部屋だったんだと思う。上品な赤い絨じゆう毯たんやら、売ったら一生遊んで暮らせそうなくらい、でっかい宝石が天てん蓋がいに散ちりばめられたベッドやら、恐おそらくウラヌスちゃんを描えがいたであろう、巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がやら……


　でも、それらはぜんぶ、八〇年の月日を嫌いやでもオレ達に思い知らせるように、すべて埃ほこりにまみれ、触ふれればすぐに崩くずれてしまいそうなほど危あやうく朽くちていた。


　現にオレが突き飛ばして倒たおし、現在足の下に踏ふんでる洋よう服ふく簞だん笥すらしい物体は、板が腐くさっていたのか簡単に真っ二つに割れてしまっている。


「マーガス！　邪じや魔ま！　どいて！」


　どくヒマもなく、イッコはオレを突き飛ばし、部屋に突入！


　続いてどやどやと、ミニィちゃんとドノヴァンも中に入ってくる。


「ここが、ウラヌスちゃんのお部屋なんですねぇ☆」


　ミニィちゃんが、興きよう味み津しん々しんに辺りを見み回まわしている。


　ガタンッ。


　その時だった。


「ん……？」


「え？　なに、コイツ」


　オレ達がいる側とは、部屋の対角の隅すみ──ちょうどベッドの横あたり──そこに、一匹ぴきの〝動物〟がいた。


「きゃあ☆　か、かわいいですぅ☆」


　それを見るなり、ミニィちゃんは指を指して大興奮！


　現れたのは、なんて説明すりゃいいのか……二足歩行の、なんか絶ぜつ妙みようにトボけた顔をした、人形みたいな白黒の鳥──おまけに胸にネクタイを締しめてる鳥──だった。


　な、なんなんだ、このふざけた生物は……!?　なんでこんなのがこんな所に？


「これ、確か、ペンギンだよ。なんかの図ず鑑かんで見たことある。ずっと昔に、空に帰っていったっていう、伝説の鳥」


　ドノヴァンが、かなり驚おどろきながら説明してくれるが、ぺんぎんん……？


「かわいい！　かわいすぎますぅ☆　うちに持って帰って、剝はく製せいにしたいですぅ！」


　微び妙みように怖こわい事を言いながら、まぁ、とにかくよっぽど気に入ったのか、珍めずらしく自分以外の生物にメロメロになったミニィちゃんが、フラフラ〝ペンギン〟に近寄っていく。


　その時だった！


「ば、馬ば鹿か者ものぉぉ！　逃にげろ、ミニィ！」


　血けつ相そうを変えて、短く叫さけぶウラヌスちゃん！


「へ？」


　ミニィちゃんは、ビックリして一いつ瞬しゆん立ち止まったが、その刹せつ那な──


　キィィィィ……！　ただ二重丸を描いただけの様な、ふざけたペンギンの両目が赤く、燃え上がるように発光し──瞬間！


　ゴウッ！


　部屋の真ん中に、強きよう烈れつな火ひ柱ばしらが上がった！


「ハァァァァァァ!?」


「ミ、ミニィ！」


「だ、大丈夫ですぅ～」


　くるくるくるくる……後方宙ちゆう返がえりで、オレ達の下もとへふんわり戻もどってくるミニィちゃん。よ、よかった。無事か……。


「野や郎ろう！　敵!?　マーガス！」


「おっしゃ！」


　言うより早く駆かけ出したイッコにつられ、オレはポーチに手を入れ、ひゅんひゅんぱしっ！　吹雪ふぶきのダーツと、地じ獄ごくの薔ば薇らを右手の指の間に挟はさんで構える。


「や、やめろ！　無理じゃ！」


　ウラヌスちゃんが必死に叫んでいたが、それより早く、ぶんっ！　イッコが、部屋に置いてあった、観かん葉よう植しよく物ぶつの鉢はちをペンギンに投げつける！


　スパパパパ！　しかしペンギンは、異様にシャープな動きで、刃やいばの様な右の羽をジグザグに高速で往おう復ふく！　スパパパパ！　次の瞬間には、観葉植物を、鉢もろとも、みじん切りにしてしまう！　どんな生物だよ!?


　とはいえ、イッコのおかげで、ペンギンには微妙な隙すきができた！


「ていっ！」


　オレは吹雪のダーツを投とう擲てき！


　チュイン！　ペンギンは、使っていなかった左手で吹雪のダーツを払はらいのける。


　が、これでもオレだってアスベルで修しゆ行ぎようしてる！　修行の成果はこの後！


　吹雪のダーツのすぐ後ろを、全く同じ軌き道どうで密ひそかに飛行させていた地獄の薔薇が、ペンギンが吹雪のダーツを払いのけた直後、姿を現してペンギンに襲おそい掛かかる！


　さすがに避よけるヒマもなく、地獄の薔薇は、いかにも弱点なかんじの二重丸の目に直ちよく撃げきした！


　しかし。


　かんっ。


「あれっ!?」


　オレは情けない声を上げた。


　オレの最さい終しゆう奥おう義ぎ〝二段投擲〟により、地獄の薔薇はペンギンの右目に直撃したんだけど……ペンギンは、まばたきする事すら無く、その目で真っ向から地獄の薔薇を弾はじき飛ばした。どんだけ硬かたい目してるんだよ!?


　そんな啞あ然ぜんとするオレ達を見て。ウラヌスちゃんが、大声で叫ぶ！





「だから言っておるじゃろ！　親衛隊には勝てん！　逃げるんじゃ！」





「はっ!?」


「えっ!?」


　オレとイッコは固まる。


　コ、コイツが……このペンギンが、例の最強兵士、親衛隊!?


「アトラの親衛隊は、妾わらわの祖父の時代から、すべてその量りよう産さん型がたペンギンタイプ！　そやつの体は、オルハリコンとブラックメタルの混こん合ごう！　普ふ通つうの武ぶ器きでは、傷一つつけられん！」


「？　もしかして、生き物じゃないんですか？　だったらミニィの髑髏どくろ石せつ拳けんで……」


　とミニィちゃんが名乗り出たが、ウラヌスちゃんは首を横に振ふって、


「オルハリコンは精せい神しん金きん属ぞく。お主の無む機き物ぶつを破は壊かいする技わざは、通用せん」


「マーガス！　イッコ！　また、ソイツの目が──！」


　と、その時！　ドノヴァンが短く叫ぶ。


「えっ!?」


　気づいた時には遅おそかった。オレの目の前で、二重丸、ふざけたペンギンの両目は赤く発光し──ドォォォォン！


　ウラヌスちゃんの部屋は、完全に炎ほのおに包まれた！





　　　　※




「あ、危あぶなかった……」


　パラパラ、と瓦が礫れきが落ちてくる、どこか見知らぬ部屋で。


　オレ、イッコ、ドノヴァン、ミニィちゃんはかろうじて一命を取とり留とめていた。


　すぐ上の部屋では、強きよう烈れつな炎が荒あれ狂くるっている。


「ミニィ、あんたのおかげよ……アンタいなかったら、アタシら、全員死んでたわ」


　珍しく引きつった顔で、イッコがミニィちゃんに礼を言ってる。


　そう。ミニィちゃんが、爆ばく発はつの寸前、床ゆかに髑髏石拳を当てて全員を下の部屋に落下させた事で、オレ達はかろうじてペンギンの炎から逃のがれられていた。


　ペンギンはどうやらまだ上の部屋にいるらしい。まぁ、さすがにあの炎じゃ、アイツも相当のダメージを負ってるだろうけど……。


「でも、ビックリしましたねぇ……ペンギンさんが、あの親衛隊さんだったなんて……」


　呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げるミニィちゃん。


「何をボーッとしておる！」


　そんな中。オレ達から一瞬遅おくれて舞まい降りてきたウラヌスちゃんが、床にへたり込んでるオレ達を見るなり、声を荒あらげた。


「へ？　な、何が？」


「親衛隊が、あれくらいの炎で参まいる訳がないじゃろ！　そんな脆ぜい弱じやくな兵隊なら、プルートが、親衛隊だけでアトラを支し配はいなどできはせんわ！」


　ズシャッ。


　その時だった。ウラヌスちゃんが言い終わるか終わらないうちに、何か、重い物が部屋に着地した音。


　そこには──無言で首をコキコキやりながら、無表情──全くのノーダメージで立っている、恐きよう怖ふの尖せん兵ぺい、ペンギンの姿──！　キィィィィ！　そしてペンギンは、全く間を置くことなく、両目を赤く発光させ始め──


「え、えいっ！」


　バッキャアア！　ミニィちゃんが慌あわてて床を粉ふん砕さい！　オレ達がさらに下の階に逃れたと同時に、ドォォン！　再び、上の部屋は炎えん上じよう！


「ミ、ミニィ！　何回も言うけど、ありがと！」


「い、いえ！　でも、一階までいっちゃうと、もうこの作戦で逃にげられなくなりますよ!?」


　さすがにかなり焦あせった様子で、ミニィちゃん。


「とりあえず、扉とびらから部屋に出よう！」


　ほんの少し立ち止まっただけで、アイツに追いつかれるのはもう学習済み！　オレ達は素す早ばやく、一つだけあった扉から廊ろう下かに出る。


　が。


　ドォン！　最後の一人、ドノヴァンが扉からギリギリ出た瞬間には、たった今までオレ達がいた部屋も、炎の海に包まれていた！


　そして炎の中から。ゆらり、オレ達がいる廊下に、ペンギンが向かってくるのが薄く見える。


　なんてヤツだ……死神かよ。


　さらに！


「ちょっと！　向こうから、なんかまたいっぱい来たわよ!?」


「えっ!?」


　焦った声で言ったイッコにつられ、廊下の奥おくを見ると、確かに！


　いま、部屋から出てこようとしてるペンギンとまったく同じ形の奴やつが、三匹まとまって前ぜん傾けい姿し勢せいで駆かけてきている。あんな化ばけ物もの、三匹も相手にしてられるか！


「に、逃げろ！　こっち！」


　オレ達は、埃ほこりだらけの、汚きたない絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下の上を、ともかくがむしゃらに走り、逃とう走そう開始した！


　当初の予定では、〝時を司つかさどる間ま〟を目指すとか言ってたけど……逃げるのに精せい一いつ杯ぱいで、それどころじゃない！


「ゼェ、ゼェ、ウラヌス！　どういう事よ!?　アンタの作戦だと、城の中に、親衛隊は残ってないんじゃなかったの!?」


　歯をくいしばって走りながら、ウラヌスちゃんに文句を言うイッコ。来る前はナメてたけど、実物見て、さすがのイッコも親衛隊の強さを認めたようだった。


「わ、妾にも、ワケが分からん。何な故ぜ、城内にこんなに親衛隊が残っておるのじゃ？　警報が鳴ったのに、現場に向かっていないのか……？　何故……？」


　ドォォン！　ドォォォォン！　炎が、固まって走るオレ達四人に、徐じよ々じよに背はい後ごから迫せまってくるのを感じる。振ふり返ってる余よ裕ゆうはないが──確実に接近してきてる！


　このままじゃ、数秒もしないうちに、オレ達間ま違ちがいなく焼しよう死し体たいになるぞ!?


「くそ！　ウラヌスちゃん！　もう逃げ切れないよ！　アイツをアッサリ倒たおせる弱点とか、裏技みたいのなんかないの!?」


　オレは聞いたが、


「それが……奴らには、弱点らしい弱点は存在せんのだ……。太陽エネルギーで、動力もほぼ無限。倒すなら、単純に、オルハリコンの防ぼう御ぎよ力りよくを上回る、圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力りよくで粉ふん砕さいするしかない……」


　悔くやしそうに答えるウラヌスちゃん。絶望的な答えじゃないか……オルハリコンの防御力を上回る武器なんて、世界に、何本あるっていうんだ!?


　ドォォォォォォン！


　爆砕は、もはやすぐ背中の後ろまで迫せまっていた！　後ろ髪がみが、チリチリ焼けるのが分かる。しかも、酸さん素そが燃やされまくってるせいで、めちゃくちゃ息苦しい……段々意識が朦もう朧ろうとしてきた。


「やはり無理じゃったか……。すまん、妾のせいじゃ……」


　オレのすぐ隣となりで、ウラヌスちゃんが落ち込んだ声をあげてるのが聞こえてくるが……クソ……。アスベルで一年過ごしたもんだから、オレも、ちょっと自分の実力過信してた……。完全に誤ご算さんだった。天空郷の親衛隊が、こんなに、完全無欠な戦力だったとは……！


　ちくしょう。


　でもオレだって、生き残らせ屋〝レンジャー〟の卵たまごだ……！


　このまま全員殺されるくらいなら──いっその事、一人でアイツに突つっ込こんで、みんなが逃げる時間を稼かせいで……


「マーガス！」


　と──その時だった。


　先頭を走っていたイッコに呼ばれ、オレは我われに返った。


「な、何？」


「見て！　正面！」


　イッコに言われ──オレは、進行方向を見み据すえる。


　そこには、巨きよ大だいな──縦たて横よこ五メートルはありそうな、金色の扉が佇たたずんでいた。


「あそこの中に逃げ込めば、ちょっとは凌しのげるんじゃない!?」


　汗あせをしたたらせ、イッコは言う。が。


「無理じゃ……あそこはアトラの第一宝ほう物もつ庫こ。四つの専用の鍵かぎか、アトラの王おう冠かんがなければ、あのオルハリコンの扉は誰にも開けられん」


　ウラヌスちゃんはすぐさまイッコの意見を否定。


　しかし。


「マーガス、アンタならやれる！」


　イッコはウラヌスちゃんの言葉を無視して、オレにそんな事を言ってきた。


　あ……！　オレは、イッコの言いたい事を理解し、ハッとなる。


　そうか──ピッキング！　イッコ……オレにあの扉を開けろっていうのか!?


「で、でも、いくらなんでも、天空郷の宝物庫の鍵だぞ？　オレ、開けられる自信が」


「アンタが成長したトコ。アタシに見せてよ！」


「え？……あっ!?」


　ダッ！　オレがまごまごしてる間に、イッコは回れ右、親衛隊の方へ突っ込んでいった！


「イッコォォ！」


　オレは慌あわてて立ち止まろうとしたが──ダメだ、立ち止まっちゃ！　オレは、足に力を入れて、振り返らずに、加速！
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「マ、マーガス、どこへ行く!?　イッコが、」


「分かってる！　ちょっと黙だまってて！」


　このままイッコを追って、なんになるっていうんだ。イッコを失望させるだけじゃないか！　オレはこういう時、イッコにできない事を、もっと上手にやれる男になるため──アスベルに入ったんだ！


　ザザッ。オレは、城門の様に巨大な金色の扉の前に、立ち止まる！


　素早く鍵穴の位置を確かく認にん！


　扉の一番上に一つ。右下隅すみに一つ。左下隅に一つ。そして扉の中央に一つ！　この四つか！


　ひゅんひゅんぱしっ！


　オレはロープをポーチから取り出し、扉の一番上の部分にある、角つのの様な突とつ起きに引ひっ掛かけた。そしてそのまま素早くロープを登り、まずは、いつものハリガネで、一番右上の鍵穴攻こう略りやくに取りかかる！


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──！


「無む駄だじゃ、マーガス！　それより逃げることを、」


　ガチャコッ！　ウラヌスちゃんが何か言ってたみたいだけど、それより早くオレは、一つ目の開かい錠じように成功！


「な、何っ!?」


「まず一つ……！」


　オレはそのままロープをつたい、今度は、扉の中央にある鍵穴に向かう！


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──


「お、おい、こら、マー」


　ガチャコッ！　二つ目も、開錠成功！


「二つ……！」


　オレはロープを放し地面に飛び降り、右隅の鍵穴へ走る。攻略開始！


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──……これは──さすがに中々開かない。


「な、何をやっておるマーガス！　さっさと開けんか！」


　耳元で怒ど鳴なるウラヌスちゃん。君、さっきまでやめろって言ってたよね!?


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──オレは作業を続ける。するとカチャカチャカチャカチャ──ガチャコッ！


「開いたぁ！」


「三つ目！」


　開錠成功！　同時に叫さけぶオレとウラヌスちゃん。


　ドウゥゥゥゥン！


　その時！　背中の後ろで、爆ばく発はつ音おんが鳴り響ひびく！


「ああ！　マ、マーガス！　イッコ達が！」


　ウラヌスちゃんは悲ひ鳴めいをあげたが、


「大だい丈じよう夫ぶ。アイツらが、そんな簡単にやられるもんか！」


　オレはイッコ達の無事を信じ、左隅──最後の鍵穴へと走った！　鍵穴にハリガネを指し、作業開始！


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──！


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──！


　カチャカチャカチャカチャ、カチャカチャカチャカチャ──！　ガチャコッ！　ギィィィィ！


「開いたぁ！」


　四つ目の鍵を回した途と端たん、観かん音のん開びらきに、部屋の中へ向かって開き始める黄金の扉！


「マーガス！」


　その瞬しゆん間かん！　煤すすだらけになったイッコ、ドノヴァン、ミニィちゃんが、滑すべり込こむようにこっちへ駆かけてきた！


　そのまま四人同時に、オレ達は宝物庫の中へ滑り込む！


　そして、ドノヴァンとミニィちゃんが右の扉を、オレとイッコが左の扉を全力で押おし戻もどし──ガッシャァァァァン！　再び扉を固く閉ざす。


　かろうじて、宝物庫の中に、ペンギンの気配はなかった。





　　　　※




「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……」


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　真っ暗な部屋の中。全員が、死にそうなくらい、激しく呼吸してる。


　バシッ！　と、息も絶たえ絶だえで座すわっていると、同じく息絶え絶えのイッコに、いきなり背中を思いっきり叩たたかれた。


　痛いけど。付き合い長いしまぁ分かる。たぶん、これは〝よくやった！〟的なパンチだな。


　ま、なんにせよ、ちょっとはアスベル留りゆう学がくが役に立ってよかったよ……。とりあえず、あのペンギンから逃にげられたか……。


「……しかし、暗いなぁ」


　ようやく息が整ってきたので。オレはポーチからランプを取り出し、ボッ。火を灯ともす。


　瞬間。


「おぉ!?」


　全員が、疲つかれも忘れて、立ち上がった！


　この部屋は。まぁ、さっきのウラヌスちゃんの部屋と同じくらい──大きな宴えん会かい場じようくらいはある、かなり広めな部屋なんだけど。


　その九割──遥はるか向こうの方まで──オレ達がいる扉の前のスペース以外、全すべてが！


　なんと、ランプの灯あかりを反射し煌きらびやかに輝かがやく、オレ達の身長より高い金きん銀ぎん財ざい宝ほうの山に埋うめ尽つくされていた！　そうか。ここ宝物庫だってウラヌスちゃん言ってたもんな。


「やった……やったわ！　ついにアタシ達、天空郷の財宝に辿たどり着いたのね!?」


「え!?　イッコ!?」


　ビクッ。半泣きで宝の群れに突つっ込こんでいくイッコの姿を見て、オレは震ふるえた。


　あれ!?　オレ達の目標、天空郷の財宝だっけ!?


　オレは目を疑うたがったが、さすがにこれだけの量の金銀財宝が目の前にあると、人は、一瞬で変わってしまうらしい……。


「こ、ここからここまでは、ミニィの物です！　誰も触さわっちゃダメですからね!?」


　お金持ちの子のハズのミニィちゃんが、いきなり黄金に抱だきついて自分の所しよ有ゆう権けんを主張し始めたかと思えば、


「ヒャッホウ！」


「ド、ドノヴァン……!?」


　アホすぎる掛かけ声ごえと共に、あの普ふ段だん大人おとなしいドノヴァンも、いきなり金銀財宝の海へダイブし始めてる。


　お、お前ら……オレ、同じ地上人として、恥はずかしいんですけど……。


　と。冷静ぶってたオレだったけど。


「マーガス！　早く来ないと、アンタの分なくなるよ？」


「ウソ!?　ダメだって！　その辺はオレが目をつけてたヤツなんだぞ!?」


　クソ……ダメだ、やっぱりオレも、財宝欲ほしい！


「ヒャッホウ！」


「ヒャッホウ！」


　オレも結局、ドノヴァンと一いつ緒しよに財宝の海へダイブ！


「バ、バカな……さっきまでの熱血はどこへ……!?」


　その後、呆あきれ果てたウラヌスちゃんに一いつ喝かつされるまで、オレ達は金銀財宝と戯たわむれ続つづけたという……。





　　　　※




　数分後。


「ゼェ、ハァ、ハァ……ク、クソ……。いくらなんでも、ハシャぎすぎたわ……」


　金きん貨かの小山の上で。ようやく我に返ったらしいイッコが、グッタリとあぐらをかきながら、死にそうな声で呻うめいている。


「ミニィもですぅ」


「ボクも……」


「オレも。ダイブしすぎた……」


　他の三人も同じ。ずっと走ってきて、いきなりハシャいだもんだから、全員その反動で、吐はきそうな気分になっていた。たぶん、全員が、数分前のハイテンションを後こう悔かいしていただろう……。


「自じ業ごう自じ得とくじゃ。黄おう金ごんに目がくらむから、こういう事になる」


　頰ほおを膨ふくらませウラヌスちゃんが言ってるが、おっしゃる通り……。


「ふう。でも……これから、どうしよっか？」


　と。さっきより、だいぶ真ま面じ目めなトーンで言ったのは、イッコ。


「ウラヌス。アタシ達を追ってきたあのペンギン軍団……アイツ、どうしたかしら？　扉とびらの外でアタシ達待ち構えてる可能性、ある？」


「うーむ……五ご分ぶ五ご分ぶじゃな。いるかもしれんし、いないかもしれん……」


　難しい顔で、なんとも頼たよりない事を言うウラヌスちゃん。


　さらにウラヌスちゃんは、


「しかし、たとえ扉の前で待ち伏ぶせていなくても、確実にこの辺りで妾わらわ達を探しているのは間ま違ちがいない。さらに言えば、先ほどの騒さわぎに気づき、外に出てる親衛隊も帰ってくるじゃろうし……」


　うーん。計画だと、オレ達、親衛隊とは全く接せつ触しよくせず事を運べるって話だったんだけどな……。


「とにかく、予定を修正しよう。あのペンギンがそんなウジャウジャいる以上、もう見つからずに進むのは無理っぽいし。ここを出る前に、最低限、あのペンギン撃げき退たいする方法考えてからじゃないと……」


　というワケで。オレ達五人は、全員で頭を捻ひねり、あの化物ペンギンへの対策を考え始める。





　が──。今回ばかりは相手が相手だけに、対たい抗こう策さくなんてサッパリ出てこなかった。


　あのペンギン、シンプルなだけに、弱点ないんだよな……。ボディはオルハリコン、完全にこっちの攻こう撃げきは無む効こう化か。で、ちょっと立ち止まったら、あの爆ばく破は攻撃で吹ふき飛ばされるし。


　作戦会議はあっという間に行いき詰づまり、そのまま二時間が経過。


　息苦しい沈ちん黙もくが、宝物庫の中を支配する。


「……仕方ないわね」


　と、そんな中。しばらく無言だった宝物庫の静せい寂じやくを、我が慢まんしきれないような表情のイッコが打うち破やぶった。おお、何かいい案浮うかんだのか？


　……と、期待に満ちた目で、オレはイッコを見たんだけど。


「このままここでじっとしてても、ラチがあかないわ。こうなったら、この先奇き跡せき的てきにペンギンに一度も出会わない可能性に賭かけて、一か八か、この部屋出て、ウラヌスの本体目指しましょう！　根こん性じようよ！」


「え、えぇ……！　結局対策もクソもなく、〝奇跡〟と〝根性〟頼り……？」


　この二時間の会議はなんだったんだ……？　でも、オレに、何か他の案があるわけじゃないのも事実なんだよな……。このまま部屋を出てペンギンに見つからず、生きてウラヌスちゃんの本体まで辿り着ける可能性、何％くらいなんだろう。〇・一％くらいか……？


「んじゃ、行くかぁ……？」


　なんか、さすがに絶望的すぎて、だいぶ腰こしが重いけど……仕方なくオレは覚かく悟ご。


　ドノヴァンとミニィちゃんも、今回ばかりは冴さえない顔色で、ゆっくり立ち上がった。


　アスベルで鍛きたえた五感を駆く使しして、できる限りは接触を避さけるしかない。限界はあるけど。


「ま、待て」


　と、その時だった。


　宝物庫から出ようと準備を始めたオレ達を、呼び止める声。


　呼び止めたのは、宝物庫の一番奥おくで、何な故ぜか財宝の山の一角を指差している──ウラヌスちゃん。


　ウラヌスちゃんは申し訳なさそうに、


「気休めにもならなくて、心苦しいが……。行くなら、ここに、妾の祖そ父ふが趣しゆ味みで集めた武ぶ器きがある。こんな物であの親衛隊をどうこうできるワケはないが……せめて、使ってはくれまいか？」


「……武器、か……」


　オレ達はため息交まじりに顔を見合わせた。


　正直、あのペンギン相手に、武器が一本や二本あったところで、ホント気休めにもならないけど……。まぁ、ないよりマシか……？


　オレ達は、なんかけだるいテンションで、ウラヌスちゃんが指している財宝の一角へゾロゾロ向かう。


「ふーん。ここ、武器もあったんだ……」


　確かにそこの一角には、武器らしき物が、小山の様に折り重なって積み上げられていた。


　一番奥だし、この宝物庫にこんなのがあったなんて、さっきは誰も気づかなかった。


「でも悪いけど、ここにあるのは、やっぱり武器っていうか、単なる財宝ってカンジね……。見た目ばっかり煌きらびやかでさ……見てよ、これなんか」


　頼りになりそうな武器がないことへの不満を隠かくそうともしないイッコが取り上げたのは、鞘さやが黄金、刀とう身しんも黄金、鞘さや当あても柄つかも黄金で出来た、なんとも豪ごう勢せいな剣けん。


　確かに。こんな剣が、実戦に使えるワケないよな……。


「つくづくすまん……」


　とウラヌスちゃん。


「祖父は、珍めずらしい物が好きなだけじゃったから、武器としての性能など、ほとんど考えておらんかったのだ……。確かその剣も、天空郷に遊びに来た精せい霊れい族ぞくの子供から、無理に譲ゆずってもらったとかで……。確か〝ゆぐどらしる〟とかいったか……」


「…………。……？」


　オレとイッコは、なんか、無表情にお互たがいの顔を見つめあった。


　ん？　え？　今の……聞き間違い？


「ウ、ウラヌス？　ゴメン、よく聞こえなかったんだけどさ？　この金ピカの剣……名前、なんだって??」


「む？　いや、だから〝ゆぐどらしる〟じゃが……」


　きょとん、とした顔でウラヌスちゃんは言ったが……


「ユグ!?　ハァッ!?　ユグ……え？　ユグドラシルゥゥゥ!?　本物の!?」


　オレとイッコは、混乱しながらも、急激にテンションを上げて絶ぜつ叫きようした！


　ユグドラシル!?　黄おう金ごん刀とうユグドラシル!?　ほ、本物なら、あまりに──あまりにオレ達と馴な染じみのありすぎる伝説武器だ！


　旧きゆうエクス時代、客引きの目め玉だま商品として、ケンジに〝ニセドラシル〟として無む断だん増ぞう殖しよくさせたり、挙あげ句くの果はてにそれを英えい雄ゆうロト・セブンに二二万ドルクで売りつけたり、えーと、シンプルに言うと、著ちよ作さく権けんだいぶ無む視しで利用するだけしまくらせてもらった、絶対足を向けては寝ねられない恩おんのある武器！　それが黄金刀ユグドラシル。


「ウ、ウソ!?　オリジナルって事!?　天空郷にあったの!?」


　そういや、ユグドラシルは、なんか子供が持ち歩いてるとかケンジ言ってた気がするけど……それが、さっきウラヌスちゃんが言ってた精霊族の子供なのか!?


　て事は、正しよう真しん正しよう銘めい、これは本物のユグドラシル……！


「マ、マーガス……」


「うん。もしかして……」


　オレとイッコは、同時に、とある仮か説せつに思い当たった。


　そうだよ……なんで今まで気づかなかったんだろう。ここは幻まぼろしの大地、天空郷アトラの宝物庫……！


　ここになら、ウラヌスちゃん達はその価値に気づいてないかもしれないけど──地上で『伝説』とか、『幻』とか呼ばれてる様な武器が、何本かあってもおかしくないんじゃないか!?


「ウラヌス！　アンタ、この山にある武器の名前、ぜんぶ分かる!?」


　イッコが、ウラヌスちゃんに慌あわてて確かく認にん。


「うむ？　ま、まぁ、祖父に何度も自じ慢まんされたからな。分かることは分かるが……。しかし、センスの無い名前の武器ばかりじゃぞ？　〝あぽかりぷす〟とか〝ばるむんく〟とか……」


　ウラヌスちゃんは、苦く笑しようしながら言ったが、オイッ!?


　世界刀アポカリプス！


　神剣バルムンク！


　いきなり誰でも知ってるような、スーパーメジャー伝説武器登場!?


　ていうか……地上で見つからない伝説武器、どんだけウラヌスちゃんの祖じ父いさんに持っていかれてるんだ……!?


　これは──物によっては、ホントにあのペンギンと渡わたり合える様な物もあるかもしれないぞ。


「ようし……！」


「お、おい、お前達!?」


　驚おどろくウラヌスちゃんを尻しり目めに、オレ達四人は腕まくりしながら武器の山に突とつ入にゆう！　一つ一つ取り上げ、ウラヌスちゃんに確認する！


「ウ、ウラヌス。これは……!?」


　ドノヴァンが手をかけたのは、先っぽの方が武器の山に埋うもれている、黒い槍やりの柄。かなり長い代しろ物ものらしく、二メートル以上はありそう。


「それはゲイボルク」


「ゲイボルク!?」


「のモップ」


「モップゥ!?」


　ズボッ！　ウラヌスちゃんに言われたドノヴァンが、慌てて埋もれていた槍を引き抜ぬく！


　そして引き抜かれ、姿を現した槍の先せん端たん部分には──なんと、本当に、金色の、高こう貴きそうな毛がモジャモジャくっついている!?


　マジで!?　竜りゆう槍そうゲイボルクって聞いた事あったけど、モップだったの!?　槍じゃないじゃん!?


「そ、それじゃ、これは??　こんなカワイイのも、伝説の武器なんですかぁ？」


　今度はミニィちゃんが、武器の山から一つ取り上げ、聞く。


　ミニィちゃんが取り上げた物、それは強しいていうなら〝グローブ〟だった。


　ミニィちゃんがエクスで犬のキグルミを着てた時、手にはめてた〝着つけ手て〟にかなり似てる──犬の手を模もしたようなデザインの、ちょっとファンシーすぎるグローブ。


「おお。懐なつかしいのう。それはゴッド・ハンドじゃな」


　普ふ通つうにウラヌスちゃんは言ったが、


「ゴ、ゴッド・ハンド!?　だから、どんだけ伝説武器隠かくし持ってるんだよ天空郷!?」


　ゴッド・ハンド！　確か装そう備び者しやの体をダイヤモンドに性質変化させて、防御力をハネ上げる補ほ助じよ効こう果かを持つ、グラブ系では最強の武器！


　オ、オイオイ。この武器の山にあるの、ユグドラシルやらアポカリプスやらバルムンクやらゲイボルクやらゴッド・ハンドやら……そんな化物クラスの武器ばっかりかよ!?


　もしこの武器を、新生エクスで売れれば、どれだけ儲もうかるだろう……？


「ウラヌス、これは!?」


「こっちも、なんか凄すごそうだよ!?」


　とにもかくにもオレ達は、ケンジだったら卒そつ倒とうしそうな〝伝説武器の摑つかみ取どり〟を、しばらく続けるのだった。





　　　　※




　キィィィィ──！　何か、エネルギーが高まっていく様な甲かん高だかい音が、宝物庫に響ひびき渡る。


　とりあえず、一人一本、自分にあったマイ・ウェポン（天空郷仕し様よう）を見み繕つくろったオレ達は、いよいよ宝物庫を出て、反撃を開始する事にした。


「お、お主達！　本っ当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな!?」


　オレの指輪に入り、例によって顔だけ出しているウラヌスちゃんが、心配そうに叫さけんでいる。そんなウラヌスちゃんにイッコが、


「大丈夫。アタシ達、これでも武器のエキスパート、武器屋出身の四人なのよ？　伝説武器は、飾かざりじゃない。使ってナンボよ。それを四人でレクチャーしてアゲル……！」


　血に餓うえた獣けものの様な笑えみで、助言している。


「みんな、準備いいよ！　開けて！」


　と、その時。ドノヴァンが短く叫んだ！


「よし……！」


　オレとイッコが、左右の扉とびらの鍵かぎを開け、そのまま扉を少し開く。ギィィ──人一人が通れそうな隙すき間まが、宝物庫の扉の中央に生まれる！





「乗って！」


　そして、ドノヴァンの指示が飛ぶと同時に、オレとイッコはドノヴァンの背後に回り、ミニィちゃんに続いて、それにまたがった！


　キィィィィ──！　ますますエネルギーが高まる音、そして、何な故ぜか宝物庫の中に激しい風が吹ふき荒あれる！


「行くよ！　みんな、しっかり摑まって！」


　先頭のドノヴァンの男らしい言葉に従い、オレ達は前に座すわる人間の肩かたにしっかり摑まる！


「頼たのむぞ、ドノヴァン！」


「大丈夫……！　もう、コイツの性格は摑んだ……！　行ける！」


　と、ドノヴァンが呟つぶやいた──その瞬しゆん間かんだった。


　キィィィィィィィィ──！　耳が痛くなるような音が響き渡り──


　ドウッ！


　上半身が後ろに千ち切ぎれ飛とびそうな勢いで、オレ達四人が跨またがった物は前方に加速！


「うおおおおおおっ!?」


　一瞬でオレ達の周りの景色が──宝物庫ではなく、天空城の廊ろう下かに変化した！


　ぐ、ぐぅぅ、なんて猛もうスピードだ！　ドラグルーに乗った時を思い出すような……！


「ば、馬ぱ鹿かなぁ!?　飛行してるだと!?」


　と。その時叫さけんだのは、指輪から顔を出してるウラヌスちゃん！


「フフ。アンタ知らないの？　ゲイボルクってのは、持ち主ナシで空飛ぶ竜と闘たたかった伝説の槍なのよ？　飛ぶに決まってんじゃん」


　嬉うれしそうな声で、後ろからイッコが言ってくる。


　そう。ドノヴァンが選んだ伝説武器は、やっぱりというかなんというか、『竜槍ゲイボルク』だった。ドノヴァン、オレ、イッコ、ミニィちゃんは、自由自在に空を翔かける事のできるこの竜槍に跨り、現在、猛スピードで廊下を低空飛行中なのだ。


　……まぁ、実際には竜槍といいつつゲイボルクってモップだったから、四人でモップに跨って高速飛行してるという、あんまり人に見られたくない格好なんだけど……。


「し、しかし、何故だ!?　ドノヴァンがゲイボルクを手にしたのはつい先せん刻こくじゃぞ!?　なのに何故、ここまで自在に操あやつって……」


　驚きよう愕がくしまくるウラヌスちゃん。確かにドノヴァンは、明らかにカッコつけるためだけの無む駄だな旋せん回かいとかもやってるくらい、既すでにゲイボルクを乗りこなしていた。


「ウラヌス。操ってるんじゃない」


　と、前からドノヴァンが、優やさしい声で注釈。


「な、なんじゃと……!?」


「モップは下げ僕ぼくじゃない。モップはトモダチ！　だから感覚としては、一いつ緒しよに遊んでいる感覚なんだ！」


　やけに弾はずんだ声でドノヴァンが言うが……お前、モップの事を語るとき、なんでそんな饒じよう舌ぜつなんだよ……？


「モ、モップとトモダチ……。ドノヴァン、妾わらわもがんばれば、モップと友達になれるか……？」


「ああ。きっとなれる。モップの前では、何なん人ぴとたりとも平等なのさ」


「そうか……。よし！」


　グッ！　ウラヌスちゃんは、何か間ま違ちがった決心を固めてしまったらしいが……いやぁ、ドノヴァンの域いきに辿たどり着くには、一〇年くらい、肌はだ身み離はなさずモップを持ち続けたりしないと無理だと思うよぉ……？


「ところでウラヌス。方角はこっちでいいの？」


「うむ。このまままっすぐ進めば、その先に〝扉〟がある。そこを開けて、大階段を登れば、玉座の間。そしてそこを過ぎれば、間もなく時を司つかさどる間まじゃ。このスピードで進めば、時を司る間まで、親衛隊に遭そう遇ぐうせずに行けるかもしれん！」


「親衛隊っていえば、結局宝物庫の前にペンギンいなかったわね……」


　と、後ろを振ふり返りながらイッコ。


「うん。それに、別にペンギンもうろついてないし……。これなら、そんなに心配しなくても良かっ──」


「危ないっ！」


　と、その瞬間だった！


　ドギャァァン！　と足元で爆ばく音おんが鳴り響いたかと思うと、いきなりオレ達の乗るゲイボルクのモップが、廊下の天てん井じようすれすれまで急きゆう浮ふ上じよう！


「おおっ!?　ド、ドノヴァン!?」


「見て！　あそこ！」


　と、空中でモップを制せい御ぎよしながら、ドノヴァンが顎あごで数メートル先の下方を指さす。


　そこには、さっきウラヌスちゃんが言ってた、宝物庫のに酷こく似じした巨きよ大だいな〝扉〟──そして、その前に、


「ああっ！　ペンギンさんですぅ！」


　ミニィちゃんが驚おどろいたように声をあげた。


　そう、扉の前には、三、四、五、六……ぜんぶで一〇匹ぴきのペンギンが、扉を防衛するように、横に並んでオレ達を待ち構えてる。アイツらが、オレ達のモップに攻こう撃げきを仕し掛かけてきたんだ！


「い、いかん……。玉座の間には、あの扉をくぐる以外、入る方法はないんじゃ！　部屋全体が、オルハリコンで囲われておるからな……。クッ、親衛隊め、城の危き機きを察さつ知ちし、重要施し設せつの守りに入ったか……。これではどうしようも……」


　青ざめた顔で、忌いま々いましげに呟つぶやくウラヌスちゃん。


「えいっ☆」


「とう！」


　が、まだウラヌスちゃんが話してる途と中ちゆうだった！


　なんとミニィちゃんとイッコが、モップを飛び降り、ペンギン軍団にアタックを開始！


「ぐわっ!?」


　しかもイッコは、オレの襟えり首くびを摑つかみながら飛び出していた！　オレ達はそのままペンギンの群れに向かって三人同時に降下開始！　ウソォ!?


「ば、馬ば鹿かな、何を考えておる！　あの数では歯がたたんぞ！　ここは一いつ旦たん引いて──」


　落下中、指からウラヌスちゃんが叫んだのが聞こえた気がしたし、オレ自身もそう思うんだけど──時既すでに遅おそし。


　エクスが誇ほこる少女二人は、とっくに闘やる気きマンマンになっていた！


「ユグドラシル。聞こえる？」


　落下しながら、オレの隣となりで呟いたのは、イッコ。


　隣を見ると、イッコはまるで小型大たい砲ほうを担かつぐようにして、金色の刀を担いでいるが……おおっ!?


　この光景、見た事ある！　飛とび火ひ巣そう窟くつで、セブンさんが灼しやく熱ねつ竜りゆうを倒たおしてくれた時、ニセドラシルで、同じ様な事やってたぞ!?


　そう、イッコが選んだ伝説武器は『黄金刀ユグドラシル』！


　状じよう況きようはあの時とそっくりだ！


　武器はユグドラシル！


　そしてその武器の使い手は、世界に二人しかいない、剣けんと対話し能力を解き放つ〝剣話〟の使い手！　何もかも同じ！


　イッコは続けた。


「ユグドラシル。アンタはアタシに選ばれた。でも、選ばれただけじゃ話になんないわ。アタシに気に入られたきゃ、死ぬ気でアピールしてみな！　いけっ！」


　イッコが叫んだ……その瞬間だった！


　グゴゴゴゴ──黄金刀ユグドラシルが、グニャグニャと動き出し──ドウッ！　突とつ如じよ巨大化！


　灼熱竜と同じくらい大きな槍やりとなって、眼下のペンギンの群れへ向かって伸び進んでいく！　おお、セブンさんの時と違ってかなり大おお雑ざつ把ぱだけど、それでも凄すごい!?


「いっけぇぇぇぇぇ！」


　テンションのあがったオレとイッコは、空中で、二人同時に叫ぶ！


　──が。イッコがカッコいいのは、そこまでだった……。


「ハァ!?　何!?　ユグ男お、アンタ、アタシのやり方に文句あるわけ!?」


　隣でイッコが、いきなりユグドラシルに向かって文句を言い始めた。


　え、えぇ!?　イッコ、ユグドラシルとなんか口こう論ろんしてる!?


　剣話使えないしよく分かんないけど、二人はますますヒートアップしてるようで、


「もっと繊せん細さいに使え!?　バカ言ってんじゃないわよ！　アンタには、たとえ一撃で壊こわれようとも、一メートルでも遠くへ敵を飛ばそうって根こん性じようがないの!?　ケンジの造ったビッグバン・ソードなんか……ハァッ？　何？　アタシに逆さからおうっての!?　面おも白しろい……やれるもんならやってみな！　ぶっ飛ばす！」


「オイィ、めちゃくちゃケンカこじれてるじゃないか!?」


　オレは慌あわてて仲ちゆう裁さいに入ろうとしたが、既に手て遅おくれだった。


　ぴたっ。廊ろう下かに並ぶペンギン達に向かって伸のびていた巨大な槍が、ペンギンの目前でいきなり動きを止める。


「オイオイまさか……？」


　嫌いやな予感がした──その瞬しゆん間かんだった！


　ギュン！　いきなりユグドラシルは方向転てん換かん！　反はん旗きを翻ひるがえすように、弧こを描えがきながらＵターンし、こっちに向かって加速してくる！


　コラコラコラコラ!?　なんでユグドラシルに襲おそわれてんの、オレ達!?


　敵はペンギンだろうがっ！


「お、おい、イッコ！　なんとかしろぉぉぉ！」


　オレは叫さけんだが、


「来いぃぃぃ！　ユグドラシルゥゥ！」


　イッコは完全にユグドラシルを叩たたきのめすことしか頭にないようだった！


　ゴウッ！　オレのすぐ横をかすめ、叫ぶイッコにユグドラシルの先せん端たんが襲おそい掛かる！


　しかしイッコは空中でかろうじて攻撃をかわし、巨大な黄金の槍の先端に乗ったようで、


「こんの分からず屋がぁぁぁ！」


　ドガドガドガドガ！　伸びる槍の先端をパンチしまくってる。いや、だから、お前何と戦ってるの!?


　か、かいかぶりすぎてた……！　イッコ、全然、剣話モノにできてないわ……。セブンさんの域にはまだまだ遠い……。





　ドガァァオォォン！


　しかし、それでも、イッコの剣話は無む駄だというワケではなかった。


　暴れ狂う金色の大だい蛇じやと黒くろ髪かみ女の戦いの巻まき添ぞえを喰くう形で、何体かのペンギンが、壁かべを突き破ってどこか遠くへ吹ふき飛んでいってるのだ。


「イッコセンパイの作戦通りですね☆」


　すたっ。ようやく廊下に着地しながらミニィちゃん。


「さ、作戦か？　アレ……」


　続いてオレも着地。


「ともかく、残ったペンギンさん達は、ミニィ達でやっつけちゃいましょ☆」


　というワケで、オレとミニィちゃんは残ったペンギンに向かって突撃開始！　扉とびらの前に残っているペンギンの数は、三匹！


　けど、オレ達の武器じゃ、あのオルハリコンペンギンは直接倒せないぞ……!?


　オレは、急いで作戦を練ねろうと思ったんだけど、


「それじゃ、ミニィ、先に行きますね？　行ってきま～す☆」


「えっ!?」


　ミニィちゃんはオレの言葉なんて全く聞かず、早さつ速そく、ペンギンの群れへ突っ込んでいった！　ウソ!?


「ミ、ミニィちゃん！　どうするつもり!?」


　止める間もなく、グァリボリグァリボリ──前を行くミニィちゃんは、流りゆう星せいの石を食べたらしく、目にも留とまらぬ速そく度どで加か速そく！　そしてその右手には、犬のキグルミの着け手の様な、やたらファンシーなグローブ……！


　ミニィちゃんが選んだのは、やはり『ゴッド・ハンド』。


　正直、みんなミニィちゃんがゴッド・ハンドを使うのには反対した。装そう備び者しやの体をダイヤにするって補ほ助じよ効こう果かは凄すごいけど、今回闘たたかう相手はオルハリコン製！　もっと攻撃力のある武器にしたら？　とアドバイスしたんだけど、ミニィちゃんは、


「これが一番攻撃力あるんです☆」


　とワケの分からない事を言って譲ゆずらなかったのだ！


　しかもミニィちゃんはゴッド・ハンドを装着しておらず、ただ、握にぎりしめているだけなので、ダイヤモンドの防ぼう御ぎよ力りよくは得てはいない。


　ミニィちゃん、どうする気なんだ……!?　オレは固かた唾ずを呑のんでミニィちゃんの行動を目で追う。


　ひゅっ！　そしてミニィちゃんは、暗あん殺さつ者しやみたいな身のこなしで、一足飛びに一匹ぴきのペンギンの背はい後ごに回りこんだ！


　そしてゴッド・ハンドを持った右手を振ふり上げる。


「だ、だから、その武器じゃ無理──」


　と、オレが叫ぼうとした、その時だった。


「お手手寒いでしょ？　これ貸したげるね？」


　ミニィちゃんは──突とつ然ぜん、誰も予よ想そうできないような行動に出た。


　すぽっ。間の抜ぬけた音。


　ミニィちゃんが、自分の手に持っていたゴッド・ハンドを──ペンギンの右手にハメたのだ。


「何を……やってるの……ミニィちゃん……？」


　わざわざ宝物庫から持ってきた伝説武器を……


　敵であるペンギンの手に、ご丁てい寧ねいに、装備させた……？


　あまりに予想の範はん疇ちゆうを超こえた行動に、オレだけじゃなく、上空のドノヴァン、ウラヌスちゃん、イッコ、全員が、絶ぜつ句くしている。


　が。


　ピキキキキ！　そして、何かが凍こおるような音して──全員が、我に返った。


　あ……!?　ミニィちゃんがゴッド・ハンドをハメたペンギンが、ゴッド・ハンドの効果で、頭の方から徐じよ々じよにダイヤ化していってる!?


　そして、そんな、たった今ダイヤ化したペンギンの頭部に、


「えい☆」


　ゆっくり、ミニィちゃんが手を乗せた──


　瞬間だった！


　バッキャァァァァ！　突とつ如じよ巻き起こる爆ばく砕さい音おん！


　同時に！　ミニィちゃんに頭を触さわられたペンギンの頭部だけが、ダイヤのつぶてになって四散した！


「えぇぇぇぇぇ!?　な、なんかエグい！」


　悪夢のような光景に、オレは絶句！　四し散さんしたダイヤのつぶては、地面に転がると同時に、砂に変わる。


「い、今の……髑髏どくろ石せつ拳けん!?　どういう事!?　オルハリコンに、髑髏石拳効きかないハズじゃ──」


　オレは混こん乱らんしながらミニィちゃんに聞いたが、


「はいっ☆　だから、ペンギンさんにコレつけてもらったんです☆」


　得意げな笑えみでミニィちゃんがオレに見せてくれたのは、動かなくなったペンギンから奪うばい返した、ゴッド・ハンド。


「ど、どういう意味？」


「ほら。ゴッド・ハンドって、つけた人の体を、ダイヤモンドにしてくれるっていうでしょ？　で、ミニィ、宝石でもなんでも、石なら髑髏石拳で壊こわせますから……」


　ミニィちゃんがそこまで言って。


　オレは──ようやく今何が行われていたのか理解した。


「つ、つまり。敵の体をオルハリコンからダイヤに変えるために、強制的に、相手にゴッド・ハンド装備させたって事……？」


「ハイ☆　だから言ったでしょ？　ゴッド・ハンドが、一番強いって☆」


　満面の笑みでミニィちゃんは言うが……そ……そんな使い方、アリかぁぁ!?


「アリですぅ☆」


　バッキャアア！　問もん答どうしてる間にもミニィちゃんは、今と同じコンボでペンギンを一体始し末まつ！


　げげげ。なんて極ごく悪あくコンボだ『ゴッド・ハンド強制装備→髑髏石拳』。


　これなら、どんなに体が硬かたかろうが、そして生物だろうが、装備さえさせる事ができたら、もはやミニィちゃんが粉ふん砕さいできない相手はこの世にいないじゃないか……！


　ていうか、伝説武器の特性を逆手にとって、相手に無理矢理装備させるなんて……ゴッド・ハンドを作ったお人も、まさかこんな邪じや道どうな使い方をされるとは夢にも思ってなかったに違ちがいない。


「マーガス！　あと一体じゃぞ！　早く倒たおさんか！」


　と、指輪から、いつの間にかやる気満々になってるウラヌスちゃんが指示。


　見ると……確かにそうだった。


　イッコとミニィちゃんがやりたい放題やったおかげで、一〇体いたペンギン達は、いつの間にか残り一体になっている。


　ヤバイ。オレは、とある事に気づいた。


　オレ──まだ何も活かつ躍やくしてないじゃないか!?


「みんな、下がれ！　後は、オレに任せろ！」


　オレは自分の見せ場を作るべく、持ち出した伝説武器を両手で振りかぶりながら、一人最後に残ったペンギンに突撃した！


「うおおおお！」


　オレの伝説武器は、何な故ぜか『杖つえ』だった。


『プラチナ・ワールド』という名前の、七〇センチくらいの特とく殊しゆ金属製の杖で、先端の水すい晶しようの中に、ゼンマイ仕じ掛かけの時計の中身みたいなのが入ってる。


「くらえぇっ！」


　ガィィィン！　そして、ペンギンの頭を、その杖で強きよう打だ！


　すると水晶の中のゼンマイ群ぐんが猛もう烈れつな勢いで逆に回り始め──ペンギンの体がブルブル震ふるえ始はじめる！　そんな中、ペンギンは反撃すべく、刃やいばの様に鋭するどい右腕うででオレに斬きりかかってこようとしたが──文字通り、時既すでに遅おそし！


　ペンギンが繰くり出してきた斬ざん撃げきは──一センチ進むのに一秒くらいかかる──とんでもなく遅いものになっている！






[image: ]





「どうだ……！　これが、プラチナ・ワールドの持つ能力！」


　どんな相手だろうが、杖の先端に触ふれた途と端たん、そいつのスピードが一〇〇分の一になる！　もう一度触れるまで、元の速度には戻もどれない！


　バッキャアア！　その隙すきをついて、ミニィちゃんが、例のコンボでそのペンギンを撃げき破は！　戦せん闘とうは終しゆう了りよう！　……ん？


「オツカレ！　はぁ、やっとこさユグ男を黙だまらせたわ」


「それにしても上う手まくいきましたね☆」


「玉座の間へ急ぐのじゃ」


「ボク、扉を開けてくるよ！」


　いつの間にか、オレの前でイッコ達四人が集まって、勝利を喜びワイワイやってるが……んんん？


「ちょ……ちょっと待ってくれ？」


　オレは、思わずみんなを止めた。


「何よ……？」


　怪け訝げんな顔で、イッコ。


「待ってくれ……何でオレの武器だけ……こんな地じ味みなんだ!?　何でオレの武器だけ、サポート系の武器なんだよ!?　オレ、全然目立ってないじゃないか!?」


　オレは──悲ひ痛つうな叫びをあげずにはいられなかった！


「知らないわよ、んな事。アンタが選んだんでしょ？」


　イッコは事も無げに言ったが、


「ち、違うぅ！　この杖選んだの、オレじゃないぞ!?　誰かが、この杖の名前どっかで聞いた事あって、最強だから持っていけ！　って言ったんだ！」


　オレは断だん固こ抗こう議ぎ！　それは間違いなかった！　誰かが確かに言ったんだ！　が。


「いいじゃないですか☆　そんな事☆　どうでも☆」


　ミニィちゃんは笑顔で何気に残ざん酷こくな言葉を口にし。


「うん。ボクは、地味だとか、影かげが薄うすいとか、そんなの気にしない方がいいと思うよ？」


　ドノヴァンは、なんかドノヴァンにはあんまり言われたくないような言葉を口にし。


「そうそう。それに、その杖アンタに似合ってるって！　敵のスピードを遅くして、オイシイとこは周りに譲ゆずるとか、アンタらしいじゃん！」


　そしてイッコは、たぶん本気で慰なぐさめようとしてくれてるんだけど、一ミリも気がまぎれない様な事を言う。


　ク、クッソォ。お前らは、大暴れできたからいいけどなぁ……！


「マーガス！　何をしておる！　行くぞ！」


　指輪からウラヌスちゃんが言うので、オレは仕方なくモップにまたがる。


　こうして、オレ達の第一の戦闘は、終わりを告げた。


　ていうか、オレに杖薦すすめた犯人誰なんだよ……？





　　　　※




　玉座の間でも、オレ達を数体のペンギンが待ち構えていたが、


「ユグ男！」


　ドッガァァァァ！


「破っ☆」


　バッキャァァァ！


　主に二人の女子（が持つ伝説武器）のおかげで、オレ達は、何とか前に進む事ができた。


　オレは基本的にイッコと二人一組で戦い、オレが『プラチナ・ワールド』で親衛隊の動きを遅おそめ、そこにイッコの『ユグドラシル』で吹ふき飛ばすコンボで善ぜん戦せん。


　うー、認めたくないけど、オレってやっぱ中心で大活躍！　みたいなんじゃなくて、こういうサポート的なポジションの方が、つくづく向いてるんだよなぁ……。


　もともとレンジャーは、サポート色の強い職業だけど。厳げん密みつに言えば、その中でも『戦闘型』『支し援えん型』『特殊技能型』……っていう風に、さらに細かく分類できる。


　選せん抜ばつ試験でサイモンに説教されてから、どういうレンジャーになるか、いろいろ考えてたんだけど……やっぱり、オレは『支援型』かもなぁ……。


「破っ☆」


　バッキャァァァ！


　一方、ミニィちゃんとドノヴァンも、素す晴ばらしいコンビネーションで敵を撃破し続けていた。


　ドノヴァンが、『ゲイボルクのモップ』でスライディングするように突つっ込んで、親衛隊を空中に跳はね上あげて。隙すきだらけに浮うかんだ親衛隊に、ミニィちゃんが『ゴッド・ハンド』をハメて、髑髏どくろ石せつ拳けんで粉砕する。


　ドノヴァンとミニィちゃんのコンビは、瞬またたく間に親衛隊の部隊を一つ壊かい滅めつしてしまった。


「やりましたね☆　ドノヴァンさん☆」


「う、うん」


　二人は満面の笑みでハイタッチをかわしてる。そういえば……あれ？


　オレはふと思い出した。


　確かケンジ、竜りゆう車しやに乗ってる時、『ドノヴァンがソーニョに一人で帰る事を知って、ミニィちゃんが微び妙みような雰ふん囲い気きだった』みたいな事オレに言ってたよなぁ？


　でも……全然、そんな事ないじゃないか。ミニィちゃん、すっごい元気だぞ？


「どうかしました？　マーガスさん☆」


　じっと見てたら、オレの視線に気づいたミニィちゃんが、こっちに寄ってきた。


「え、あ、いや。えっと、なんか、ドノヴァンとミニィちゃん、息ピッタリだな、と思ってさ」


　ケンジから二人の事を既に聞いてる、と知られていいのかどうか分からず、オレは慌あわててごまかそうとしたが、


「マーガスさん……ケンジ君から、ドノヴァンさんとミニィの事、聞いたんですね☆」


　オレのフェイクなど、鋭するどい勘かんの持ち主ミニィちゃんに通用するワケもなく。笑顔のまま、一秒で見破られてしまった。ウッ……。


「もぅ、みんな、なんでそんなに心配するのかなぁ」


　ミニィちゃんは、苦く笑しよう。


「ミニィ、ドノヴァンさんがソーニョに帰ったって、全然平気ですよ？　一生会えない訳じゃないし☆　二人とも、違ちがう場所で、それぞれ頑がん張ばればそれでいいじゃないですか☆」


「そ……そうだよねぇ？」


　元気にミニィちゃん本人が言うので。


　オレは、一応、安心した。


「凄すごいね、ミニィちゃんは。いつも、明るいし、元気だし」


「だってミニィ看かん板ばん娘むすめだもん☆　どんな時でも、明るく元気じゃないと☆」


　輝かがやくような笑顔で、ミニィちゃん。


　……まぁ、後にオレは、この時の言葉が、本当はどういう意味だったのか痛つう烈れつに思い知らされるワケなんだけど……。


　当然、別段鋭するどくもなく、女心もよく分かってないオレには、そんなミニィちゃんの本心に気づけるハズもなかったんだよな……。


「いつまで喋しやべってんの！　さっさといくわよ、二人とも！」


　イッコに怒ど鳴なられ。


　オレ達二人は、ゲイボルクのモップに乗るべく、二人で駆かけ出した。





　　　　※




　と、まぁ、そんなこんなとあったけど……。


　なんとかオルハリコン・ペンギン軍団を蹴け散ちらし続けたオレ達は、ドノヴァンのゲイボルクのモップにまたがって、長い大階段を駆け上り、とうとう玉座の間へ到とう着ちやく。


　やはり八〇年放置されてるだけあって、赤あか絨じゆう毯たんなんかは煤すすけていたけれど。


　玉座の間は、入り口から玉座までは五〇メートルくらいの広さがある、巨きよ大だいすぎる部屋だった。栄さかえていた頃ころのこの部屋の様子が、一度見たかった気もするな……。


「む……？　ドノヴァン……玉座に寄せてくれんか？」


「？　了りよう解かい」


　何かに気づいた様子のウラヌスちゃんの指示に従い、ゲイボルクが、玉座の前に止まる。


　立派な玉座だった。


　直線的な白い石でできてて、縦三メートル、横にも三メートルくらいある。でも、クッションとかもないし、ずっと座すわってたら腰こしに悪そう。あ、でも、王様だって、四六時中座ってるワケじゃないのか……？


　なんてとりとめのない事を考えている最中だった。


「妙みようじゃな……」


　ウラヌスちゃんが、怪け訝げんな声で呟つぶやいた。


「アンタ……どこいっても〝妙じゃな〟ばっかりじゃない……」


　イッコがうんざりしたように言ったが、


「ち、違う！　今回は、いつにもまして、妙なのじゃ！」


　言って、ウラヌスちゃんは、玉座を指差した。


「み、みろ。誰かが座った形けい跡せきがあると思わんか？」


「へっ……？」


　ウラヌスちゃんに言われ、オレ達は改めて玉座を見る。


　あ、ホ、ホントだ……？


　なんか、積もってた埃ほこりが払はらいのけられて、座った形跡みたいなモンがある。しかも、よく見ると、何年か前についた形跡という感じではない。まるで、ついさっきまで玉座に誰かが座ってたような──そんな様子だった。


　オレ達は、顔を見合わせた。


「……どういう事？　アタシ達が侵しん入にゆうするまで、何十年も、城へは誰も入ってないんじゃないの……？」


「だから妙じゃと言っておる。妾わらわ達の他ほかにも、ここへ入ってきている人間がおるのか……？」


　ウラヌスちゃんは不ふ審しんげに呟いたが……さすがに、座った形跡だけじゃ、何も分からない。


　なんとなく気味の悪い沈ちん黙もくが、五人に訪おとずれる。


「まぁ……よい。まずは、時を司つかさどる間まへ向かおう。親衛隊を従える事が、なにより先決じゃ」


　というワケで、オレ達は再びゲイボルクにまたがり、アトラの城を進む。





　時を司る間は、玉座の間から近かった。


　玉座の間の後ろにある螺ら旋せん階段を上り、最上階まで向かうだけだから、ゲイボルクのスピードもあって、二、三分もしないうちにオレ達は階段を上りきり、時を司る間の、黒い扉とびらの前に辿たどり着いた。


「ようやく、辿り着いたわね……！」


　満足気に、イッコが呟いている。


「マーガス。扉の前に立ってくれんか？」


「？　オッケー」


　ウラヌスちゃんに頼たのまれたので、オレは一足先にゲイボルクから降り、時を司る間を閉とざしていた黒い扉の元へ向かう。


　チカチカッ！　その瞬しゆん間かん、左手の指輪が光り、


　ウィン。


　固かたく閉ざされていた黒い扉が、ひとりでに、横滑すべりに開いた。


「お、おお……？」


「さぁ、入ってくれ。ここが、目的地。時を司る間じゃ」


　言われて、オレ達は、ゾロゾロと時を司る間に入った。


「へぇぇ……？」


　時を司る間は──いままで見てきた天空城の部屋とは対照的に、かなり狭せまい小部屋だった。四人入っただけで、キツキツなくらいに。


　その狭い部屋の中心に、ガラスの様な透とう明めいな石で作られた棺ひつぎが一つ横たわっており、中に、凍こおった花がたくさん敷しき詰つめられているのが見える。


　その隙間から、人間の手足の様な物も、見え隠かくれしていた。


　て事は、これが、ウラヌスちゃんの本体を封ふう印いんしてる装そう置ちか……!?


「さぁウラヌス。復活の時よ。どうやって、アンタを起こせばいいの？」


「いや……。ここからは、妾一人で大だい丈じよう夫ぶじゃ」


　そこまで言うと。棺の前まで歩み寄ったウラヌスちゃんは、くるっと体の向きを変えて、微び笑しようしながらオレ達の方を見つめ。


「マーガス。イッコ。ドノヴァン。ミニィ」


　急に改まった声で、オレ達四人の名を呼んだ。


「地上でも、天空郷でも、妾のせいで大変な騒そう動どうに巻き込み……すまなかった。お主達と、ジャン様、ケンジ、ノンのおかげで……妾は、ここまで戻もどってこれた。本当に……感謝しておる」


　ペコリ。ウラヌスちゃんが、頭を下さげながら言う。


　なんか、急に改まって言われたもんだから……オレ達は、顔を見合わせた。


「ど、どうしたのよ、アンタ……」


「どうも。ただの本心じゃ。お主達と旅が出来て……本当に良かった。妾は、人生そのものが、変わった気がする……」


　ますます謙けん虚きよな事を言うウラヌスちゃんに、オレ達は、余よ計けい混こん乱らん。


「な、何かさ。これでお別れ、みたいな雰ふん囲い気きになってるけど……気のせいだよね？」


　オレは、妙な予感を感じて、聞いてみる。いや、だって、ウラヌスちゃん、これから蘇よみがえるんだろ……？


　が、ウラヌスちゃんは、それには答えず、ニコッと自然な笑え顔がおを見せ、


「妾の顔。忘れるなよ？」


「へ？」


「さらばじゃ」


　しゅっ。ウラヌスちゃんは、言うなり、透明の棺の中へ、滑り込んでいく。


　瞬間！


　パァァァァァァァァァァ──。ウラヌスちゃんの本体がある棺が──いきなり発光し始めた。そして時を司る間を、まるで竜りゆうの様に荒あれ狂くるう光の帯が埋うめ尽つくす。


　そんな中、棺はゆっくりと床から離はなれ、徐じよ々じよに浮ういていき……。


　ドスンッ！


　ある一定の高さまで達した後、唐とう突とつに、浮ふ力りよくを失ったように落下。同時に光も収まる。


「ど……どうなったのよ？　今ので終わり……？」


　オレ達は、ワケが分からず、なんとなく透明の棺に近寄る。


　が。


「ああっ……!?」


　悲鳴のような声をあげたのは、誰だったのか。


　棺の中からは、何もかも。凍っていた花も、ウラヌスちゃんの本体らしき人間の身体からだも、何もかもが、忽こつ然ぜんと消えていた……！


（妾の顔。忘れるなよ？）


　ウラヌスちゃんのさっきの言葉が、異常なくらい鮮せん明めいに頭の中で響ひびいてる。


「ウソ……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのは、イッコ。


「な、なんでよ……！　なんで消えるのよ!?」


　イッコは、かなり取り乱した声で言った。


　ミニィちゃんとドノヴァンも、呆然と目を大きく見開いている。


　かくいうオレも、相当ショックを受けていた。


　や、やっぱり……！　急に謙虚になったりして、おかしいと思ったんだ……！


　ウラヌスちゃんは……何か事情があって、オレ達の前から姿を消した……!?





　ドォォォォォン！





　と──その時だった！


　完全に沈ちん黙もくする時を司る間の下の方から──城を揺ゆるがすような、爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。


「これ、あのペンギンの攻こう撃げきじゃないの……!?」


　イッコの言葉に、全員が頷うなずく。


　下で、何かあったのか……!?


　下といえば、玉座の間。もしかして、消えたウラヌスちゃんと何か関係がある事なんじゃ……！


「ド……ドノヴァン！」


「うん！　行こう……。みんな、乗って！」


　オレ達は素す早ばやい身のこなしで全員ゲイボルクにまたがり、そのまま玉座の間へと続く螺旋階段を駆かけ下りる。


　が！


「な……ウソだろ!?」


　そこで待ち受けていたのは──最悪の事態だった。





　　　　※




　階段を降り、玉座の間に後ろから入るなり。ゲイボルクのモップは、急停止せざるを得なかった。


　入り口から、玉座へと続く、五〇メートルの赤い絨じゆう毯たんの上を──五匹ひき一組で並んで歩く例の親衛隊ペンギンが、延えん々えん……延々、列をなして玉座に向かって行進してきている。


　そして、その先頭を、胸を張はって悠ゆう々ゆう歩いてくるのは、ある意味もはやおなじみ、あのオリーブグリーンの軍服を着た肥ひ満まん体型の男。


「フハーハッハッハ！　これはこれは、アルニレックス君じゃないか！」


　他人を見下すような、歪ゆがんだ瞳ひとみ。人を小こ馬ば鹿かにするような、いやみったらしい声。


　サラディン・オズが、そこにいた。


「ア、アンタ……何やってんのよ？」


　さすがのイッコも、声に、驚きよう愕がくの色がありありと浮かんでいた。


　わりと遠い──一五メートル程ほど離はなれた場所で、オレ達と対たい峙じしながらサラディン・オズは答える。


「何をやっている、だと？　おいおい、お前達が、こんな辺へん鄙ぴな島に連れてきたんじゃないか？　つれないな」


　ニヤッ、と唇くちびるの端はしを吊つり上あげるサラディン・オズ。


「そうじゃないわよ……なんでアンタが、親衛隊を操あやつってんのかって聞いてんのよ!?」
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　怒ど鳴なるイッコ。


　そうだよ。それが、一番謎なぞだった。オレ達なんか、殺されかけたりしながら、なんとか伝説武器の力借りて、親衛隊を退しりぞけながらここまで来たのに……。サラディン・オズは、襲おそわれるどころか、味方にしてる──!?


「おや、忘れたのかい？　僕は、人形の扱あつかいに関しては、一応プロフェッショナルなんだぜ？　多少勝手は違ちがっても、人形は人形。コードが複ふく雑ざつだから、多少コントロールしきれず、さっきみたいに誤ご作さ動どうを起こす奴やつもいるが……基本的には、こんな連中、造ぞう作さもなく操れるさ」


　サラディン・オズが、手の平の中の装置を、親指でクリクリ動かすと。


　ザッザッザッザッ……サラディン・オズの後ろの親衛隊達が、規則正しく、オレ達の方へ向かって歩き始めた。ウ、ウソ……親衛隊達を、逆に支配してる!?


　オレは敵ながら、サラディン・オズの才能に目を見張った。


　あの男、性格は最悪だけど、知識と技術だけは、天空郷にも通用する……!?


「ていうか、そうか……！」


　オレは、ピンときた。


「昨日の夜、ライカを探しに行く前突とつ然ぜん鳴った警報……！　あれは、アンタが城じよう下か街まちに踏ふみ込こんで鳴らした警報だったんだな……!?」


　そして親衛隊に襲われたコイツは、そのまま親衛隊を従え、城へ入った。玉座についてた座すわった形けい跡せきは、この男のものだったんだ……！


「フハハハハ！　その通り！　天空郷など、何の興味もなかったが……この人形と遭そう遇ぐうした瞬しゆん間かん、僕は、歓かん喜きのあまり震ふるえたよ。これほど進んだ人形は、地上には、まだ一体もない。これがあれば、オズも、僕の事を認めざるをえないだろう……」


　そこまで言うと。サラディン・オズは、手の中の装置を、再びなにやら操作した。


　ザッザッザッザ！　その瞬間、迫せまり来る親衛隊達の歩調が、加速する！


　オレ達は、じりじりと後ずさった。


　アトラにいる千体の親衛隊が、全てここへ終結してきてるのか？　迫り来る親衛隊の列は、玉座の間へと続く階段の向こうまで伸のびて、未いまだに玉座の間には、親衛隊が増え続けている。


　最悪な事に、逃にげ場はなかった。後ろに逃げても、あるのは、時を司る間だけ。


　行き止まり……。


（ミニィ、髑髏どくろ石せつ拳けんで床ゆか、砕くだけない？）


　イッコが、小声で隣となりのミニィちゃんに聞いてる。


（実は、もう試ためしてみたんですけど……ダメなんですぅ……。ウラヌスちゃんが言ってたとおり、玉座の間って、ぜんぶオルハリコンでできてるみたいで……）


　しゅんとした声で、ミニィちゃん。そう言えばウラヌスちゃん、そんな事言ってたっけ……!?


　焦あせりまくるオレ達を見て、サラディン・オズは、恍こう惚こつの表情を浮かべた。


「──散さん々ざん手こずらされたが……後は、お前達を始末すれば、完かん璧ぺきだ。そうすればきっと僕は、かつての生活を取り戻もどせる……！　死んでもらおう」


「どうやら……やるしかないみたいね……！」


　チャキチャキ！　オレ達は仕方なく、それぞれ獲え物ものを取り出し、構えた。


　が、その瞬間。


「殺せ」


　為なすすべが無かった。


　サラディン・オズが言った瞬間──


　迫り来る親衛隊第一陣じん、一〇〇体近くの親衛隊の目が一いつ斉せいに赤く瞬またたき──


　ズッガァァァァァァ！


　一〇〇体分の爆ばく炎えん攻撃が、オレ達に集中！


　避よけるも、避けないも、なんとオルハリコン製の天てん井じようをも突つき破って、天まで貫つらぬきそうな勢いでオレ達の前に出現した太く巨きよ大だいな火柱から発生した衝しよう撃げき波はに、オレ達は軽々吹ふき飛ばされた。


「がふっ！」


「うぐっ！」


　全員、虫ケラの様に壁かべに強きよう烈れつに叩たたきつけられ、その強烈なダメージに、這はいつくばるように崩くずれ落ちる。


　ク、クソ。オレは、取り落としたプラチナ・ワールドを拾ひろおうと、震える手を伸ばしたけど──ザッザッザッザッ──その、プラチナ・ワールドを踏ふみ越こえて、親衛隊の集団がオレ達の目前まで迫ってきてしまった。


（ク、クソ、だめか……！）


　さすがに諦あきらめの言葉が脳をかすめた──その時。


「おやめなさい」


　突然、聞いた事もないような──良く通る、凜りんとした女性の声が玉座の間に響き渡わたった。








（え……？）


　オレは、這いつくばったまま……目を疑うたがっていた。


　どこからともなく、聞いた事のない女性の声が聞こえた瞬間──状じよう況きようは、一瞬で、激変してた。


　ぴたっ。オレ達の目前まで迫り、今にもオレ達を殺そうとしていたハズの親衛隊達は、一匹残らずくるっと向きを変え──自分達が上がってきた、玉座の間の入り口、階段の方を向いて、跪ひざまずいている。


　そして。こつ、こつ、こつ……その視線の先──玉座の間へ続く階段を上ってくる静かな足音が、玉座の間に響き渡る。


（だ、誰だ……!?）


　オレ達は、息をするのも忘れ、足音を立てている人物が階段を上りきり、玉座の間に姿を現す瞬間を、じっと待った。


「な、何をしている！　どうした！　何な故ぜ動かん！」


　サラディン・オズが、パニクった声をあげながら、手の中のコントローラーを狂ったように操作する中、とうとう件くだんの人物が、玉座の間に姿を現す。


　そこにいたのは──長い銀ぎん髪ぱつを垂たらした女性だった。


　身長は、オレより少し低いくらい。年ねん齢れい的には、十四、五歳さい、といったところだろうか。


　控ひかえめな佇たたずまい。透すき通とおるような白い肌はだ。そして、純じゆん朴ぼくで、清せい楚そで。そういう澄すんだオーラが、全身から滲にじみ出でてる。一言で言うなら……可愛かわいい。


　そして、こつ、こつ、こつ。その女性が玉座の間に足を踏み入れた瞬間、


　ざざっ！


　玉座の間、入り口付近にいたペンギン達の群れが、二つに分かれて、女性の為ために道を作った。また、親衛隊を、支配する人物が現れた……!?


「捕とらえなさい」


「ま、待て、僕は国こく際さい騎き士し警けい察さつ特とく別べつ指し揮き官かんのサラディン・オズだぞ僕に手を出すとどうなるかぐわぁぁぁ！」


　あっという間の出来事だった。


　オレ達にとって最大の脅きよう威いだったサラディン・オズは、ついさっきまで自分が操あやつっていたペンギン数十匹にのしかかられて、ペンギン山の下した敷じきになり、動かなくなる。


　何が……起こってるんだ？


　目の前で起きている、理解不能すぎる状況に、誰も、何も言えなかった。


　そして。


　こつ、こつ、こつ、こつ……。親衛隊に、サラディン・オズを捕らえさせたその女性は、今度は、ゆっくりオレ達に向かって歩き始める。


「お、おい、どうする……？」


　オレ達は困こん惑わく。この人は、敵なのか？　味方なのか？


　おろおろしてる間にも、女性は、どんどんオレ達の方へ近づいてきたが、


「と、止まれ！」


　ジャキッ！　女性が、前方三メートルくらいの場所まで歩み寄ってきたところで、イッコがユグドラシルの切っ先を向けながら、女性を押おしとどめた。


「アンタ、何者よ。アタシ達に、何か用？」


　イッコが敵意満々で聞くと。


　女性は一度頷うなずき。そして、両りよう頰ほおを少し赤く染め、柔やわらかくハニカミながら、


「私の名は、ウラヌス・オム・セーヌ・アトラ。……天空郷アトラの──王女です」


　仰ぎよう天てんの答えを返してくるのだった。


「は……ハァァァ？」


　その答えを聞いた瞬間。オレ達四人は、ぽかん、と口を開けたまま、その場で硬こう直ちよくした。


　この女性がウラヌスちゃん？　何言ってんだ？
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　銀髪女性は、そんな絶句するオレ達を見て、ニッコリ笑うと。


　くるっとオレ達に背中を向け、親衛隊の方を向いた。そして言う。


「親衛隊のみなさん……。八〇年もの間、この城を守り続けてくれて、本当にありがとう……。ですが、たった今をもちまして、アトラの城、及および、城下街への人間の出入りを、全面的に許可します。これからは、私の許可無く人間に危害を加えないで下さい。アトラ王家の名の下もとに命じます」


　澄んだ小川を流れる水の様な、透すき通った優やさしい声で、女性。


　ペンギン達は、心得た、といわんばかりに、チカチカ、と二重丸の瞳ひとみを瞬かせた。


「ありがとう。さぁ、ここはもう大だい丈じよう夫ぶ。あなた達は、二階の詰つめ所にいって、八〇年振ぶりにお休みしていて下さい。私は、この方達とお話があるので、ここに残ります」


　チカチカ、再び二重丸の瞳を瞬かせる無数のペンギン達。


　すると次の瞬間、一いつ斉せいに回れ右をしたかと思うと、ペンギン達は何やら喚わめいているサラディン・オズも引き連れ規則正しく階段を下り、玉座の間から去っていった……。


　残されたのは、オレ、イッコ、ドノヴァン、ミニィちゃん。


　そして、去っていったペンギン達の方をまだ見てる、銀髪の女性だけ。


「ア……アンタがウラヌスですって!?」


　と、そんな銀髪女性の背後から、いきなり非難の声をあげたのはイッコ。


「ウソつくなら、もっとマシなウソつきなさいよ！　ウラヌスってのは、アンタみたいにおしとやかじゃなくて……もっとこう、横おう柄へいで、わがまま放ほう題だい育そだった様な、おまけにすぐ泣く、かなり厄やつ介かいな小こ娘むすめなのよ！」


　銀髪女性の背中に詰め寄るイッコ。た、確かに、イッコの言うとおりだ。この娘は、いくらなんでも、ウラヌスちゃんと似ても似つかなすぎる。


　──と思っていたら。


「誰がかなり厄介な小娘じゃ……。失しつ敬けいな」


　苦く笑しようを浮うかべながら、くるっとこっちに向き直った銀髪女性は……さっきまでのおしとやかな雰ふん囲い気きでなく、どこか偉えらそうな、あのウラヌスちゃんの面おも影かげを復活させていた。


「えぇ……？」


　頭がついていかず戸と惑まどっていると、目の前の銀髪女性は、ニッと砕くだけた笑えみを浮かべ、


「すまんな。親衛隊が見てる手前、妾わらわも王女としてふるまわなければならんかった。お母様の見よう見まねでやってみたのだが……初めての割には、上う手まくやったと思わんか？」


「じゃ、じゃあ……やっぱりキミは……ウラヌスちゃんなの？」


　オレが半信半疑に聞くと、


「うむ。正しよう真しん正しよう銘めい、妾がウラヌスじゃ。……驚おどろいたか？」


　ちょっと照てれた様な顔で、ウラヌスちゃんは言ったが……


「ハ……ハァァァァァァ!?」


　オレ達は、その時。ようやく、事態を理解し、改めて、絶ぜつ叫きようした！


「ウ、ウラヌス!?　アンタ、マジでウラヌスなの!?」


「な、なんでいきなり、ちょっと大人おとなになってるのさ!?」


　オレは驚きよう愕がくしながら聞いたが、


「ほっほ。冷れい凍とう睡すい眠みん中ちゆうの肉体には、剣けんを引き抜ぬいた人間と、アトラに帰るまでに過すごした経験がフィードバックされる。もちろん、フィードバックと言っても、通常はここまで急激な成長はせんが……。


　妾の場合、イレギュラー中のイレギュラー。なんせ、八〇年も地上におったしのう。何より、地上でも、アトラでも、目がくらむような事件に連続して遭そう遇ぐうしすぎておる。実感は無いが……妾はお主達と出会ってから今日までに、精神的にやけに成長してしまったらしい」


　取り戻もどした自分の肉体を見つめながら、苦笑するウラヌスちゃん。


　えぇぇぇ……!?　まぁ、いろいろあり過ぎたのは、間ま違ちがいないだろうけど……。


「で、でもぉ。なんでいきなり、ミニィ達の前から消えちゃったんですか？？」


　不思議そうにミニィちゃんが聞く。


「そ、そうだよ！　しかも、妾の顔忘れるな、とか意味深な事言うから、オレ達、心配したじゃないか！　どこ行ってたの!?」


「ほっほっほ。すまんすまん。肉体を取り戻した王女は、そのまま、何故か自分の部屋へ転移させられてしまった。どうやらお父様が、そう設定してくれたらしい。来るのが遅おくれてすまんかったな」


　困ったように笑うウラヌスちゃん。


「妾の顔を忘れるな、というのは、一〇歳の妾の顔も、お主達に覚えておいてほしかったからじゃ。ある程度年を取ることは、わかっておったからのぅ」


「な、なるほどね……」


　人騒さわがせな……。


「でも、て事はさ。あのペンギン達も、自じ由ゆう自じ在ざいに扱あつかってるみたいだし。とにかく、これで天空郷の問題は一件落着したって事？」


　イッコが確かめるように聞く。ウラヌスちゃんは頷いた。


「うむ。もちろん、これからアトラを復ふつ興こうするという大きい問題が残っておるが……数十年アトラを苦しめていた親衛隊の恐怖は、完全に取り払われた。何もかもお主達のおかげじゃ。ありがとう」


　謙けん虚きよに頭を下さげるウラヌスちゃん。


「礼といってはなんじゃが、今度はお主達の番、約束のイマジンは、親衛隊に言って探させておこう。まぁ、薬品庫には、膨ぼう大だいな数の薬品があるから、探すのに数日はかかるだろうが……。それまでの間、アトラでゆっくりするがよい」


「そうさせてもらうわ。やらなくちゃいけない事もあるしね……！」


　キラッ、と目を輝かがやかせながら、イッコ。たぶん、シャバオさん捜そう索さくの事を言ってるんだろうな。


「んじゃ、とりあえず、一いつ旦たんみんなのトコへ帰ろっか？」


　オレは提案。


「そうね。ジャン達の様子も気になるし」


「それじゃ、みんなに、大人になったウラヌスちゃんを、お披ひ露ろ目めに行きましょうよ☆」


　というワケで、無事ウラヌスちゃんの本体を復活させる事に成功したオレ達は、天空郷の人々の所へ戻り始める。


　そして城から出たオレは、なんとなく地面を見つめながら、こっそり呟つぶやくのだった。


「イシちゃん。オレ、約束通り、ちゃんとウラヌスちゃんを送り届けたからね……！」










　パート７・大だい・団だん・円えん……？







　そしてオレ達は、城じよう下か街まちの入り口付近に集まってオレ達を待ってくれていた、天てん空くう郷きようの人々の下へ戻った！


「ウワァァァァァァァァ！」


　親しん衛えい隊たいから解かい放ほうされた事をウラヌスちゃんから知らされた瞬しゆん間かん、シェルターに隠かくれ住すんでいた一〇〇人近くの人々は（ていうか、こんなに住んでたのか……）、とにかく、大だい歓かん声せいをあげた。


「来ない……町に入っても、あのペンギン達が、来ない！　警けい報ほうが鳴らない！」


　天空郷の人達は、いろんな人々が、街に出たり入ったりを試ためして、感かん激げきしてる。


「信じられない……。もう、あの狭せまいシェルターで、物音を立てないようにビクビク隠れ住まなくてもいいの……？」


　特に、女の人は、抱だき合あって泣ないてる人が多かった。


　うわ……オレ、こんなに心から嬉うれしそうな顔してる人達見るの、生まれて初めてかも。


　なんにせよ良かった。オレ達なんかで、役に立てる事もあって……。


「マーガスー」


　と、聞きき慣なれた、ちょっとのんびりした声。


　振ふり向くと、オレ達アトラ城潜せん入にゆうメンバーの下へ、囮おとり班はんの指し揮きをとっていた、ノン、ジャン、ケンジが駆かけてくる所だった！


「おお！　ノン！　ジャン！　ケンジも！　大だい丈じよう夫ぶだったか!?」


「いや、つーか、こっちに親衛隊、ほとんど来なかったんだけど……お前らの方こそ、大丈夫なのかよ？」


　と、ジャン。


　そっか……たぶんサラディン・オズは、外に人数さくより、中で、自分の身を守るため、自分の周りにたくさんペンギン引き連れてたんだな……。だから、あんなに城に親衛隊が残ってたんだ。


「大丈夫。伝説武器とかけっこうあってさ。けっこう面おも白しろかったわよ」


　イッコがジャンに言っている。


「お主ぬし達たち！」


　と、その時。オレ達七人を呼よぶ声が響ひびいた。


　声の方を向くと、興こう奮ふん気ぎ味みに、長い銀ぎん髪ぱつの女、ウラヌスちゃんがこっちに駆けてきている。


「あ、ウラヌスちゃん。どうしたの？」


　聞くと、ウラヌスちゃんは息を切らしながら、


「天空郷のみなが、改めて、お主達七人の事を紹しよう介かいしてくれと申しておる。お主達は天空郷の英えい雄ゆうじゃと！　こっちに来てくれんか!?」


　嬉うれしそうに、オレ達に言うウラヌスちゃん。


　英雄かぁ。こういう時、普通は遠えん慮りよするものかもしれないけど、エクスって、人にチヤホヤされるの大好きなメンバー揃そろってるからなぁ。


「仕方ないわねぇ。どこよ？　握あく手しゆくらいならしてあげるわよ？」


　というワケで、オレ、イッコ、ミニィちゃん、ドノヴァンは、まったくまんざらでもなさそうな表情で、ゾロゾロウラヌスちゃんについていく。


　が。


「ちょ、ちょっと待って下さい!?」


　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、ケンジ。


「ま、まさかとは思いますが……。……ウラヌスさんですか？」


　ガクガクと指先を震ふるえさせながら、ウラヌスちゃんを指さすケンジ。


　あ、そうか。ケンジ達には、まだウラヌスちゃんが急成長した事教えてなかったっけ？


　どうしたもんか、と思ってると、それより前にウラヌスちゃんがケンジ達に向かって一歩踏ふみ出し、


「妾わらわの名は、ウラヌス・オム・セーヌ・アトラ。ふふん。驚おどろいたか？　ケンジ」


　ぽん。一瞬にしてケンジより二〇センチ程ほど高い身長を手に入れたウラヌスちゃんが、ケンジの頭に手を置きながら、ちょっと勝かち誇ほこったような笑え顔がおで言う。


「バ、バカなぁ!?　ホリィといい、ウラヌスさんといい！　どうやったら、そんな急に成長できるんスか!?　何か秘ひ訣けつあるんスか!?」


「そっかー。成長期だもんねー？」


　ノンが嬉しそうに言ってるが、ノン、そういう問題じゃないと思うよ……？


　そして、ノンとケンジも、驚いた様子だったが。


　やはり、一番驚いていたのは、この男だった。


「ウ……ウラヌス？」


　ぽかん、と口を開き、ジャンは……成長したウラヌスちゃんの姿を固まって見続けていた。


「ジャン。アンタ、何見み惚とれてんのよ？」


　イッコがニヤニヤしながらそんなジャンを茶ちや化かす。瞬間、ジャンは我に返り、


「ア、アホかぁ！　お、俺が、ウラヌスに見惚れるわけねーだろ!?　俺はウラヌスの保ほ護ご者しやみてーなもんだぞ!?」


　そう言い捨てると、ジャンはスタスタ、長老達の方へいってしまう。


「は……？」


　オレとイッコは、きょとん、と顔を見合わせた。


　なーにを本気で否ひ定ていしてるんだ、アイツは……？





　　　　※




　その日は、一日、お祭まつり騒さわぎだった。


　どう考えてもシェルターの中の方が綺き麗れいなのに、全員が、城下街の中心にある、朽くち果はてた噴ふん水すいみたいな物体の周りに集まり、地べたに座すわって、夜になってもひたすら騒いでいる。


「しかし、つくづく残念です……。あなた様こそ、天空王にふさわしいのに」


　オレ達も、一応その宴うたげに参加して一いつ緒しよに座って飲んでるんだけど、オレは〝ウラヌスちゃんとは結けつ婚こんしない〟旨むねを話した長老、ニコさんに、隣でひたすらからまれていた。


「天空郷を訪おとずれるや否いなや、滅ほろびに瀕ひんしていたアトラを救った英雄。アトラ復ふつ興こうの為ためには、あなたのようなカリスマが不可欠なのですが……」


「す、すいません……」


　としか、言いようがない……。


「しかし、つくづく残念です……。あなた様こそ、天空王にふさわしいのに」


「…………」


　ていうか、このお爺じいさん、かれこれ三時間くらいずっと同じ話してるんですけど……。


　誰だれか、いい加減救すくいの手を差し伸のべてくれ……？


「あれ？　そういやウラヌスは？」


　と、隣となりでさっきまでライカに何やら人じん生せい訓くんを説といていたイッコが、ふと気づいたようにオレに聞いてきた。助かった。


「ウラヌスちゃんは、城の中をいろいろ点てん検けんするって、さっき城しろに戻ったぞ？」


　オレは喜んでイッコの方に体を向けて答える。


「ふーん？　はりきってるわねぇ。今日くらい、ゆっくりすりゃいいのに……」


　感心したような声で言うイッコ。


　この時、オレ達は考えもしなかったんだよなぁ……。


　ウラヌスちゃんが城で、何を点検してるのかって事を……。








「おお！　ウラヌス様！」


　そんなウラヌスちゃんが宴えん会かい場に戻ってきたのは、どう考えても夜の一二時を回ってるハズの、かなり遅おそい時間だった。


　ウラヌスちゃんの登場に、いっこうに終わる気配のない宴会が、ますます沸わきあがる。


「み……みなのもの」


　が。宴会場の中心に立ったウラヌスちゃんの声は、妙に固いものだった。


　ん……？　なんかウラヌスちゃん、微び妙みように顔色も悪くないか……？


「今日の宴は、とりあえず、この辺でお開きにしよう」


　開口一番、ウラヌスちゃん。


「えー!?」


　真っ先に親指を下に向けてブーイングをあげたのは、ライカ。ていうか、お前、一〇歳さいだろ？　何時まで宴会に参加してるんだよ……!?


「あ、明日から、アトラ復興にみなで力をあわせて頑がん張ばらねばならんだろう！　とりあえず、今日は、解散じゃ！」


「……は～い」


　何やら、ウラヌスちゃんに有う無むを言わせぬ言いかたをされて。


　天空郷の人々は、すごすごとシェルターの方へ引き上げていく。


「ウラヌスちゃん、どうかしたの？」


　あからさまにおかしいウラヌスちゃんのテンションに、なんとなく嫌～な予感を覚えつつ。オレ達は、ゆっくりウラヌスちゃんの下へ向かう。


「ひっく。ひっく。ひ」


　そして、ウラヌスちゃんが、大きくなったにもかかわらず、おなじみの声をあげたので──オレ達は、ギョッと顔を見合わせた。


「ど、ど、どうしたんだぁ、ウラヌス！」


　すぐさまウラヌスちゃん扱あつかいのスペシャリスト、ジャンがウラヌスちゃんをなだめにかかる。


「も、もうお前は大人なんだから、泣いちゃダメだろ。な!?」


　ジャンは言ったが、


「わ、分かってる。でも……でも」


　涙なみだ声ごえで言うウラヌスちゃん。


「今度はどうしたのよ？」


　ため息まじりに聞くイッコ。


「かえ……帰れない……」


　擦かすれるような声で、答えを返すウラヌスちゃん。


　それを聞いて、ジャンが笑った。


「帰れない？　なーに言ってんだ、お前は。ちゃんと帰ってこれただろ？　天空郷に」


　ジャンは言ったが、ウラヌスちゃんは首を振ってそれを否定。


「ひっく。違う。帰れないのは、妾わらわじゃない。こ、今度かえ、帰れないのは……お主達うぇぇぇぇぇえええええええええええええええええええええええええええええ」


「は……はぁ!?」


　いくらなんでも聞き捨てならない事を言われ、困こん惑わくの声をあげるオレ達。


「ど、どういう事？　帰れないって……オレ達が、天空郷から地上に帰れないって事!?」


　聞くと、ウラヌスちゃんは鼻をすすりながら頷うなずいて、


「妾、城の中、点検した。親衛隊もぜんぶ使って、お主達が帰る為の、道どう具ぐ、探した。でも、一つも、残っていなかった。たぶん、プルートが王になった時、天空郷から逃にげる為、みんな勝手に使った」


「え、えぇ!?」


「エ、エクスカリバーは!?　来たときに使ったエクスカリバーで帰ればいいんじゃ──」


　ケンジが聞いたが、ウラヌスちゃんは首を振って、


「エクスカリバー、一度指ゆび輪わになると、剣けんに戻もどせない。剣の形なら、お主達、地上に帰せた。でも、城の中に、エクスカリバー、一本も残ってなかったうぇぇぇぇ」


　再び泣き始めるウラヌスちゃん。


　しかし、ウラヌスちゃんに優やさしい言葉をかける余よ裕ゆうがある人間は、もはやエクスの七人の中に一人もいなかった。


　オイオイ……ウソだろ？　ウソだよな？


　まさか……本当に、地上へ帰る手しゆ段だんないのか？


「冗じよう談だんじゃないわ……！　アタシは……アタシ達は、地上に、いっぱい大事な物置いてきてんのよ！　絶対、何か方法はあるハズ……！」


　殺さつ気きのこもった声で、呟つぶやくイッコ。


「行くわよ！　アンタ達！」


「お、おっしゃ！」


　というワケでオレ達は、さっそく天空城へ、地上へ帰る為の手段を探しに向かう！





　しかし、結果的にそれは、無む駄だな努力に終わる。


　ウラヌスちゃんの言う通り──もはや天空郷には、地上へ戻る方法など一つたりとも残されていなかったのだ。


　そして何もできないまま、天空郷で足止めをくって、一週間の時が流れた──







ＴＯ　ＢＥ　ＣＯＮＴＩＮＵＥＤ！







　あとがき




『七人の武器屋、恐らく最さい終しゆう巻かんとなる第八巻は、来年の三月前後を予定しております』





　と──七巻のあとがきで、大だい楽らく絢けん太たは書きました。


　しかし、この本、つまり八巻本ほん編ぺんを読んだ方はもうお分かりでしょうが……





　すいません……！





　とてもじゃないけど……！





　書いてみたら……！





　一冊では、まったく話が終わりませんでした……！








　というワケで七人の武器屋は、この巻が最終巻、ではありません。


　ゴメンなさい。


　七人の武器屋、もう少しだけ、続きます！


　少なくとも、この天てん空くう郷きよう編へんで、あと一冊出ます……!!





　いや、騙だますつもりはなかったんですが……。


　七巻のあとがきを書いてた時は、何な故ぜか、あと一冊でちょうど書き終わる、という、ナゾの大いなる確かく信しんを抱いだいていたんです……。


　当時、担たん当とうＴさんも、


「大楽さん。あなたが八巻で書こうとしてる内容、どうっっ考えても一冊じゃ書ききれないと思うんですけど……。本当に一冊で終わるんですか!?　八巻で最終巻、って宣せん伝でんうっちゃって大丈夫なんだよね!?」


　と何度も念ねんをおしてくれてたんですが、そんなＴさんをむしろ僕ぼくは「この人何言ってんだ……？」みたいな、キョトン、とした口く調ちようで、


「へ？　いや……終わるでしょう？　だって僕……このシーンで何枚必要、このシーンで何枚必要、みたいなの〝具体的に計算〟しましたよ？　そしたら、僕が書こうとしてる内容、ちょうど一冊分の分量でしたよ？」


　と、何故か説せつ得とくしてしまったくらいで……。


　結局、その時の〝具体的な計算〟とやらで四ページで書き終わるハズだったシーンが、実際には五○ページくらいかかるシーンだったりして……しかも、そんな箇か所しよが幾いくつもあって……一冊じゃ話が最後まで行かない事が判はん明めい。二冊に分かれる事が決定しました。


　すべて、自分の計画力の無さが原げん因いんです。申もうし訳わけありません。


　ただ、二冊に分けた方が、作品の為ために良よいと思って二冊に分けてますので……！


　八巻と九巻、どうか、応おう援えんの方、よろしくお願ねがい致いたします。





　そういえば一つだけ、二冊に分かれたおかげで、思わぬ副ふく産さん物ぶつが産うまれています。


　表紙です。


　どうせ二冊に分かれるのなら、それを利用しよう！


　というワケで、八巻と九巻の表紙は、繫つながって、一枚の大きな絵になるようになっています！


　僕は著ちよ者しやなので、一応、八巻の右に繫がる絵、つまり九巻の表紙になる絵も既すでに見ているんですが、合わさるとめちゃくちゃ素す晴ばらしいですよ……！


　どうぞ、そこは、お楽しみに。








　さて。八巻は久しぶりにたくさんあとがきスペースがありますが、報告しなくてはいけない事も幾つかありますので、次の話題へ。





　まずはやっぱり、七巻＋コミック版連れん動どうで行われた『聖せい剣けんキャンペーン』についての報告からです。


　ハッキリいって、予よ想そうを遥はるかに上回る数のハガキが編へん集しゆう部ぶにきてしまいました……！


　聖剣キャンペーンに送られてきたハガキの総数、なんと五〇〇通近く！


　なんとなく、応おう募ぼするにはちょっと勇気がいるんじゃないかな……と僕的には思ってたんですが。まさかこんなに応募してくれる人がいるとは……！


　さすが、七人の武器屋の読者、ノリがいいです！（笑）


　感動したのは、その五〇〇通の応募ハガキのほとんどに、七人の武器屋への熱い思いが書かれていた事。


　僕はＴさんに編集部に呼ばれて、そのブロックみたいになってるハガキを一枚一枚読ませて貰もらったんですが、ちょうどその頃ころ疲つかれ果はてて心が弱ってたせいもあってか、何百枚も読んでるうちに、情けない話、なんか本気で泣なきそうになりました……本当に、嬉うれしかったです……。


　ご応募、ありがとうございました！


　相談の結果、僕とイラストレーターの今こん野のさんが一枚づつハガキをランダムに選んで、その二人に聖剣をプレゼントする事に決定しました（その抽ちゆう選せんは、近きん日じつ行う予定です）。


　一〇〇名に当たるＷチャンスの特とく製せいイラスト＆サイン入り招しよう待たい状じようも、その時誰に当とう選せんするのか決定すると思うので、お楽しみに。


　計算上、五人に一人は当たる事になるので、もしかしたら、当たる、かも……？　です。





　それから、ハガキの話が出たので、ファンレターの話も。


　七人の武器屋は、わりと、ファンレターの数が多い作品らしくって（いつもありがとうございます！）小学生、中学生、高校生、専門学生、社会人、主しゆ婦ふの方……男だん女じよ問とわず、いろいろな方から、いろんな形かたちの応援のメッセージを頂いただいております。


　自分も進路に悩なやんでいて、マーガスの悩みにもの凄すごいシンクロしてくれる人とか。


　イラスト付きだったり、他にも、自作七人の武器屋マンガをつけてくれる人とか。


　さっきも言いましたが、やっぱり、手紙で直接応援されると、言いようのない力が沸わいてくるんで……相当励はげみになっています。


　最近返事が返せてないんですが（具体的には、二〇〇七年の秋以降に頂いた手紙には）、返事が来たことのある人はご存ぞん知じの通り、僕からの返事は、忘わすれた頃に届きます。手紙って、やっぱり一枚書くのに三〇分くらいかかっちゃうんで、まとまった時間がとれた頃には、だいぶ時間経たっちゃって……すいません。


　とはいえ、いまのところ、一応返へん信しん率一〇〇％は保たもってるハズなんで……まだ返事が来てないな～とお思いの方は、もうしばらくお待ち下さいませ。








　続いて、読みきり短たん編ぺんのお話。


　この七人の武器屋第八巻が発売になる二〇〇八年三月一九日、同じ日に、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから『ドラゴンマガジン』という雑誌も発売されます。


　で、そこに、久しぶりに七人の武器屋の短編小説が載のるんですが……


　今回のは、ハッキリいって、なかなかレアです。


　なんと主人公マーガスは──五歳。


　一五歳じゃなく、五歳。


　五歳の時のちびマーガスと、そしてちびジャンは、いかにして黒くろ髪かみの女の子、七歳のイッコと遭そう遇ぐうし、友達になったのか……。マーガス＋ジャンと、イッコとの初めての出会いが書かれた、『レジェンド・オブ・チルドレン』の巻まきです。


　五歳のマーガスが語り手なので、八割くらいがひらがなで書かれた問題作。とはいえ、かなり気に入ってる作品ですので……ぜひ読んでみて下さい。そのドラゴンマガジンには、付ふ録ろくで『七人の武器屋プレミアムショップカード』というのも付くみたいです。


　かなり残念な事に、去年の秋のドラゴンマガジンに載った、『アスベルに留りゆう学がくしたマーガスが、アスベル四し天てん王のうのアンジェリーナ先せん輩ぱいと死のダーツ勝しよう負ぶを繰くり広ひろげる話』……は、けっこう読み逃のがした、という声も多かったので……


　どうぞ、今回は、お見逃しなく！


（そして、何なに卒とぞ、雑誌についてるアンケートハガキの方もお願いします！）








　以上で、告こく知ちしなくちゃいけない事は全部ですね。





　それでは、最後に、もう一度……。





　冒頭で言ったとおり、七人の武器屋はもう少し続きます。


　七人の武器屋、恐らく最終巻となる第九巻は、六月二〇日前後の刊行を予定です。





　とかいって、また終わらなかったらどうしよう……。


　なんか、自分の言げん動どうに自信が……







大楽　絢太
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


飛べ！エクス・ガリバーズ!!





大だい楽らく絢けん太た
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